
 - 1 - 

平成２９年第１回森町議会９月会議会議録 （第１日目） 

 

平成２９年９月１日（金） 

                             開議 午前１０時００分 

                             延会 午後 ３時２３分 

                            場所 森町議会議事堂 

〇議事日程 

  １ 会議録署名議員の指名                           

  ２ 審議日数の決定                              

  ３ 議長諸般報告                               

  ４ 一般質問                                                                

  ５ 承認第 １号 専決処分した事件の承認について               

           平成２９年度森町一般会計補正予算（第３号）         

  ６ 議案第 １号 森町過疎地域における固定資産税の課税免除に関する条例の一部 

           を改正する条例制定について                 

  ７ 議案第 ２号 北海道市町村職員退職手当組合規約の変更について       

  ８ 議案第 ３号 北海道町村議会議員公務災害補償等組合規約の変更について   

  ９ 議案第 ４号 北海道市町村総合事務組合規約の変更について         

 １０ 議案第 ５号 平成２９年度森町一般会計補正予算（第４号）         

 １１ 議案第 ６号 平成２９年度森町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）   

 １２ 議案第 ７号 平成２９年度森町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）  

 １３ 議案第 ８号 平成２９年度森町介護保険事業特別会計補正予算（第２号）   

 １４ 議案第 ９号 平成２９年度森町介護サービス事業特別会計補正予算（第２号） 

 １５ 議案第１０号 平成２９年度森町ホタテ未利用資源リサイクル事業特別会計補正 

           予算（第１号）                       

 １６ 議案第１１号 平成２９年度森町水道事業会計補正予算（第１号）       

 １７  議案第１２号 平成２９年度森町公共下水道事業会計補正予算（第１号）    

 １８ 議案第１３号 財産の取得について                     

 １９ 報告第 １号 平成２８年度森町財政健全化判断比率について         

 ２０ 報告第 ２号 平成２８年度森町資金不足比率について            

 ２１ 諮問第 １号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて      

 ２２ 認定第 １号 平成２８年度森町各会計歳入歳出決算認定について       

    認定第 ２号 平成２８年度森町国民健康保険病院事業会計決算認定について  

    認定第 ３号 平成２８年度森町水道事業会計決算認定について        

    認定第 ４号 平成２８年度森町公共下水道事業会計決算認定について     

 ２３ 意見書案第１号 林業・木材産業の成長産業化に向けた施策の充実・強化を求め 
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            る意見書                                                 

 ２４ 意見書案第２号 国連の核兵器禁止条約交渉に参加し、条約の調印・批准するこ 

            とを求める意見書                     

 ２５ 意見書案第３号 国内でのオスプレイ飛行訓練の中止を求める意見書      

 ２６ 意見書案第４号 国の責任による３５人以下学級の前進を求める意見書     

 ２７ 議員の派遣について                            

 ２８ 休会中の所管事務調査等の申し出                      

 

〇出席議員（１６名） 

議長１６番 野 村   洋 君  副議長 １番 三 浦 浩 三 君 

   ２番 菊 地 康 博 君      ３番 加 藤   進 君 

   ４番 黒 田 勝 幸 君      ５番 山 田   誠 君 

   ６番 檀 上 美緒子 君      ７番 河 野 文 彦 君 

   ８番 佐々木   修 君      ９番 小 杉 久美子 君 

  １０番 久 保 友 子 君     １１番 木 村 俊 広 君 

  １２番 西 村   豊 君     １３番 堀 合 哲 哉 君 

  １４番 松 田 兼 宗 君     １５番 宮 本 秀 逸 君 

 

〇欠席議員（０名） 

 

〇出席説明員 

   町     長    梶  谷  惠  造  君 

   副  町  長    木  村  浩  二  君 
   会計管理者兼                  
              佐 々 木  陽 市 郎  君 
   出 納 室 長                  
   監 査 委 員    池  田  勝  元  君 

   総 務 課 長    長  瀬  賢  一  君 
   選挙管理委員会                  
                            
   書記長併監査    澤  田  勝  則  君 
                            
   事務局書記長                  
   防災交通課長    小 田 桐  克  幸  君 

   契約管理課長    小 井 田     徹  君 

   企画振興課長    川  村  勝  幸  君 

   税 務 課 長    山  田  真  人  君 

   収納管理課長    柏  渕     茂  君 

   保健福祉課長    住  吉  英  勝  君 

   保健福祉課参事    千  葉  正  一  君 
   保健福祉課参事兼                  
              金  丸  由 起 子  君 
   保健センター長                  
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   住民生活課長    島  田  宏  信  君 

   環 境 課 長    山  本     憲  君 

   農 林 課 長    宮  崎     渉  君 

   農業委員会事務局長    鈴  木  修  一  君 

   水 産 課 長    黒  川  安  明  君 

   商工労働観光課長    寺  澤  英  樹  君 

   商工労働観光課参事    横  山  崇  裕  君 

   建 設 課 長    富  原  尚  史  君 

   砂 原 支 所 長    落  合  浩  昭  君 

   地域振興課長    角  野  雄  平  君 
   町民サービス課長兼                  
              伊 賀 野  美  子  君 
   保健対策課長                  
   教  育  長    増  川  正  志  君 

   学校教育課長    安  藤     仁  君 
   社会教育課長兼                  
 
   公 民 館 長 兼    宮  崎  弘  光  君 
 
   図 書 館 長                  
   生涯学習課長    渡  邊  義  教  君 
   体 育 課 長 兼                  
                            
   体 育 館 長 兼    金  丸  孝  也  君 
                            
   青少年会館長                  
   給食センター長    池  田  仁  志  君 

   さくらの園・園長    金  丸  義  樹  君 

   病 院 事 務 長    坂  田  明  仁  君 

   上下水道課長    水  元  良  文  君 

   消  防  長    東  谷  直  樹  君 

   消 防 署 長    松  田  光  治  君 

 

〇出席事務局職員 

   事 務 局 長    菊  池  一  夫  君 
   次 長 兼                  
              村  本     政  君 
   議 事 係 長                  
   次 長 兼                  
              喜  田  和  子  君 
   庶 務 係 長                  
 

〇会議に付した事件 

  １ 一般質問                                                                
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開議 午前１０時００分 

    ◎開議の宣告 

〇議長（野村 洋君） ただいまの出席議員数は16名です。定足数に達していますので、

議会が成立しました。 

 平成29年第１回森町議会９月会議は、通年議会のため12月31日まで休会中でありますが、

森町議会会議条例第４条第１項第１号の規定により、９月会議を再開いたします。 

 これから本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであります。 

 

    ◎日程第１ 会議録署名議員の指名 

〇議長（野村 洋君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 本日の会議録署名議員は、会議規則第125条の規定により、議席15番、宮本秀逸君、議席

１番、三浦浩三君を指名します。 

 

    ◎日程第２ 審議日数の決定 

〇議長（野村 洋君） 日程第２、審議日数の決定を行います。 

 審議日数ですが、本日９月１日から９月14日までの14日間を予定しておりますので、議

事運営にご協力をお願い申し上げます。 

 

    ◎日程第３ 議長諸般報告 

〇議長（野村 洋君） 日程第３、諸般の報告を行います。 

 例月出納検査報告は、別途閲覧に供しておりますので、説明を省略します。 

 地方自治法第121条の規定により、議長より説明のため会議に出席を求めた者及び本会

に出席の議会職員は、お手元に配付のとおりであります。 

 これで諸般の報告を終わります。 

 

    ◎日程第４ 一般質問 

〇議長（野村 洋君） 日程第４、これより一般質問を行います。 

 質問の順序は、お手元に配付のとおりであります。 

 順番に発言を許します。 

 議事進行についてですが、質問並びに質疑は会議規則に定める３回の原則を厳守し、内

容も要点を簡潔明瞭に行い、また答弁につきましても効率的な議事運営への協力をお願い

いたします。また、通告外の事項や当局への質問以外の発言に及ぶことのないよう、また

当局を含めて不適切な発言についても十分注意されるよう、あわせてお願いいたします。 

 １、障がい者や高齢者等の足の確保支援事業について、議席５番、山田誠君の質問を行

います。 
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〇５番（山田 誠君） おはようございます。私のほうから１点質問させていただきます。 

 障がい者や高齢者等の足の確保の支援事業についてでございます。今や障がい者、要支

援者、要介護者、高齢者等々の買い物や通院のための足の確保が非常に重要な課題になっ

ております。現在森町においては、外出支援サービス、福祉タクシー事業がありますが、

非常に評判がよくありません。原因は、所得制限、これ補助と書いてありますが、助成に

制限があることでございます。ほとんどの町民は、これらのものは所得制限をせず、一律

に対象とすべきであると思っております。そういう話が多うございます。今日の森町が成

り立っているのは、対象となる高齢者の方々の頑張り、支えがあったからこそと考えると

事業対象の一律化は当然であると思います。福祉タクシーの対象人員は、平成28年度、こ

れ決算でございますけれども、2,225人、うち交付実績者は875人で39.3％、約40％でござ

います。町単独で行ったとしても1,600万円ほどがあれば対応可能だというふうに思って

おります。 

 また、私は、所得に関係なく障がい者、要支援者、要介護者、高齢者の自動車運転免許

証返納者、今年３月でも質問いたしましたけれども、これらの方々に町として共通に支援

の光を当ててやるべきだと考えております。今や自動車は暮らしに欠かせない足でありま

す。道内各地で弱者の支援事業が行われており、人口減少対策事業の一つとしてその活動

に北海道より補助を受けてやっている市町村もございます。森町の福祉増進施策の一環と

して、例えばデマンド方式の運行バス、100円で町内一円乗り放題等々、対策はいろいろ考

えられ、実際に行って成功している町もございます。利用者の方々から大変便利で助かっ

ていると好評な町がございます。私は、福祉タクシーだけでなくて、総合的見地から全体

的な見直しを行いまして、これら弱者等に対する移動手段確保の支援策を確立すべきもの

と考えますが、町長の所見を伺います。 

〇町長（梶谷惠造君） お答えします。 

 外出支援サービス、いわゆる福祉タクシー事業では、満80歳以上の高齢者の方や重度の

障がいがある方への通院や買い物などの日常生活の中で、交通手段であるタクシーやバス

の利用負担を軽減できるよう助成している事業です。平成28年度では、議員質問の中にあ

りましたように875人の方が申請をされ、ご本人が町民税非課税者である場合に対象とな

っております。本事業につきましては、今後も低所得者に対する助成として継続していき

たいと考えております。 

 現在町民にとっての移動手段の一つとして、生活路線バスが利用されているところであ

り、町民が安定した日常生活を送れるよう今後も継続して路線の維持に努めてまいります。

また、引き続き事業者等と協議しながら、町の課題を整理し、総合的に交通体系を考えて

いかなければならないと考えております。 

 以上です。 

〇議長（野村 洋君） 再質問ありますか。 

〇５番（山田 誠君） 町長は、今、今後も続けていきたいというようなことでございま
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すけれども、あくまでもこのタクシーの料金助成券、これは表向きの話であって、漁業者

だとか農業者のその該当になる方々は、青色申告等々をやっていると専従者で所得がある

ということになっているわけです。であれば、同じような待遇の方々でもさっき町長が言

ったように障がい者なり、80歳以上の高齢者はもらって、そういう該当になる方はもらえ

ないということは、やっぱりおかしいのでないかということがよく話出ます。最近よくお

風呂とかいろんな集まりが多くなってきているので、そういう話が出るわけなのですが、

そしたらその該当の息子さん方が父さん、母さんにタクシー代１万2,000円出すかと。これ

出さないのです、町長。そういうことがあるからおかしいと。だから、人気がないと、こ

ういうことなのです。 

 私言っているのは、今まで森がこういうふうになってきたのは、こういう先代の森を支

えてきた方々のおかげだということだろうと思うのだけれども、例えば交付税に１人当た

り約30万程度国から交付税入ってくるわけです。そうした場合に、タクシー券年間１万

2,000円です、町長。微々たるものでないですか。予算を見ますと、地域振興基金から充当

しているようですけれども、これらのものについてもう少し私さっき言ったように総合的

に、そういう方々でなくて総合的にやるべきでないかなと、こう思うのです。 

 ３月にやった免許証返納者の関係も全然手が触れていない。その後どうするか。ほかの

町村もうみんなやっているのです。けさ同僚の議員から、山田さん、免許証返納でタクシ

ー、バスの利用券出しているところいっぱいあるよと。ちゃんと持ってきた、わざわざ、

うちの同僚が、町長。やはりほかの町村がやる前に森町としてのこういう福祉的なものは

率先してやるということでないと、ほかの町村がやってからやったって、何も町長意味な

いのだ。今子育て支援だとか少子化対策だとかやっているけれども、金太郎あめやったっ

て誰も増えないのです。もう少し特徴のあるやり方、それぞれを考えていただきたい。 

 今町長の言っている80歳以上、障がい者の手帳だとかいろいろ持っている方々に年間１

万2,000円、月10枚交付しているわけだけれども、2016年の日本人の平均寿命、女性が87歳、

男性が80歳だ、町長。今上げたってそんなに長期間交付しなくてもいいことになっている

のだ、数字的に見ると。であれば、生きているうちに、自分で歩けるうちに買い物に行く、

病院に行くというぐらいのことの方々に、たかが2,200人です、いるのは。そのぐらいのこ

とを町長腹切ってやったらいかがですか。そうすれば、いい町長だと、こうなる。どうで

すか。もう少し最後の勢いを見せていただきたい。 

〇町長（梶谷惠造君） お答えします。 

 福祉タクシーについて非常に熱い思いを抱いていらっしゃるように感じました。ただ、

私以前から同僚議員からも多くの交通体系の見直し、それからバス路線のもうちょっと深

い検討を一般質問でお受けして、その中でもお答えさせていただいておりますけれども、

福祉タクシーだけに焦点を当てることではなくて、山田議員もおっしゃっているように免

許を返納した方々でもふだんの生活に困らないその路線の交通体系をまず基本的に考えて

いかなければならない、そういうふうに以前も申し述べさせていただきました。その中で
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は、森町、我が町については、中心部から放射状に３方向に延びている。しかも、途中か

らもう一カ所、山の上、濁川地域ですけれども、そちらに延びているちょっと特殊な地質、

そういう条件がありますので、そういったことを本当にもっとよく考えるのと、以前にも

申し上げさせていただきましたこの町の中の路線バスから新幹線の駅まで行けるように、

向こうからも来れるように、そしてまた最近隣町の道の駅が非常に評判がいい。そこまで

車を持たない方が行けるように、向こうからも来れるように、また山の周りをぐるっと回

れるようにと、そういう広い意味での総合的な交通体系が森町には必要だと、そういうふ

うに考えているところです。それを速急にできるかというと、これは他の自治体もかかわ

ってくることですので、時間がかかる部分もあると思いますけれども、まず福祉タクシー

につきましては町民税非課税者に対して対応している。これは、所得があるからやらない

のではない。所得があっても利益というか、税金を払えないというのは失礼な言い方かも

しれないけれども、払わなくてもいい内容の方がいます。そういう方々は、福祉タクシー

の該当になるのです。所得ではない。非課税。非課税か、課税者かという、そういう部分

をもう少しよく理解していただければ、十分私のことも理解していただけるかなと思いま

す。 

 高齢者福祉に対して、この福祉タクシーだけではございません。町ではいろんな取り組

みを行っております。そういう部分で、たかが2,100人、1,600万あればできると申される

のですけれども、そこだけではなく、総合的にもっとほかの部分にも重要な部分がござい

ますので、プラス全体的な町の方々の足の確保も踏まえて、これについては考えさせてい

ただきたいなと、そのように思っております。 

 今後もできる部分については、この高齢者福祉に対してもいろんなことを考えて取り組

んでまいりたいと思いますことを申し添えまして、答弁とさせていただきます。 

 以上です。 

〇議長（野村 洋君） 再々質問。 

〇５番（山田 誠君） 町長、やっぱりこれまずいです、税金のかかる、かからないとか。

やっぱりある程度共通点にすべきだと思うのです、こういうのは。非課税の方は乗れる、

そしたらさっき言ったように専従者の方々は、実際自分には所得、金が入ってこない、表

面上は入ったことになっているのだけれども。そういうことも町長やっぱり考えてやらな

いとならないと。 

 管内で一番いいのが松前なのです。コミュニティバスをやって、一律100円で乗り放題。

１日の利用量が161人乗っているのです。これだけ活用されているのだ。喜んで喜んでどう

もならない。今町長四方三方からどうのこうのと言うけれども、それはそれでいいのです。

やっぱり梶谷町政の姿勢としてやるのだという気構えが全然ない。だから、今年中に、く

どいようですけれども、そういう検討か、何だか協議会か何かわかりませんけれども、そ

ういうのを設置して、来年からでも条件が合えばやりたいというようなことをはっきり言

っていただきたい。やらないのならやらない。 
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 先般先進地視察に下川町に行ったときに、これまたすごいです。タクシー会社が１件し

かないのです。それで、予約型の乗り合いタクシー１日に５便走っている。それから、コ

ミュニティバスがまた５便走っている。値段も300円以内です。各町村みんなやっているの

です、町長。町民は何と言っていますか。買い物に行くにしても、病院に通院に行くにし

ても非常にいいと喜んでいるのです。そして、一方では商店街に行くと、その老人の方々

が行って買い物するわけです。経済的な波及効果も相当あると、これははっきり言ってい

ますから。そういうことも踏まえて、さっき町長も総合的な見地から考えていきたいと言

うのだけれども、さっき私言ったようにそういうものをつくって、来年からでも試行する

とかやりたいとか検討したいとかというのだったらよろしいですけれども、そこら辺はっ

きりここで答弁願いたい。お願いします。 

〇町長（梶谷惠造君） お答えします。 

 多くの方々に、とにかく全ての高齢者の方々にこの福祉タクシー券助成できるというこ

とは大変すばらしいことだと思いますし、それに対応する財源等幾らでも打ち出の小づち

があれば何でも私対応していきたいという考えではいっぱいです。そして、今まで森町を

築き上げてきた、本当に一生懸命頑張ってこられた方々ですので、いろんな形でこれから

の余生を楽しくここで過ごしていただきたい。そのための一つであることは十分存じ上げ

ております。ですが、こういうことを簡単に半年、１年でやるとか、そういうことにはな

ってまいりません。先ほど私申し上げた中の全体計画を立てた中で、一部分をそのように

運行するのであればそれはいいのですけれども、全体を網羅しないで一部分だけ先に走る

ということは、後から整合性がとれなかったり、そういう問題もあります。これについて

は、先ほど申し上げましたけれども、他の自治体とも若干トップ同士では話をさせていた

だいているのです。これからまず事務方等でそういうことが可能かどうか少し勉強してい

きながら進めていきたいと思います。気持ちの上では、早くそういったことを実現してあ

げたいという腹は持っておりますので、ぜひ数年後、何年か後にご期待いただきたいと思

います。 

 以上です。 

〇議長（野村 洋君） 障がい者や高齢者等の足の確保支援事業についてを終わります。 

 以上で議席５番、山田誠君の質問は終わりました。 

 次に、２、ホタテガイ等養殖事業にかかわる研究機関設置についてと森港のトイレ設置

について、議席４番、黒田勝幸君の質問を行います。 

 初めに、ホタテガイ等養殖事業にかかわる研究機関設置についてを行います。 

〇４番（黒田勝幸君） おはようございます。通告に従いまして、２問について質問をさ

せていただきます。 

 まず、１点目でございますけれども、ホタテガイ等養殖事業にかかわる研究機関設置に

ついてでございます。森町は、１次産業の農漁業と水産加工業が盛んな町です。特に漁業

については、とれたものは加工場で付加価値をつけて販売され、町に大きな経済効果をも
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たらしております。森漁協でホタテガイ養殖事業は、総生産の７割から８割を占めており

ます。また、砂原漁協では、ホタテガイ養殖事業は総生産の65％となっており、ホタテガ

イ養殖事業が森町経済を支えていると言っても過言ではありません。しかし、近年地球温

暖化等環境の変化でザラボヤの異常付着やへい死貝も異常に多くなっており、この先継続

的に生産量を維持できるか危惧されております。森町の基幹産業であります漁業が将来と

もに安定して続けられますよう、これらの原因等を調査する研究機関を行政と漁協が協力

し、設置してはいかがでしょうか。町長の所見を伺います。 

〇町長（梶谷惠造君） お答えします。 

 今から10年ほど前にヨーロッパザラボヤが噴火湾で初めて確認されて以来、ホタテ養殖

漁業者はその処理に労力と費用を費やしてまいりました。そのような状況の中、昨年は大

量へい死に見舞われるなど外的要因によって生産量が激減し、漁家経営が逼迫するような

状況となりました。この間、国や道の試験研究機関を初め、大学などと連携しながら原因

究明に取り組んできたところです。しかし、生命力の強い外来種の根絶は不可能な状況で

あり、さらにへい死については要因が複合的な要素によるものであることから、原因の特

定には至っておりません。 

 研究機関につきましては、噴火湾産ホタテの生産安定に向けた取り組みとして、鹿部町

から室蘭市までの２市６町８単協の強い要望により、産学官連携のもと今年度から３カ年

計画で農林水産省の補助を受け、長万部沖の養殖施設に水中カメラを設置し、ヨーロッパ

ザラボヤの特性調査や養殖施設の振動と生存率の因果関係等を解析し、へい死防止等につ

いての研究に着手しております。 

 以上です。 

〇議長（野村 洋君） 再質問ありますか。 

〇４番（黒田勝幸君） 答弁ありがとうございます。 

 今長万部沖で３カ年計画で調査研究しているということでございますけれども、その結

果もありますけれども、これは国の施策でやっていると、こういうふうに理解しています。

まず、私は地元に密着したやり方でやっていただきたいなと、こう思うわけでございます

けれども、今噴火湾の室蘭まで入れて８単協ということでございましたけれども、あれは

胆振のほうも入って８単協なのですけれども、噴火湾内には７単協で操業している組合員

数は1,656名おります。そのうち森町は、森漁協と砂原漁協がありますので、組合員が576

名でございます。噴火湾全体の30％以上が森町の組合員であるわけでございます。そうい

うこともありますので、国の研究機関どれほどの成果出して、今後３年間で終わるものか、

また継続してずっとやるものかはわかりませんけれども、やはり７単協全体を網羅した中

で、森は組合員も多いので、町長が指導力を発揮して、噴火湾の７単協全体をまとめた中

でのそういう研究機関等の努力していただきたいなと、私はこう思っているのです。 

 それと、漁業者の生産高も先ほど言いましたけれども、森の養殖漁業者は、森漁協で242

件あるのです。それから、砂原漁協で54件で、296件あります。そして、時期的ではござい
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ますけれども、耳づりというのをやっています。これが１件当たり約300万ぐらい出面さん

に払っているそうでございます。そういうことになると、296件でございますので、この耳

づり代が８億から９億と膨大な金額になるわけです。これが森町の経済の波及効果も非常

に大きいということでございますので、町長、国の研究機関はいいのだけれども、やはり

７単協の森町が一番漁協で多いわけだから、そういうようなことで町長が指導力を発揮し

て、この噴火湾を何とかまとめた中で今後将来ともに安定した漁獲量を維持できるように

努力してほしいなと、こう思うのですけれども、いかがでしょうか。 

〇町長（梶谷惠造君） お答えします。 

 ホタテ養殖に関しては、議員ご質問にもあるように森町の経済、本当に大きな経済効果

を発揮していただいている基幹産業の一つであると私も認識をしてございます。そして、

先ほどお答え申し上げましたけれども、この長万部沖の養殖施設を今回３年間にわたって

研究する。これについては、個人の長万部のものではないのです。そこを借りて、産学官

でもってホタテがへい死する原因は一体何なのだと、そういうことを３年間、１年だけだ

と研究の成果があらわれない可能性もございますので、そこでデータを収集する。水温な

のか、プランクトンが不足なのか、日照なのか、もしくは貝同士が波でしけてぶつかって

死んでしまうものかと、いろんなデータを収集したものを湾内の漁協関係に全部データと

してよこすということです。ですから、森の沖でやっても、どこの沖でやってもデータと

しては共通のものが得られます。多少場所、沖合だったり、浅瀬だったり、そういうとこ

ろで共通のデータがそのまんま反映されない、そういったことも考えられますけれども、

まずは基本データをきちんと踏まえた上で、それぞれの単協でもってそれを応用して、さ

らに死なないように生存率を高めていく、こういうふうにして取り組むわけですから、必

ずしも前浜でやらなければならないということでもございません。 

 もう一つ、これだけ我が町には先ほどデータお示しされたように養殖業者さんたくさん

おります。ということは桁があいていません。ですから、研究施設を森町の海面を利用し

てやろうとしても、そうするとその分生産量が落ちることになりますので、その辺はご理

解いただきたいと思います。長万部沖、結構海面に余裕がありますので、そちらを利用し

てみんなで共同でやると、そういうことをご理解いただきたいと思います。 

 以上です。 

〇議長（野村 洋君） 再々質問ありますか。 

〇４番（黒田勝幸君） 実は、先般私どもの総務経済常任委員会で森漁協の組合長を初め

理事の皆さんと懇談会を持たせていただきました。そういうような中で、いろいろ森漁協

のことも勉強になりました。それで、今町長海面と施設の話も言いましたけれども、これ

は漁業組合がやっていることなので、外部から何だかんだ言われるものでもありませんけ

れども、海面に対しての漁獲量というのが施設のあれと決まっています。それに従ってや

っているから、別に違反起こしているわけでないのだけれども、やはり年間十二、三件の

方が漁業をいろんな事情でやめられるそうでございます。そうすると、やめた方の桁とい
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うのがその施設を新たに組合員が欲しい人は希望して買い取って、実際の海面は同じなの

です。それで、私は、やめた分だけ組合で買い取って、海面をあずましくすることによっ

てホタテの生育もよくなるし、歩どまりもよくなるのでないですかというようなことも提

案させていただきましたけれども、現状はそうなっていないのです。決められた海面の中

で、決まった漁をやっているからいいのだというような考え方なのです。それはそれで仕

方ないと思うのだけれども、やはり町長も単産の組合に何だかんだと言う何物もありませ

んけれども、そういうようなことも何かの機会に提案しながら、末永く漁業が継続される

ように行政としてのお話もできたらしていただきたいなと、私はそういうふうに思うので

すけれども、余り入り込むといろいろ弊害ありますので、あれですけれども、やはりそれ

も行政の長として森町全体を守るというようなことから必要なのかなと、こう思いますけ

れども、町長の所見をお伺いいたします。 

〇町長（梶谷惠造君） お答えします。 

 議員おっしゃるように、本当にうちの水産関係、特にホタテ養殖非常に優秀で、しかも

国際的にも海外輸出に関しては中国輸出の４割を占める、そういう優秀なホタテ養殖業者

です。これをもう一度復活させるのに今躍起になっているところです。議員もご存じかと

思いますけれども、昨年の８月30日、台風10号、これで噴火湾内大変大きな影響を受けま

した。そのときに私が音頭をとって噴火湾の全部をまとめて、知事に激甚災害の指定をし

てくれということでお願いに行ってまいりました。私本当に大事にしています。そういう

観点からも見ても、とにかくうちの前浜でやることがいいということでもない。ただし、

できれば生存率を高めるために各養殖業者さん勉強して、そして我々みんな心配している

のですから、議員初め。その心配をきちんと受けとめて、生産率がアップにつながってく

れればいいと、そういうふうに思っています。 

 これからもうちの前浜に必要なことというのは、率先して私は取り組んでいく心構えで

すので、議員の皆さんもぜひご協力して応援していただきたいと思います。 

 以上です。 

〇議長（野村 洋君） ホタテガイ等養殖事業にかかわる研究機関設置についての質問は

終わりました。 

 次に、森港のトイレ設置についてを行います。 

〇４番（黒田勝幸君） それでは次に、森港のトイレ設置についてでございます。 

 森町と室蘭市を結ぶ森蘭航路を組んだツアーが昨年度より実施され、２年目に入りまし

た。本年は、森港から室蘭市に向かうツアーが新たに組まれ、町を訪れたツアー参加者の

観光客は、７月14日までに443人で昨年の180人を大きく上回り、買い物や飲食など経済効

果が広がり始めております。 

 29年度の道南の観光客数が発表されましたが、森町は前年度より0.6％減で90万7,147人

で、道南全18市町のうち森町以外の17市町は増加しております。要因はいろいろあろうか

と思いますが、森町には新幹線効果はなかったのかなと思っております。森蘭航路は、天
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候に左右されるなど課題もありますが、森蘭航路を森町の観光の起爆剤として取り組んで

いかなければならないと思っております。 

 現在森港には野外トイレが４カ所ありますが、かなり古いトイレで、観光客が使えるよ

うなトイレはありません。やはり観光客を迎えるためには環境整備が必要です。早期にト

イレ設置を検討してはいかがでしょうか。町長のお考えをお聞かせください。 

〇町長（梶谷惠造君） お答えします。 

 平成28年度から始まりました森蘭航路ツアーは、胆振日高方面にも新幹線効果を呼び込

もうと関係自治体で構成するｎｉｔｔａｎ地域戦略会議で提案され、現在試験ツアーを実

施しているところです。町としましては、森蘭航路ツアーが継続され、商品化されること

を目標にツアー会社にも足を運ぶなど取り組みを進めておりますが、商品化に向けてはた

くさんの課題があり、この解決が必要です。 

 ツアー客用のトイレもその一つですが、トイレについては、森漁業協同組合や森町水産

加工業協同組合のトイレを拝借することで現状では対応できていると考えております。ツ

アーの将来ビジョンが明確になり、恒常的に多くのお客が往来するような展望が見られた

ときに改めてその必要性について検討したいと考えます。現時点では、早期なトイレ設置

の必要性が高くないと判断いたします。 

 以上です。 

〇議長（野村 洋君） 再質問ありますか。 

〇４番（黒田勝幸君） 歴史のあるこの森蘭航路が季節限定とはいえども再開されたとい

うことは大変喜ばしいなと、こう思っているところでございます。 

 それで、トイレのことで、今確かにこの事業が始まったばかりですから、今後どのよう

になっていくのかという不確定なこともありますけれども、これを生かしていかなければ

ならないという考え方も一方にはあるのかなと、こう思っております。それで、現在は漁

協のトイレをまずとりあえず借りて利用させてもらっているから、それでいいのでないか

と。それで、今緊急にやらなくてもいいのだと、必要性ないというような答弁でございま

したけれども、人のトイレ借りて、いつまでやる気なのか。それと、私たちも今回漁協の

庁舎見てまいりましたけれども、履物を履きかえていかなければならない、土足ではあり

ませんから。そういうこともありますし、森蘭航路の推移もありますけれども、継続して

この事業がずっと続いて、森にも経済効果をもたらすと言っているのだから、新聞見ると。

経済効果も出ていると言っているのだから、今後も増やしていきたいと言っているわけだ

から、この事業、その中でトイレって一番重要な問題なのです。 

 それと、私先般最終の航路あったとき行ってきました、築港に。おりる方も見ていたけ

れども、やっぱり高齢者多いのだ。もっとも今旅行しているの高齢者多いから。高齢者の

人が多い。船にはトイレもない。大した大きい船ではないので、トイレありません。そう

いうようなことで、トイレというのは不可欠な問題なのです。人の借りるからいいのだと

いうことではなくて、やはり自前のをしないと、貸しているほうもおいおいと、いつまで
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こうなのだろうということになる、そのうちに。そういうようなことだから、今４カ所あ

ります。私も見てきましたし、町長も過去に見られたと思うのですけれども、４カ所のう

ち東港にあるのは、尾白内側のほうです。あそこについては、簡易水洗くみ取り式のトイ

レで、これは洋式でございました。それ以外は和式でございまして、和式もいいのだけれ

ども、今はもう和式なかなか使えなくなってきている、水洗になっておりますので、皆さ

んが。そういうようなことで、今はやりのものにしていかないと、まして観光客を迎え入

れるということだから、必要ないではなくて、観光客初め漁業者、または釣りの人とかい

ろいろ築港を利用します。それと、森の築港は、漁協と港湾、それに観光を含めた中で道

とか国とかの補助金あるのです。だから、全額町で出さなくても、そういう補助制度もあ

りますので、何とか早期に考えていただきたいなと、こう思っているのですけれども、も

う一度お願いします。 

〇町長（梶谷惠造君） お答えします。 

 旅行者向けと申しますか、そういう方々の衛生的に使えるトイレあれば間違いなく便利

です。ただ、先ほども申し上げましたけれども、森蘭航路が継続していってほしいのです。

ですから、先般報道の記事にはうちの職員が行ったというふうにして書かれていますけれ

ども、私も議長も同行してトップセールスをしてまいっております。継続していただきた

い。報道機関書いてくれないのです、私たちのことは。ぜひお願いしたいなと思っており

ますが、そういう関係でこの航路が長く続いてくれる。それと、夏の間だけではない。一

月か、そのくらいの間だけの政策として取り組むというのは、ちょっと費用対効果を考え

るとどうかなという、そういう感じがいたします。秋も春も冬も当然魅力ある部分がござ

います。そして、森の漁港は港湾でございますので、ここには大型の船が入ったり、石や

砂やそういう鉱物を出入りするそういう大型船も入ってくるわけです。そういったちょっ

と航路として確定するにはなかなか難しい。さらに、船が森蘭の間、今回は向こうでイル

カウオッチングを請け負っている会社が請け負っていただいておりますけれども、この請

け負っている方が新しい船をつくってまで、トイレつきのもっと大きな船をつくってまで

森蘭を運航していただければ、もっとお客さんが来たり、トイレの必要性も高まってくる

のですが、今の状態ですと来年度どうなるのかというのが正直はっきり定まっていない。

できれば来年も運航していただけるように私は願っていますし、なっていただけると、そ

ういうふうに信じているのですけれども、そういった状態の中で今トイレをつくるという

ことにはならないのかなと、そういうふうに考えます。 

 そして、漁業協同組合の施設を新しく改修されたときに、市場の出入りする方は市場の

方々が使えるように、それから外からの方々はまた別なエリアで使えるように、そういう

衛生管理をきちんとした構造になっています。そういった関係から、あの施設ができたと

きに何かあったときにはお願いしますねということは組合長とのお話の中でございました

ので、今はそのお約束をお守りいただいて、町のこういう観光産業についても協力いただ

けるということで解釈している次第です。 
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 先ほどと同じ答えになるかもしれません。本当に必要性が将来的に出てきそうだと、そ

ういったときには間違いなく整備していきますし、もう一つ、希望としては森水産加工協

同組合、今トイレ１ついかないので、そこがもっとトイレ関係を充実していただければ黒

田議員の質問も解消できるのかなと、そういうふうに思っております。あそこの組合結構

今一生懸命頑張られて、内容的にも充実されてきていますので、そちらのほうに少し働き

かけてもみたいなと、そういうふうに考えております。 

 以上です。 

〇議長（野村 洋君） 暫時休憩します。 

 

休憩 午前１０時４９分 

再開 午前１０時４９分 

 

〇議長（野村 洋君） 休憩前に引き続き会議を再開いたします。 

 再々質問。 

〇４番（黒田勝幸君） 終わります。 

〇議長（野村 洋君） 森港のトイレ設置についてを終わります。 

 以上で議席４番、黒田勝幸君の質問は終わりました。 

 次に、３、石谷、本茅部地区の避難経路についてを行います。議席10番、久保友子君の

質問を行います。 

〇10番（久保友子君） 通告に従って、質問させていただきます。 

 石谷、本茅部地区の避難経路について。平成29年７月22日、道南では早朝にかけ大気が

非常に不安定となり、森町でも土砂災害警報が出され、石谷、本茅部地区110世帯271名に

避難勧告が発令されました。住民４人が自家用車で旧石谷小学校に避難し、幸いにも10分

程度で帰宅できたと聞き及んでおります。同地区は、傾斜地で土砂災害の危険性が高いほ

かにも、津波避難地区でもあります。その関係から、高台にある旧石谷小学校が避難所に

指定されております。地域住民の中には高齢者の方もおられます。また、旧石谷小学校ま

では気の許せない道のりが続きます。自動車で避難はできますが、道路幅が狭い中、111世

帯が全員が避難しなければならない場合に早急な避難ができるのか心配です。既存の避難

道に側溝を整備し、雨水を制御することや避難所まで新たな道路を取りつけるなどの避難

経路の設備が必要ではないかと思います。石谷、本茅部地区の避難経路にかかわる施策に

ついて町長の所見をお伺いいたします。 

〇町長（梶谷惠造君） お答えします。 

 １時間に50ミリ以上の大雨が降る頻度が1970年代から80年に比べ、３割程度増加してい

ることが先月14日の気象庁の統計で明らかになりました。当町においても７月22日の大雨

では、１時間に63ミリと観測史上最大を更新し、一部地域に避難勧告を発令したところで

す。 
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 さて、ご指摘のありました石谷、本茅部地区におきましては、背後地の多くが急傾斜地

であることなど、その立地条件等を勘案し、土砂災害や津波災害のおそれがある場合は石

谷小学校へ避難することとしておりますが、この場合石谷小学校への避難経路として国道

５号及び町道を利用することとなります。避難道の整備については、地区の地形等の状況

を考慮しながら検討していきたいと考えておりますが、町道につきましては毎年継続的に

実施している舗装補修工事や側溝整備工事の中でしっかりと点検作業を行ってまいりたい

と思います。 

 以上です。 

〇議長（野村 洋君） 再質問ありますか。 

〇10番（久保友子君） 整備というか、新しくなさってくださるということなのですけれ

ども、本当に町長は道を通ったことありますでしょうか。側溝もほとんど活用されていな

いと思いますし、道路も道幅が狭いです。そして、夏だけでなくて、もし冬でも地震が起

きたとかどうなったときに道路を車とかで、徒歩でも歩いて学校まで避難できるかという

ことを考えてくださったことがあるかということです。本当に急勾配です。道路は一方通

行のような形で、すれ違うことはできないと思います。私が考えるには、一方通行でいい

のです。本茅部側のほうに仮の道路でもできたら、何かのときに役に立つのではないかと

私は思っております。よろしくお願いします。 

〇町長（梶谷惠造君） お答えします。 

 あちらの場所は、私も若いころからずっといろんな関係で石谷小学校、旧校舎のころか

ら行っておりますので、十分内容は存じております。そしてまた、奥のほうに住んでいら

っしゃる方々ともいろんな関係がございまして、常にあの辺の変化、過去から見れば非常

に内容は充実されて上りやすくなっておりますし、それから道路側溝は既にきちんと入っ

ています。入っている中で、このように今まで以上の大雨が降ったときにその雨水をのみ

込めないという、そういうことかなと、そういうふうに思うのです。だから、それについ

ては、先ほども答弁させていただきましたけれども、毎年の舗装工事の補修ですとか側溝

の整備工事の中で、例えばふたを変えてやれば雨水をのみ込めるとか、そういうことにな

るということを先ほど申し上げました。わかりますか。 

 そういうことで、また大きな別路線の石谷小学校までの避難路というのは、ＪＲの路線

路を越さなければならないということで非常にハードルが高いです。ですから、なかなか

難しいのですけれども、本当に必要な部分でもございますので、何かしらアクションは起

こす段階ではないと思いますけれども、ただ、今現在私どもで防災行政無線各戸に個別に

設置しております。あれは何がいいかというと、早目に正確な情報をご自宅にお届けする

ことができる。避難するときはすぐ避難してくださいよと。今は避難してくださいという

防災無線では屋外拡声器では流しますけれども、それ以外にも広報車を走らせて、常に周

知するようにさせていただいています。７月22日もそのとおりです。 

 それから、やっぱり高齢者が多くて、なかなか避難場所が遠いと、そういう方々には役
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場のほうにお電話いただいて、お迎えにも行っています。こういう対策を立てております

ので、歩いて避難しなさいよ、避難をしている途中で災害に遭う方々もほかの地域では多

くおりましたので、その辺もきちんと担当課のほうでは配慮して、避難行動要支援者の集

約にいろいろ努めながらいきたいと、そういうふうに思っております。ただ、避難行動要

支援者につきましては、なかなかご本人から了解を得られない、各町内会、ほかの町内会

についてでも私たちはいいわとか、そういうので了解をいただけない方も中におりますの

で、そういう方々をぜひ一人も残らず網羅して、緊急のときには支援、それから救助に向

かいたいと思いますので、その点議員のほうからもお伝えいただきながら進めていきたい

と思います。これからもあの地域は非常に雨に弱い地域でもございますので、気にかけな

がら私どもは取り組んでいきたいと思います。 

 以上です。 

〇議長（野村 洋君） 再々質問ありますか。 

〇10番（久保友子君） 力強い町長のお答えありがとうございます。 

 学校が休校になっているところもあります。石谷小学校は本当に立派で、そして景観が

物すごくいいところだと思います。そういう点で地域の人たちも自慢というか、うちの学

校の上から見る景色がいいのだということもお聞きしております。避難する場所だけでな

くて、いろんな意味で学校を活用なさっている市町村もあると思います。そういう意味で

もせっかくの建物を老朽化させることではなくて、どのように活用するか。その活用した

ときにきちっと道路が整備をなされているということ、それから冬のときには熱線を入れ

てくださるとか、そういう今のニーズに合わせたような道路のあり方にしてほしいと思い

ます。 

〇町長（梶谷惠造君） いろんな要因を含めて、道路を何とか整備していただきたいとい

うことだと解釈をいたしました。 

 最初のご質問にもありましたように、なかなかすれ違える状況の環境ではない。ただ、

あそこの地域も用地を確保するのにはなかなか大変な場所ですので、何かうまい工夫や知

恵があれば、そこに向かっていきたいなと、そういうふうに思います。ロードヒーティン

グですとかいろんな方法はあるにせよ、なかなか費用、それから維持費、大変な額です。

町の全体的な予算を考えますと、なかなかそこまでは踏み込めないというのが現状です。

ですけれども、万が一災害等がありましたときに、あの地域の方々がきちんと災害に遭わ

れないで避難できるということを基準にして、これからも取り組んでまいりたいと思いま

す。 

 以上です。 

〇議長（野村 洋君） 石谷、本茅部地区の避難経路についてを終わります。 

 以上で議席10番、久保友子君の質問は終わりました。 

 11時15分まで休憩いたします。 
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休憩 午前１１時０２分 

再開 午前１１時１５分 

 

〇議長（野村 洋君） 休憩前に続き会議を再開いたします。 

 次に、４、ふるさと応援基金について、生活支援サービスの体制整備について、議席６

番、檀上美緒子君の質問を行います。 

 初めに、ふるさと応援基金についてを行います。 

〇６番（檀上美緒子君） それでは、１問目、ふるさと応援基金について質問いたします。 

 議員視察研修として、昨年は九州の平戸市、今年は道内の東川町、下川町、上士幌町の

視察を通して、ふるさと応援基金の取り組みにそれぞれの自治体の考え方や特徴的な企画

があり、触発されてきました。また、総務省からの通達で返礼品の見直しやふるさと納税

制度自体の見直しが全国的に行われています。森町でも２年前から返礼品の見直しをした

結果、基金の大幅増が見られました。片や函館市のように赤字の自治体もあり、ふるさと

納税制度、ふるさと応援基金に対する基本的な自治体としての考え方をしっかりと持つ必

要があると思います。 

 本来自治体の収入は、住民税が基本ですが、人口や産業により自治体間格差が大きいの

が現実であり、その是正を図るのが地方交付税の役割です。この地方交付税の役割を果た

させなければならないのがまず第一義的だと思っています。ですから、ふるさと納税は例

外的な存在であるべきだと考えているところです。しかし、現実的にふるさと納税制度を

まちづくりに生かしている自治体がこのたびの議会で視察させていただいた自治体のよう

に幾つかあります。森町においても全国からふるさと納税をしてくださる方々が大幅に増

えてきたことから、まちづくりにしっかりと位置づける必要があると思います。それには

返礼品を通して森町の産業振興につなげていく取り組みと、ふるさと基金の活用を通して

町民にも寄附してくださった方々にも目に見えるまちづくりの取り組みの２つが必要と思

います。昨年度は、７万件近くで８億円を超える寄附ですから、返礼品発注や発送業者は

よかったかと思います。半分の４億円規模の産業振興に直結したと言えます。しかしなが

ら、ふるさと基金の活用では、大きく６つの柱を挙げていますが、形として町民には見え

ていないのが現状です。ふるさと基金が見える、生かされる活用が必要と考えます。今後

のまちづくりとのかかわりで、ふるさと納税制度を森町の産業振興と基金活用で町民にも、

寄附者にも見えるように生かしていくか、町長の所見を伺います。 

〇町長（梶谷惠造君） お答えします。 

 ふるさと納税は、寄附者にとって自分の意思で納税先や使い道を選ぶことができる制度

です。町としては、先進的な取り組みに関する情報の入手に加え、独自の工夫やユニーク

な発想により財源を生み出す有効な手段になり得ると考えています。現在森町では、返礼

品を通じた産業振興対策はもとより、まちづくりを初め子供から高齢者までのさまざまな

支援策や地域の環境、防災対策など幅広い分野に活用しております。また、産業振興対策
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としては、代行事業者などの参考意見を取り入れるなどにより、魅力ある返礼品をつくり

上げることが重要であると考えておりますことから、特産品等提供事業者に対し、町から

も積極的に情報等の提供を続けたいと考えております。 

 寄附金の使い道や活用方法につきましては、先ほども申し上げましたとおり、幅広い分

野に対して活用しておりますので、今後も柔軟な活用に努めたいと考えます。なお、目的

を持った指定寄附もありますので、条件、目的、要件などを勘案した中で、適切な事業に

対して財源充当をしてまいりたいと考えております。 

 以上です。 

〇議長（野村 洋君） 再質問ありますか。 

〇６番（檀上美緒子君） 今２つの面ということで、１つ、産業の育成ということで答弁

いただいたのですけれども、魅力ある返礼品をつくるということで町側も積極的な意見を

出しているというお話でしたけれども、先ほどの中でも言いましたように特に去年の九州

の平戸市を訪問したときには、返礼品の生かし方もさることながら、平戸の場合は返礼品

を生かしてどうやって産業を育成していくのかということに非常に大きな力を発揮されて

いるということを痛感させてもらったところです。 

 特に平戸の場合は、返礼品だけではなくて、平戸瀬戸市場という形で大きな市場を公設

民営ですか、協同組合の形で経営はされているのですけれども、そういう形で平戸の農水

産物を広く販売している。そして、上にはレストランもつけているとかという形で、返礼

品の即見える形で、市民も、また観光客も見れるという形でされているのが非常に印象的

でした。また、役場の職員も非常に積極的な、いわゆる営業マンなのか、商社マンなのか

と思うくらいの積極的な売り込みというか、取り組みというか、それにもすごく感化され

てきたところであります。 

 そういった点で、森の返礼品の場合、今言われたように町側としてもそれなりに意見を

反映させているということなのですけれども、それが具体的になかなか見えてこない状況

が特に町民の中ではあるのではないかなというふうにして思っているところです。返礼品

ですから、直接受け取るのは寄附してくれた方々ということですから、もちろんそういう

ことになるかと思うのですけれども、森町の産業としてはこういう形で中心的に、重点的

にというか、売り出していこうというようなことでの町民に対するアピールも含めて、も

っと積極的な産業育成ということでの取り組みを考えていく必要があるのではないかなと

いうふうにして思っているところです。 

 それと、もう一点、活用の仕方なのですけれども、町長の答弁の中で幅広く活用されて

いるということなのですが、６本の柱ということで福祉、教育だとか、または防災だとか

産業だとかもろもろあって、ある意味何でもありという形です。今年予算のときに、今年

度の森町ふるさと応援基金繰り入れの予定の一覧表をいただきました。これを見ても本当

に幅広く活用されているというのはよくわかるのですけれども、本当にそれをふるさと納

税というか、ふるさと応援基金としてこういう形で取り組んでいますよというアピールの
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面からすると、幅広くというのは一見きれいには見えるのですけれども、聞こえるのです

けれども、何に本当にそれを使っているのだろうというのが先ほどの私の最初のお話でも

言ったように町民にも寄附者にも見えてこないというのがあるのです。 

 今回今年の行政視察のときに訪問した東川町においては、この前それこそ新聞でも大き

く報道されましたけれども、写真甲子園というのが先月行われました。そういうような取

り組みに対して、それが全てではないのですけれども、町民にも寄附者にもはっきり見え

る形でのふるさと応援基金の生かし方というか、活用という形で見えてくるのです。 

 また、上士幌町の場合は、これも全てではないのですが、一部ではあるのですけれども、

子育て支援に活用するということで、いわゆる認定こども保育園の設置なり、保育料の無

料化という形で大きくアピールしていますし、町民の皆さんにもそれがはっきりと見えて

くると。 

 そして、ある意味応援資金ですから、応援ですから、町独自でこの行事に対して取り組

んでいる、努力をしている、それに対して応援をするという形のものだろうと私は思うの

です、ふるさと応援基金というものは。森町の先ほども言いましたように幅広くという言

い方をすれば、それは該当するのですけれども、ある意味一般財源として当然賄うべきよ

うな例えば妊産婦の健診に使っていますよとか、それこそバスケットゴール新設に使いま

したよとかという物すごくあちこちにばらまいているという状況の中で、町民自身も寄附

者にとっても何に使っているというのが見えてこないという、そういう弱点があると思う

のです。ですから、森町としてこのふるさと応援基金をこういう形で活用していこうと、

これに力を入れていくと。だから、町民の皆さんももちろん努力すると同時に、寄附者の

方々もこういうような形で活用する森町にぜひ応援してくださいという形での見える取り

組みというがぜひ必要なのではないかなというふうにして思うのですが、そのあたりにつ

いて再度町長の考え方というか、所見をお伺いいたします。 

〇町長（梶谷惠造君） お答えします。 

 昨年度のふるさと納税につきましては、非常に多額のご寄附をいただいたということで、

私どもこれを扱っております代行事業者、また返礼品を一生懸命つくってくださった地元

の事業者には非常に感謝しております。ただし、これが毎年このようにいくとは私は思っ

ておりません。以前にも同僚議員から何かこういうことにこのふるさと納税を活用されて

はどうかというご提案もありました。しかし、不確定なものを間違いなくこの事業に投入

しますよということは、町としてはこれは断言できない部分でございます。 

 それと、先ほどの答弁でも申し上げましたけれども、目的基金としてこういうことに使

ってください、こういうご寄附もございますので、やはりこれは今までどおりの全体を見

てきちんと不足しているところ、それから拡充が必要なところに充当するのが妥当ではな

いかなと、そういうふうに思っているところです。 

 以上です。 

〇議長（野村 洋君） 再々質問。 
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〇６番（檀上美緒子君） 今の答弁聞きますと、非常に残念でたまらないのですけれども、

結局見える化はできないということになるのではないかなと思うのです。 

 私は、非常に印象的だったのは、函館市で、先ほどの話でも言いましたけれども、今年

も多分そうだとは思うのですけれども、寄附をいただくのと同時に、ここに在住している

方々が逆にほかの自治体に寄附をすると、そこの自治体の住民税は減免されます。ですか

ら、減ることになりますから、函館市はそういう意味で差し引きマイナスになっていると

いう状況なのですけれども、今年の４月から新たに大間原発訴訟にかかわる支援という形

でのこのふるさと応援基金のいわゆる返礼品とは言わないのでしょうけれども、対象事業

として打ち出したのです。そうすると、今年４月にスタートしているのですけれども、こ

の大間原発に対する支援というか、基金というのが半分以上、６割近くあるという、そし

て増えているという状況なのです。だから、はっきりこういうために応援したいと、こう

いう取り組みをしている自治体に応援したいという思いを持っていただくためにも私はは

っきりとこういう形で生かしていこうという、全てではないですけれども、重点的なもの

というのはやっぱりつくるべきだろうと。さっき言った東川町にしろ、上士幌にしろ、そ

れが全てではないのです、はっきり言って。だけれども、目玉商品として打ち出せるとい

う、そういうものがぜひ必要だろうと思っています。 

 そして、しかもホームページを開くと、必ず活用しているというのが提示されているの

です、こういう形で活用させてもらっていますという。だけれども、森町のホームページ

開くと、何に具体的に活用されていますというのは出てこないです。返礼品はいろいろ出

ます。トップ何とかというよく売れている返礼品だとか、こういうのをもらって、幾らが

どうだとかというホームページには載ってくるのですけれども、こういう形で生かされて

いますというのはなかなか出てこないというのが大きな問題ではないかなというふうにし

て思っているところです。ですから、幾つかの重点というか、目玉というか、こういう形

で生かしていこうというはっきりしたものを打ち出す必要があるだろうと思っています。

それには、先ほど町長もおっしゃいましたけれども、全く私はふるさと納税を頼みにする

ということではないのです。先ほど言いましたように応援ですから、あくまでも町側とし

てこういうまちづくり、これを子育てなら子育て、先ほどの質問でもありましたけれども、

私は観光でもいいだろうと思っているのです。それは、それこそ本当にこれからのまちづ

くりとして、森町が何をメーンにしていくかというのを真剣に考えて決めていけばいいこ

とだとは思っているのですけれども、そういう森町としてのはっきりしたビジョンを持っ

て、そしてそれにそれなりの森町としても財源をつけながら、そしてほかの方々にも応援

してもらうという、そういう形での取り組みが必要だろうと思っています。 

 それと、もう一つ言いたいのは、先ほど言った平戸にしても東川町にしても１回きりで

はないのです。その寄附してくださった方々とつながりを持っていくということで、特に

それが明確だったのが東川町で、株主制度という言い方をして、それは大賛成では私は正

直なところ思ってはいないのですけれども、でもつながりを、いわゆる特別町民として寄
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附者を見ていくという、そういうつながりを持っていこうというような形のふるさと納税

の取り組み方というのが大事なのではないかなと思うのです。ですから、そういう意味で

森町としてのビジョンというか、ふるさと納税とまちづくりという形でのそのビジョンが

見えてこないというあたりでもう一度町長の所見をお聞かせください。 

〇町長（梶谷惠造君） お答えします。 

 ご意見伺っていると、他の町ではすばらしいことをやっているのだなというふうに伺い

ますけれども、そういう中でもそれだけではないなというふうに私は思っているのです。

他の町のものをそのままそっくり森町には当てはまりません。そのとおりですから、我が

町はふるさと納税をしてくださった方は、住みやすい町をつくってくださいということの

気持ちも含めて寄附していただいていると思っております。重点的に取り組む施策はたく

さんあります。それが１個、２個に集約できないので、先ほど目的としております幅広い

目的として使わせていただくということで私はよろしいかなと、そういうふうに思ってお

ります。 

 以上です。 

〇議長（野村 洋君） ふるさと応援基金についてを終わります。 

 次に、生活支援サービスの体制整備についてを行います。 

〇６番（檀上美緒子君） それでは、２点目の生活支援サービスの体制整備について質問

いたします。 

 平成29年４月から介護保険制度の改正に伴って要支援１、２が介護保険から外されて、

地域支援事業の対象とされています。森町では、今まで同様の訪問、通所サービスで対応

されており、今後も必要なときに必要に応じたサービスを安心して受けられる体制が大切

だと考えているところです。と同時に健康寿命を保つために、一般高齢者含めた積極的な

生活支援サービスが必要です。森町では、今年度、平成29年度から生活支援体制整備事業

に取り組む予定となっていますが、その中心となる生活支援コーディネーター、地域支え

合い推進委員の配置もまだされていませんし、社会福祉協議会が月１回ふれあいサロンを

全町的に取り組まれているものの、砂原から濁川までという広範囲にわたっていて、生活

支援サービス体制が整備されているとは言えません。長年にわたるこうした社会福祉協議

会主催のふれあいサロンの経験や実績を生かして、また町内会ごとの老人クラブとの連携

やボランティアの協力など広く呼びかけ、身近で集える、気軽にできる、誰にでも参加で

きる場づくりに取り組むことができればと思います。健康寿命を保つため、地域のきずな

をつくるためにも早急に生活支援コーディネーターを配置し、その方を中心に社会福祉協

議会の力をかりて、町内会などへの働きかけをするべきと考えています。生活支援サービ

スの体制整備について町長の所見を伺います。 

〇町長（梶谷惠造君） お答えします。 

 森町では、現在生活支援介護予防サービス提供体制の一部を担う事業として、配食サー

ビスや生きがい活動支援通所事業などを実施しております。今後さらなる高齢者の在宅生
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活を支えるためのボランティアなどにおける生活支援や介護予防サービス提供体制の構

築、支援に向けた生活支援体制整備が必要とされております。国の指針においては、町圏

域を初め日常生活圏域へ協議体を設置し、生活支援コーディネーターの配置を望んでおり

ますが、地域ケア会議委員や各関連団体代表者等の構成による町圏域を基本とした協議体

整備に取り組んでまいります。また、生活支援コーディネーターの確保につきましては、

町職員も講習会を受講し、多様な配置に向けた対応を図ります。 

 社会福祉協議会の職員が中心となり、企画、送迎等を含め開催しておりますふれあいサ

ロンにつきましては、前年度においては年12回、参加者900名弱となっており、参加者から

は内容を含め好評を得ていると聞いております。小範囲での開催につきましては、圏域や

地域の状況及び関係者なども含め、どこまでボランティアとして協力者を確保できるのか

などが重要と考えております。今後においても協議体の構築や生活支援コーディネーター

の配置等を含めた生活支援サービス体制の充実に向け、各関連機関、団体からも協力が必

要となりますので、協議検討してまいります。 

 以上です。 

〇議長（野村 洋君） 再質問。 

〇６番（檀上美緒子君） 整備に向けて協議を進めていきたいという答弁なのですけれど

も、ぜひそれに期待したいと思っています。 

 私もこれに先立って社会福祉協議会のほうに出向いて、いろいろ社会福祉協議会として

の考えも聞かせてもらってきたところです。そこでもやはり行政側の動きを大きく期待し

ているところがあります。また、実際に去年この場でも質問の中でも取り上げさせてもら

ったのですが、知内町の先進的な社会福祉協議会を中心とした事業が展開されているわけ

ですけれども、そこに当たってもやはり町の積極的なかかわりがあって初めて町内会、い

わゆる13町内会のうち11町内会が実施できるようになっているわけです。これが住民が主

体的に積極的にやっているということではなくて、町の地域介護予防活動受託事業という

形で社協が受けて、そして社協を通じて町内会のほうにさらに働きかけてという形で行わ

れているという状況です。また、今年の４月からは、北斗のそれこそ茂辺地地区でも行わ

れているという話を聞いています。 

 町長が言われたように、本当にどれだけ地域の中にそれを支えるだけの受け皿というか、

ボランティアというか、それができるかというのが大きなやる、やらないにかかわってく

るというのは十分わかっています。ですから、それを積極的に掘り起こす、または働きか

ける、それが行政としての役割ではないかなというふうにして思うわけです。ですから、

その意味での積極的な行政側としてのアプローチというか、取り組みをぜひお願いしたい

というか、考えていく努力を求めているところです。そのあたりについて、ぜひ町側の積

極的な取り組みということを考えている内容について聞きたいと思っています。 

 特に社協のほうとの先ほど言った話し合いの部分なのですけれども、町内会ごとは多分

難しいかもわからないけれども、小学校単位だとかそういうような部分では考えられるか
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もというようなお話もされていたのですけれども、そういうような形でかなり積極的にと

いうか、前向きに考えている状況もありますので、やっぱり町からどれだけ積極的にそう

いう協力団体に働きかけていくのかという姿勢が問われているのではないかと思うのです

が、そのあたりについて再度質問いたします。 

〇町長（梶谷惠造君） お答えします。 

 協議体の構築に向けて、町でもっと積極的にかかわって進めていただきたいというご要

望と思っております。町といたしましても、この要支援１、２が介護保険制度の改正に伴

って不足部分は補っていってしかるべきと、そういうふうに考えるところでございますけ

れども、先ほどの答弁でも申し上げました。それから、議員も感じておられます地域のボ

ランティアがどれだけ確保できるか、余裕があるかということだと思います。そういう関

係では、各種団体もそれぞれ年間スケジュールの中でそういう地域の高齢者に対する、そ

れからそういった支援者に対する取り組みを単独で行っているものもございます。また、

森全域を考えてみますと、各地域の町内会でも独自にそういった取り組みを行っていると

ころもございます。そこに対して町が積極的にまた新しいのできたからやってくださいよ、

誰かお願いしますよと言ってお願いできかねる部分はございます。これについては、今後

そういった部分をどうやって穴埋めしていくかというのが大事であって、基本的な部分を

構築するための考えとしては、社会福祉協議会等と積極的な協議は進めていきたいと、そ

ういうふうに思っております。 

 いずれにいたしましても、これは平成30年の４月１日からまた進めるということで基本

で進めてございますので、そこに間に合うように担当課等を含め進めていきたいと思って

おりますので、ご理解をいただきたいと思います。 

 以上です。 

〇議長（野村 洋君） 再々質問。 

〇６番（檀上美緒子君） 今来年からというお話だったのですけれども、計画でいけばこ

の生活支援サービスの部分については、今年度４月なのです、スタートは。そして、認知

症にかかわるのが来年の４月からのスタートということですので、ぜひ私は、一緒にやっ

ても構わないとは思うのですが、認知症の部分というのは結構お医者さんとのかかわりも

あって、また専門的な知識なり、技術なりというか、対応なりも含めて難しいかとは思う

のですけれども、生活支援サービスにかかわっては今言った社協のやっているふれあいサ

ロンのような経験で十分対応できるので、それはやっぱりできるだけ早くスタートを積極

的な町側からのアプローチというのをするべきだろうというふうにして思っています。 

 それと、ボランティアの部分なのですけれども、本当に地域の活用ということで、あち

こちいろんな活動を森町でもされていますからあれなのですけれども、ただ私が非常に感

心したというか、森でもできるのではないかと思ったのは、北斗の茂辺地地区の取り組み

なのです。茂辺地地区が今年新たにスタートしたというのは、まち・ひと・しごとづくり

のプランの中で茂辺地地区をどうやって活性化していくかという取り組みの中で、産業振
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興にかかわってはＪＲの北斗の車両を使った地域おこし、それからもう一方では高齢者の

生きがいづくりという形のサロンという２つの取り組みをメーンにして始めたということ

なのです。特にこのサロンの部分については、改めて今言ったそういう町側のプランに基

づいて投げかけたところ、新しい形でのボランティアの発掘ができたということなのです。

そして、今、月２回のサロンをそれこそ地域住民が中心になってとり行っているというこ

となので、もちろん今までの既存の経験を持っている団体に協力を呼びかけていくと同時

に、新たな部分の掘り起こしということも含めて、やっぱり町側から積極的に働きかけて

いくという、この姿勢が絶対必要だと思うのです。そのあたりの気構えというものをぜひ

お聞かせいただければと思います。 

〇町長（梶谷惠造君） お答えします。 

 まず、失礼しました。要支援については、もう既に今年の４月１日から取り組んでござ

いますので、これは訂正させていただきます。 

 その上で、地域それぞれいろいろと課題があったり、それから問題点を克服するのにほ

かの各自治体でも大いに積極的に町が取り組んだり、それから地域が積極的に取り組まれ

たりという、そういう特色がある形で実際に実施されております。それは、森町において

も全く同じでありまして、ある地域に行くと社会福祉協議会の先ほどのふれあいサロンに

かわるような、本当に積極的にしょっちゅうそういうことをやられている地域もございま

す。また、なかなか高齢者の方々が多くて、そういったことにも取り組めない、そういっ

た地域もございます。そういった関係でこのふれあいサロンについては、年12回社会福祉

協議会でも大規模に取り組まれているというふうに私も伺っておりますし、これをさらに

社会福祉協議会が小規模単位でもっと回数を増やすということは、社会福祉協議会のそう

いった内容についてもやっぱり協議する必要があるのです。こちら側の考えだけで押しつ

けるというのは、私はそういうふうにやるべきではないなと、そういうふうに思います。

ですから、積極的の意味は少し違うかもしれませんけれども、きちんとした体制を整えて

いくために、社会福祉協議会等と積極的に協議はこれは間違いなくしていかなければなら

ないと、そういうふうに思っております。 

 また、他地域で非常にすばらしい取り組みをされておるということは、私どもの耳にも

入ってございますので、そういったことはあくまでも森町にそくっと入るわけではないと

思いますので、参考にさせていただきながら取り組ませていただきたいと、そういうふう

に思っております。 

 以上です。 

〇議長（野村 洋君） 生活支援サービスの体制整備についてを終わります。 

 以上で議席６番、檀上美緒子君の質問は終わりました。 

 昼食のため午後１時まで休憩いたします。 

 

休憩 午前１１時５０分 
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再開 午後 １時００分 

 

〇議長（野村 洋君） 休憩前に続き会議を再開いたします。 

 次に、５、ふるさと納税について、議席３番、加藤進君の質問を行います。 

〇３番（加藤 進君） ふるさと納税について町長にお聞きをいたします。 

 平成20年４月30日に税制改正により公布されたふるさと納税制度は、今や全国的に行わ

れており、当森町もおくればせながら平成27年10月より受け付けを開始したところでござ

います。開始直後の同年度末では、月数も少なく、事業者は４業者と規模も小さく、知名

度も低く、3,200万円程度の寄附しかなされなかったようでありますが、行政、担当職員並

びに関係事業者の並々ならぬ努力と頑張り、そして返礼品の物のよさが全国的に好感を呼

び、平成28年度には前年度比納税寄附額25倍以上の約８億600万円の篤志を全国の方から

いただき、道内納税寄附額６番目のランキングになったものと思料されます。しかしなが

ら、総務省は本年４月、高額返礼品等に対して歯どめをかけるため、寄附金額の設定を３

割以下とする旨各自治体に通知しております。これに対し各自治体では、いろいろな対策

を考えているようですが、以下町長の所見をお伺いします。 

 現在返礼品事業者は何社で行われ、返礼額３割に対して町の方策はどのように考えてお

られるか。森町ふるさと応援基金からの繰り入れ等の変更は考えておられますか。また、

森町ふるさと応援基金に積み立ての財源で大きな事業の予定はございますか。 

 以上、お聞きいたします。 

〇町長（梶谷惠造君） お答えします。 

 平成20年度の導入以降、全国の自治体がさまざまな知恵と工夫により、平成28年度には

総額で2,844億円を超え、過去最高を更新したふるさと納税ですが、各地で寄附金の有効な

使い方や寄附金の獲得に向けた動きも見られます。 

 さて、当町の特産品等提供事業者は、現在３団体と９社の企業が登録しています。本年

４月に総務省より返礼品の価格を寄附額の３割以下に抑えるよう要請を受けたことにつき

ましては、特産品等提供事業者を訪問し、返礼品の見直しについて説明を行ったところで

あり、今後見直す方向で調整中です。 

 また、森町ふるさと応援基金条例に基づく寄附金の使途、指定事業につきましては、幅

広い分野で活用できる内容となっておりますことから、取り組みを継続してまいりたいと

考えております。ふるさと応援基金を財源として行う大きな事業の予定につきましても、

寄附金の推移を見守りながら検討してまいりたいと考えております。 

 以上です。 

〇議長（野村 洋君） 再質問。 

〇３番（加藤 進君） 大体私の思っていたとおりの返答でございました。 

 先ほど同僚議員から午前中にふるさと応援基金のことについて縷々説明あったかと思う

のですけれども、私の聞きたいことは全て持っていかれまして、何を聞いたらいいのかと
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いうことでお昼御飯食べながらじっくり考えてきました。私は、確かに全国から寄附はも

らっていますけれども、やっぱり何に使ったかというのをはっきりそれこそわかるように、

また一期一会の関係でなくて、ずっと引き続きその方といろいろ縁を持ちながら、森町の

変わっていく様子を見ていってもらいたいというふうに思うわけです。また、よそのまね

はしなくてもいいのです。森独自のやり方で全国にＰＲをしていくと。 

 経済新聞なのですけれども、今までのふるさと納税というのはバブルだったと。バブル

納税だったのだということはうたっています。それで、ブームは去っていったのだと。そ

れはなぜ去っていったのかというのは、国のほうで３割にしたから、今まで森町でも昨年

の金額は結構な金額を集めましたけれども、そういうわけにはいかないと思うのです。そ

のためにはやっぱり森独自のやり方を考えていかないとならない。そのためには担当する

職員だとか、いろいろな分野の方々を全国に研修に出すというようなことが大事なことで

はないかなと。その知識を持って森独自のふるさと返礼品なんかを考えていく。 

 また、使途についても、やっぱり全国の方は子供の福祉、教育、そういうようなものも

願っているわけです。森町の発展もそうです。ただ、今旧砂原町のほうへ保育所をつくる、

幼稚園をつくるというような話は持ち上がっていますけれども、みんなが中に入れるよう

な、そういうような認定こども園みたいな形のものをつくって、午前中もお話ありました

けれども、上士幌町は応募した場合に絶対拒否はしないのだと。応募した方は全員入れる

のだという趣旨で頑張っているみたいです。120人の定員のところ今139名でしたか、たし

か入っているそうです。それでも保育所に入りたいと待っている人は誰もいない。まして

隣の町から上士幌町に働きに来ている人方は、そこに入りたいのだと。条件さえ合えばそ

ういう方でも入れているのだという話です。それは、町の職員の方も私方と同時に研修を

受けたからわかっていると思いますけれども、そういうような勉強というのは、我々より

も職員が大事でないかなと思うわけです。だから、大きな事業というのは、確かに今後10

年間保育料無料ですよと、そういうような財源はないかもしれませんけれども、そういう

ような立派な構想を持ってもらいたいなというふうに思うわけです。 

 だから、ホームページなんかでも何に使えました、かにに使いましたということをやっ

ぱり出していかないと、今手元に森町のホームページのふるさと納税の使い道というのが

ありますけれども、４本立てなのです。中身何も書いていないのです。何に使いましたと

やっぱり書いていかないと。次のページを見ると、６つ書いているのですけれども、ただ

こういうことをやりますよというだけで、だからそういうようなことは寄附した方はがっ

かりしていると思います。それで、やっぱり寄附してよかったなと思うような方策を考え

ていっていただきたいというふうに思いますので、町長の所見をお伺いしたいと思います。 

〇町長（梶谷惠造君） お答えします。 

 まず、ホームページ、それ恐らく中もうちょっと深く探っていくと何に使ったかという

のはきちっと出てくると思いますが、出し方がおかしいのか、確認を私どもでもしてみた

いと思います。 
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 まず、縷々中身ございましたけれども、職員の研修につきましては、ただそういうふる

さと納税だけに限らず、広く今も国の機関や道の機関にも職員派遣しております。それか

ら、今回は必要性も感じてうちの職員も同行して、議員さん皆さんと研修をさせていただ

いた、そういう成果もありますので、何か機会があったときにはそういう形で視察研修は

させたいなと、そういうふうに私思っております。ただ、それがふるさと納税に関するも

のかどうかはまた別かもしれませんけれども、ためになる部分には出したいと、そういう

ふうに思います。 

 そしてまた、寄附者に対する見えるような、先ほども同僚議員からございました見える

ような使い道、これについても中身、先ほどはあのようにきちんとそれで十分だと私は思

っておりますが、大きな内容のものについては示すべきであろうなと、そういうふうに思

います。そういったものがホームページ上にきちんと表示される、そういった工夫もちょ

っと検討の一つであろうと、そのように思います。寄附者募るために私どもも全国を歩き

ながら、何かの機会にふるさとに対する支援を募ってきました。そういう関連も多少プラ

スの影響であろうなと前向きに私も捉えているのですけれども、そういった方々がホーム

ページを見て、何かしら具体的な目につくような、そういった内容になるように確認をさ

せていただきたいと、そのように思っております。 

 そしてまた、１点、寄附者が選べる目的、商品ということではなくて、そういったもの

も検討していきたいということで、先ほどの同僚議員の答弁の訂正にもなりますけれども、

検討していきたいと思います。 

 以上です。 

〇議長（野村 洋君） 再々質問。 

〇３番（加藤 進君） 前向きな発言ありがとうございます。 

 今発言いただいた以上にもう一歩職員を教育しながら、返礼品の品物、より以上に厳選

に、全国の方に使っていただくということで、森町を発展させるためにはこれも一つの手

かなと思いますので、本当によろしくお願いしたいと思います。所見を伺います。 

〇町長（梶谷惠造君） お答えします。 

 ふるさと納税制度、余りにも逸脱した返礼品の活用によって今回見直しということが総

務省のほうから通達あったわけですけれども、大臣もかわりました。大臣かわると、やは

り方針も若干変わってまいります。もう少し各自治体に自由な配慮、ルールはある程度設

けなければならないと思います。地元産でないものを地元のように一緒にして扱うのは、

これはまずいかなと、そういうふうに思いますが、地元の商品、それからそういう製造し

ているもの、これに対しては３割にしてくださいということで今来ていますけれども、そ

れはそういうふうな縛りをかけないで、地元の判断に委ねていただきたい。そういう方向

性を持って進めていきたいと、そういうふうに思っております。 

 これからふるさと納税が今回を機に盛り上がっていくのか、ひょっとしたら今まで我々

が期待していたとおりにならないかもしれません。でも、何とか森町は人気を下げないで、
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これからも納税を確保できるように努力してまいります。 

 以上です。 

〇議長（野村 洋君） 暫時休憩します。 

 

休憩 午後 １時１５分 

再開 午後 １時１８分 

 

〇議長（野村 洋君） 休憩前に引き続き会議を再開いたします。 

 ふるさと納税についての質問は終わりました。 

 以上で議席３番、加藤進君の質問は終わりました。 

 次に、６、獣害対策について、議席15番、宮本秀逸君の質問を行います。 

〇15番（宮本秀逸君） それでは、通告に従いまして、質問させていただきます。 

 獣害対策についてでございます。獣害対策については、何回か質問もし、議論もありま

したが、改めて質問いたします。農作物の収穫時期の熊、鹿による被害は、当町にあって

も年々増加傾向にあります。行政としての対応、対策の充実がさらに求められております。

以下、伺います。 

 １点目、農作物の食害を防止する目的の熊、鹿の侵入を防ぐ電気牧柵の設置は、有効な

手段です。現在も行われておりますが、電牧の貸し付けや購入希望者への助成がさらに必

要となっております。町の対応を伺います。 

 ２番目、現在箱わなが数台町内に設置されています。ハンター側からは、くくりわなの

許可を求める声が強くあります。道に対しても強く要望すべきと思いますが、町長の見解

を伺います。 

 ３点目、猟友会の中でも熊駆除のできるハンターは年々高齢化し、数も少なくなってき

ています。若いハンターの育成が急務です。生業を持っている人も多いことから、緊急時

には大変です。無理も生じます。町で獣害対策、保護も含めての専門のハンターを雇用す

べきと考えます。町長の考えを再度伺います。 

 以上です。 

〇町長（梶谷惠造君） お答えします。 

 １点目ですが、電気牧柵の購入、貸し付けは、農協が事務局を担っている森町鳥獣対策

協議会で対応しており、協議会には町から営農指導対策協議会を通じて補助金を支出して

おります。また、町所有の電気牧柵もあり、希望者に貸し付けております。本年は、ヒグ

マやエゾシカによる農作物の被害、食害が多発しており、電気牧柵も不足しておりますが、

今後の対応策については検討してまいりたいと思います。 

 ２点目ですが、現在箱わなを６基設置し、ヒグマの捕獲に努めてきておりますが、昨年

は１頭のみ、今年もこれまでに２頭しか箱わなによる捕獲ができていない状況にあります。

箱わなより捕獲率の高いくくりわなの使用については、道に対してこれまでも要望してき
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ており、一定の条件下で使用許可が得られることとなっておりますが、以前に狩猟事故が

起きた関係上、使用許可が得られるハードルは非常に高くなっております。今後問題個体

が出現した際に対応できるよう、さらに北海道に対して要請してまいります。 

 ３点目ですが、ご指摘のとおり、ヒグマ駆除に対応できるハンターは減少してきており、

若いハンターの育成は急務であります。ヒグマ出没の際、町職員だけで現場を確認するこ

とも多々あり、また最近のヒグマは出没現場をすぐに立ち去らず、周辺に居座る傾向があ

りますことから、職員の身を守るためにもハンターの増員は必要不可欠と考えます。議員

ご提案のように獣害対策専門のハンターを町で雇用することにつきましては、ハンターの

業務量や期限が限られてしまいますことや身分保障なども考えていかなければならないこ

とから、慎重にならざるを得ません。今後につきましても鳥獣対策協議会や猟友会と連携

しながら、ハンター増員に向けて取り組んでまいります。 

 以上です。 

〇議長（野村 洋君） 再質問ありますか。 

〇15番（宮本秀逸君） 何回も質問した内容でございますので、目新しさがなくて大変恐

縮な部分もあるのですが、言いかえますとそれだけなかなか厄介な問題だということにも

なってこようかと思っております。 

 まず、１点目の電牧に対する助成については、今後検討していきたいというお話をいた

だきました。来年度になるか、それは町長の腹次第だと思いますが、今年の被害に遭った

方で、最近導入された方がたまたまけさ向こうから電話いただいたのですけれども、よそ

から見ると大金とは思えないような金額であっても、農家にすればやっぱり大変なのだみ

たいな、そういう感覚なのです。トウキビ１本例えば100円なら100円やられるという感覚

がなかなか一般的には理解していただけないという部分が実はあろうかと思うのです。農

家の側からすると、その規模の大小にもよるかもしれませんけれども、それは大きな痛手

になってくるという思いを切々と語っていらっしゃいました。それで、ぜひ今年のそうい

った緊急に入れたものに対しても助成願えないかというお話を淡々としておられましたの

で、今後いろんな方法があろうかと思いますので、何か助成策がないかぜひ検討いただき

たいと、こんなふうにまず１点目そう思います。 

 それから、来年に向かっては、ぜひきちんとした形をつくり上げていっていただきたい

というふうに思います。現在も農協を通じてやっていらっしゃいますし、それも私も理解

しておるわけでございますけれども、いろんなお話を聞きますと個人的に設置した人、そ

れからそういった貸し出しを利用している人、さまざまな方がいらっしゃいますけれども、

それなりの効果といいますか、やっただけの効果、費用対効果は十分にあるというお話を

されますので、今後は恐らく個人で購入していかれる方も結構出てくるのではないかと、

こんなふうに思うのです。といいますのは、わなを設置した以上、借り物でありますとそ

れをまた改修していかなければならないという面倒さが出てきますけれども、個人の設置

ですとまたほかの方法もいろいろ考えられますし、雪の期間中だけで例えば上に上げてお
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くとか、さまざまな方法も考えられますので、個人の所有にしたほうが私はかえって将来

的にもいいのかなと、こんな感じもしておりますので、ぜひそこら辺の対応もあわせて考

えていただきたいと、こんなふうに思います。 

 それから、２点目の箱わなに関して、くくりわなが今許可されていないということでご

ざいますけれども、いろんな資料を見ますと北海道のヒグマ管理計画というのが今年から

また５年間の予定で計画されておるみたいで、なかなかその中でも箱わなを優先的に使っ

て、問題のある個体についてはそれなりの条件が合えば許可しますよみたいな言い方なの

です。ただし、現場感覚からしますと、問題のある個体なのか、通りすがりの個体なのか

は判断できないと思うのです、現実には。そこら辺が非常に難しいのではないかと思うの

です。とにかくそうやって出てきましたら役場にも通報しますし、猟友会にも通報したり

するわけですけれども、問題固体かどうかという判断がなかなかつきづらいというのが１

つと、それから被害額もそうですけれども、どういう判断をしたらいいのかということが

出てこようかと思います。実際にトウキビ100本食ったから、そしたらそれが１万円の被害

ですというわけにはいかないわけです。実際そこら辺荒らされますし、金額の出しようが

ないというのが現実のことではないかと思います。そういう難しい面がありますので、こ

のくくりわなに関してもやはり一番現場をわかっていらっしゃるのは猟友会の方だと思い

ますので、そういう猟友会の要望が当然ありますし、これからも出てまいりましたら、町

長、今までも渡島振興局に対して相当要請なさっていらっしゃることも私ら伺っておりま

したので、さらに現場の状況を訴えていただきたいと、こんなふうに思っておりますので、

くくりわなについてもよろしくお願いしたいと思います。 

 それから、３番目の町の職員さんの雇用についてですけれども、これは先ほど町長も慎

重のお考えを示されましたけれども、ほとんどが生業を持っていらっしゃって、町の要望

に対して駆けつけていかれるという状況にあります。これは、もう今さら言うまでもあり

ませんけれども、そういった人たちの体の負担とか時間的なやりくりとか、これは大変な

ものがございますので、それとまた若い方がなかなか少ないというようなこともあります

ので、これはぜひ町長やっていただきたいと、こんなふうに私は思いますし、猟友会の方

とお話をしても、そういった方向というのは絶対必要だろうというお話も会長さんからも

いただきました。確かにそれに専従するという、その仕事に専従するという期間は限られ

てくるわけでございますけれども、その方がやるべき仕事というのは、もちろん町長の指

示さえあればいろんな仕事ができるわけでございますから、決して体が余るというような

ことにもなっていきませんでしょうし、現在農林課で熊に関して携わっていらっしゃる職

員さんも余りにも忙殺されるのではないかと、そんな気が私もしておったのです。土日関

係なくして出ていかなければならぬというようなことも出てきますので、そこら辺の過重

な労働を和らげるというようなことにもつながっていこうかなという気もいたしますの

で、ぜひこれは町長考えていただきたいと思うのです。そして、やるべき仕事というのは、

年間通じてこれはいろんなことが出てまいりますので、十分なものができ上がっていくの
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ではないかと。対外的にも、また町内的にもいい評価を受けれるような状況が出てこよう

かなと、こんなふうに思うのです。もちろん難しい問題が当然直後から出てこようという

気持ちも実はしておるのです。猟友会、いろんな方が現実にいらっしゃいますし、その人

たちとの給与ある、ないの問題とかさまざまな面が出てこようかと思いますけれども、そ

れはクリアしていかなければならぬ問題でありますから、設置するのだという目的を持っ

ていただいて取り組んでいただきたいなと、こんな気持ちでいっぱいなのです。 

 現在熊を捕獲した場合に、ハンターの方に対して２万円の報酬が支払われております。

１頭に対して２万円支払われております。お金で拘束するというのは、ある意味大変な部

分もありますけれども、またその人の励みにもなるという部分も必ずやこれは出てくると

思うのです。例えば１頭駆除できたら２万円が例としてこれが10万円になりますとか15万

円、そしたら報酬として差し上げますみたいな話になったら、また向かう気持ちも違うか

もしれませんし、それくらいお金というのはやっぱり人を左右してしまうのではないかと、

こんなふうにも思うのです。昔は、今さら申し上げるまでもなく、とった熊がお金になり

ましたから、いろんな方がやりましたし、農家の人たちも十分やってまいりました。とこ

ろが、そういう時代でなくなりましたので、これはぜひ町長やっていただきたいと思うの

ですけれども、もう一回お考えをお聞かせください。 

〇町長（梶谷惠造君） お答えします。 

 まず、電気牧柵についてでございますけれども、皆さんどんどん電気牧柵で囲われてい

くと、囲っていないところに当然ヒグマが向かっていくということにもなりますので、全

体を通じてまだ必要としている方々が多いことと、そういうふうに考えておりますので、

支援する方法についてはこれからどういうことができるのか、どんな方法があるのかも含

めまして、町全体の予算枠の中でどの程度確保できるのかも含めまして検討していきたい

と、そういうふうに考えております。 

 そしてまた、２点目なのですけれども、くくりわなです。まず、二、三年前から私も道

のほうには個体数はどんどん増えているのではないか、実際に渡島半島にヒグマの個体数

がどの程度いるのか把握されているのかという質問をさせていただいたこともあります。

その後、熊が出た箇所をインターネットで見ると、すぐさま同じような個体がいつどこに

出ているのかというのがわかるような、そういう仕組みにもつながっておるのですけれど

も、絶対数が多い場合にハンターを養成するよりも個体数を削減するほうがまずは最初に

やらなければならないことだと、そういうふうに思いまして、もし個体数が一定以上いる

のであれば、駆除の方法ですとかほかの方法を考えていただきたいなと。まず、それを話

しながら、このくくりわなについてはスピーディーに設置できて、早目の対応ができるの

で、私も本当に使わせていただければ大変ありがたいなと思っています。ほかの広い地域

と違って、特別渡島にだけはくくりわなの許可が出ておりました。これが使えなくなった

のは、くくりわな猟によって事故が起きたからであって、それに対する安全確保の方法を

きちんとマニュアル化するとか、そういったことをできれば振興局と話し合ったりして、
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これは知事許可でございますので、知事からの許可をいただければなと思っておりますの

で、これからも要請をしてまいりたいと、そのように思っております。 

 ３点目のハンターについてですけれども、人材にもよると思うのです。ハンターもでき

て、例えば町のいろんな作業もこなしていただける、そういった器用な方がいらっしゃれ

ば、それは町としてもちょっと前向きに検討していきたいな、そういうふうな考えは持っ

ているのですけれども、町だけがこれをやるのではなくて、もっと広く当事者、もしくは

他の組織にも、林業関係者も含めていろんな組織にそういったハンターさんがおられても

これはいいことではないのかなと思うのです。また、それが適したといいますか、ハンタ

ー以外の作業も同時に非常になじむと申しますか、そういう職業もあろうかと思いますの

で、そういったところも含めまして、広くこのハンターに対しては獲得を目指しながら取

り組んでいきたいと、そういうふうに思います。 

 ただ、先ほども申し上げましたけれども、町としてハンターを確保して、そこに１カ所

に定住させながら、熊が出た時期、時期的に出動させ、ふだんは何がしか違う作業をさせ

る、これも考えればできない話ではないけれども、そこを特別な仕事として町の中に置く

というのは、今はまだ少し判断しかねる部分でございます。これからもハンターの養成に

関する協力ですとか、それから資格を取るためにまだ費用がかかったり、いろんなことが

あろうかと思いますけれども、そういった面も含めまして協力できる部分を探しながら、

今少しずつハンターも増えてきているようでございますので、その方々が早く一人前にな

って対応できるような、そういった応援もしていきたいと、そういうふうに考えます。 

 以上です。 

〇議長（野村 洋君） 再々質問。 

〇15番（宮本秀逸君） これは、町長、道新に出ましたので、ごらんになったと思います

けれども、このとき私も行かしてもらったのです。そして、たまたま私道新に電話かけて、

来ていただいてやってもらったのですけれども、私もこういうことがありました。うちか

ら出て、右左車来ないかと思ってうちから出ようと確認したところ、10メートルぐらいの

ところに熊立っていたのです。昼間です。これから桑の実を食うぞという、真っすぐ立っ

ていますから、こうやって。そういう状況なのです。いろんな資料にも出ていますけれど

も、本当に人を恐れない熊になってきていると。人のところに平気で出てくると。これは

口ではこう言いますけれども、びっくりしますから、本当に。そこに熊立っていましたら、

明るいときに。暗いときに恐らく通過するのなら、ああ、そうだろうなみたいに思います

けれども、私もいきなりおりて、石ぶつけようと思ってどなったら逃げていきましたから、

そのときは成功しましたけれども、逆襲に遭うかどうかわかりません。そういう事故が今

まで30年、40年の間に130件以上北海道ではあるそうなのですが、返り討ちを食らうとか、

返り討ちというのでしょうか、逆襲に遭うみたいな事故で結構亡くなられる方もいらっし

ゃるみたいなのです。本当に大変なことなのです。そして、今申し上げましたように人な

れしてきて、平気で来るということなのです。そして、クラクション鳴らしてもなかなか
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逃げないという横着な熊まで出てきているのです。時代が大きく変わってきていると私は

思うのです。昔は夜しかほとんど来ませんでしたから。今は、昼間平気でこうやって出て

くるのです。７月、私のところ、畑のどこかに熊が出ない日は一日もないのです。毎日来

ました。そこは足跡消しますから確実にわかるのです。それぐらい頻繁に来たのです。私

のために言っているのではありません、これは町長、誤解なさらないで。というぐらいに

頻繁なのです。そして、荒らし方も非常にずうずうしくなってきているというか、そうい

う状況が実はうかがわれます。 

 そして、非常に私が問題だと思いますのは、先ほど町長個体数の話をされましたけれど

も、この資料を見ますと渡島半島の熊の数が1,700プラ・マイの900となっているのです。

それぐらい把握できていないのです。北海道でも１万頭プラ・マイの何千頭という数字が

出ていると思うのですけれども、それぐらいもちろん誰にも熊の個体数はわからないとい

う状況になっている中で、今私が申し上げましたようないつ誰に何が降りかかってくるか

わからないということは、仕事を持っている方は例えば農家でももちろん仕事をやってい

らっしゃる方がいっぱいいらっしゃいますし、うちにいらっしゃらない人だって当然いま

すので、やはり直に駆けつけてくれるような人をつくっておかないと、必ず人身事故につ

ながる場面が出てくるのではないかと、そういう危惧が実はあるのです、どなたかの。山

菜とりに入った人。山菜とりで熊に遭遇して亡くなったという方は、全部亡くなった方の

二十数％、２割以上は山菜とりです、統計上では。そんなときに農家の人が、あるいは別

な仕事を持っていらっしゃる方に電話かけてすぐ来ていただけるかというと、なかなかそ

うもいかないという場面が出てくると思いますので、本当にしつこいようですけれども、

私は町の専門職員さんを養成していくというのは大事な視点だと思いますので、ぜひこれ

は、町長のおっしゃることも当然理解できないわけではありませんが、とにかくすぐ対応

できる人をどうやってつくっていくかということだと思います。現実に熊やれる方は、こ

こにも最初書きましたけれども、高齢者の方ばかりです。ここ何年かでその方々は実際に

銃を放さざるを得ない状況になってまいりますので、そしたら誰が熊をやるのですかとい

う話です。決して私は熊を悪人にしようとは思いません。やっぱり保護も大事だと思いま

すし、人間の側で気をつけなければならないという、さっきの電気牧柵もひっくるめて、

そういう状況も大事だと思いますけれども、それと同時に、同時あるいはそれ以上に緊急

に駆けつけていただける体制を今つくっておかないと、世界一のヒグマの産地だと渡島半

島は言われるわけですから、対応していかなければ…… 

〇議長（野村 洋君） 宮本議員、まとめてください。 

〇15番（宮本秀逸君） 以上です。そこら辺でもう一回、町長、確認お願いします。 

〇町長（梶谷惠造君） お答えします。 

 ヒグマの個体数の増による、さらに畑ですとか農作物を電気牧柵でどんどん囲っていく

ことによるヒグマそのものが町の中や人里にどんどんおりてくるそういう危険な状態は、

昨年の秋に森町も市街地でヒグマの足跡が発見されたということから、私も見過ごせるこ
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とではないな、そういうふうに感じております。そういった中で、町だけではなくて、警

察署もあるわけです。道警、森署、それからもちろん農協にも当然農業者を守る義務もあ

ると思います。そういったところといろんな関係団体にきちんと一人だけではないやっぱ

りいろんな箇所に複数名いれば万が一緊急時にはすぐ出動できる体制もとれると思います

ので、これは我が町だけの問題ではなく、渡島全体の檜山のほうも含めての問題です。渡

島町村会としても、これは一昨年ですか、話をまとめて、渡島振興局のほうに要請してき

たところです。これは諦めないで、もっとそれも強くくくりわなについても求めていく。

それから、個体数の把握と減少についても要請していく。さらに、ハンターの養成につき

ましても私どもも含めまして全体で考えていきたいと思います。 

 以上、これからも事故の起きる前、そしてハンターが当然高齢者の方が多いですから、

その方々がリタイアする前に何とかできるように取り組んでまいりたいと思います。 

 以上です。 

〇議長（野村 洋君） 獣害対策についてを終わります。 

 以上で議席15番、宮本秀逸君の質問は終わりました。 

 次に、７、さわら幼稚園について、議席11番、木村俊広君の質問を行います。 

〇11番（木村俊広君） 通告に従いまして、質問をさせていただきます。 

 森町が運営する幼稚園や保育所施設の老朽化に伴い、施設の新築工事の計画を進めてお

ります。これまで町長とは、町議会や全員協議会などでも延長保育、未満児の受け入れ、

預かり保育、子育て支援センターなど多くの意見交換をしてきましたが、最終的な答えは

老朽化した施設では満足のいく結果は得られないので、新たに施設を建てた暁にはこれら

のことも実現したいとのお話でした。その最初の計画がさわら幼稚園となったわけですが、

この計画が単にさわら幼稚園だけの問題にとどまらず、今後の町全体の子育てについての

方向性や町財政にも大きく影響する問題であると考えられますので、町長にお聞きします。

４点お聞きします。 

 １、これまでの経緯、経過からすれば、新施設での子育てに対する町長の考え方は変わ

りなく、延長保育、未満児の受け入れ、預かり保育、子育て支援センターなどに対応した

形で進めていくものと思いますが、改めて町長のお考えをお聞かせください。 

 ２つ目、延長保育、未満児の受け入れ、預かり保育、子育て支援センターなどを実行す

ることになれば、大変多くの職員の確保が急務となります。これまでは保育所職員の新規

採用は、臨時採用に限定して採用しておりましたが、臨時職員待遇では勤める方がなかな

か見つからないと聞いておりました。また、ある町では施設の全員が正職員という町もあ

ります。対応についての町長のお考えをお聞かせください。 

 ３つ目、町長初当選時の公約、３事業民営化白紙ということでありましたが、あれから

時も過ぎ、現在町長も２期目のかじ取りを行っております。今回この計画についてこれま

での継続ということではなく、新たな第一歩として公設民営化などの選択肢について町長

のお考えをお聞かせください。 
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 ４点目、現在計画中のさわら幼稚園の規模などはまだはっきりしたものは見えてきませ

んが、町が発注するこのビッグプロジェクトを町内業者が工事をきっちりと行うことがで

きる発注の仕方を検討していただきたい。松前町の中学校建設では、工夫を凝らし、オー

ル松前で建設工事を行ったと聞いております。森町でもそのようなことができないものか

と思いますが、町長のお考えをお聞かせください。 

 以上、よろしくお願いします。 

〇町長（梶谷惠造君） 答弁の前に説明の時間をおかりします。 

 さわら幼稚園整備計画につきましては、昨年策定しました基本構想をもとに、幼保連携

型である認定こども園が望ましい施設であると判断し、今日まで関係機関との協議を進め

てまいりました。議員の皆様方とともに先行事例のある他町への視察にも同行いたしまし

たので、ご理解いただけることと推察いたしますが、非常に多くの職員の確保が必要にな

ることが研修を通じても確認されたところです。昨年４月より森町では、新しい子育て支

援策に取り組む中において保育士の確保が課題となり、現在においても臨時職員の募集に

対し応募者が得られず、職員確保に苦慮している状況です。また、正職員として募集した

場合には、既存の保育所、幼稚園からの職員流出も考えられ、現状の運営に支障を来す状

況も考えられます。多くの課題を総合的に勘案し、さわら幼稚園整備計画につきましては、

認定こども園の構想から現状の幼稚園整備に変更することが最善であると判断いたしまし

た。議員の皆様方に対する詳しい説明につきましては、９月４日予定されております全員

協議会で説明させていただきます。できれば９月会議の前に全員協議会を開催し、一般質

問への影響を避けるべきところでしたが、準備等の都合により質問とのすれ違いになりま

したことをおわびいたします。 

 また、以上のようなことから、質問内容に対する答弁が著しく乖離することにご理解を

お願いいたします。さらに、幼稚園に関しては、教育長からの答弁が本来でありますが、

私から答えますこともご了解いただきたいと思います。 

 改めまして質問にお答えします。１点目ですが、さわら幼稚園としての整備になります

ので、これまでどおり早朝保育、預かり保育、延長保育の継続となります。子育て支援セ

ンターにつきましては、さわら幼稚園には併設しませんが、今後町立保育所の整備時に検

討してまいりたいと考えております。 

 ２点目につきましては、先ほど説明しましたように現状のさわら幼稚園整備に変更する

ことで解決すると考えております。 

 ３点目ですが、老朽化した１施設を整備する計画であります。民営化については、一部

のことではなく、全施設のことを通して考えなければならない重大な事案ですので、現在

も考えに変わりはありません。 

 ４点目ですが、現段階では基本設計も行っていない状態でありますので、規模、構造、

その他工事を行うための全てのことが未定です。そのようなことから、業者の選定方法や

発注方法については、設計などの業務完了後、町の条例、規則、関係法令にのっとり、競
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争性、透明性、公平性の確保に努めて適切に進めてまいります。 

 以上です。 

〇議長（野村 洋君） 再質問。 

〇11番（木村俊広君） 認定こども園に当初する、そういうお考えでしたけれども、人材

の確保が大変難しいということから、従来どおりの幼稚園の継続という、そういう形をと

りたいというお話だったかと思います。 

 これは、人材が不足するであろうというその想定は、随分前から正直な話を言って住民

生活課の方々とは十分私たまたまそういう関係もあるものですからお話をして、多分そう

いうことになるのだろうなという、そういう想定はしておりました。その中で、町単独で

これをやった場合、相当正職員といったような、そういう職員の方々の待遇も考えていか

なければならないのだろうなと。そうした場合には相当危険なものも出てくるなというふ

うには感じておりました。その中で、民営化ということも考えていくべきなのではないか

なと、私はこう思ったわけなのです。他町村では、学校法人と連携しながら、そういう運

営の仕方をしているという町もたくさんあります。その辺についても町長の思いで言って

いるものなのか、あるいはそのことについて検証を積んだ結果そういう方向にしたいとい

うことなのか、その辺も大変重要なことだなと思うのですけれども、もし町長の思いだけ

でそういったことを言っているのであれば、それはちょっと改めてもらったほうがいいな

と。改めて検討、検証していただきたいなと思うわけですけれども、それは無理やりそう

すれということではないのです、別に。でも、方向を一つ決めるときにはそういったアク

ションも必要であろうと、私はそう思うわけでございます。ぜひそうするべきであるなと

私は思うわけですけれども、検討していただきたいなと思います。 

 あと、これまでどおりの延長保育だとかそういうことはするということなのですけれど

も、ゼロ歳児、これをやるということになるとかなりの職員の数が必要であるということ

から、やらないという方向性なのでしょうけれども、ただ森の幼稚園、保育所とあるわけ

ですけれども、砂原の父兄の方々というのは弁当をつくって持たせるということに関して

抵抗というのはないのでしょうか。全ての人が幼稚園でいいというふうな、そういう感覚

は持っていないと思うのですけれども、できることであればそういったことも十分考慮し

た形の中でできれば、その負担が軽減されるということになれば朝の貴重な時間がそれだ

け有効に使えるということになるので、町のほとんどの方が朝早くから出かけてお仕事を

しているわけですから、そういう影響も多分に出てくるのだろうなと、このように考えて

おります。 

 あと、入札の件に関してなのですけれども、適正にと、法律に照らし合わせてみたいな、

条例に照らし合わせてみたいな答弁だったのですけれども、これもどういう形でよその町

でやっていたかといいますと、例えば発注規模が10億あるものであれば特Ａの業者が何社

かいなければだめですよとか、そういう要件が出てくるわけですけれども、それを細分化

することによって、多少経費と時間はかかるのでしょうけれども、そういった形で町内の
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業者が入札に参加できて、やっぱり頭をとれるかどうかというのは大きな問題だと思うの

で、大きな業者が入ってきて、いいところ頭抜かれてその中でやっていくというよりも、

しっかりとした予算の中で町内業者が取り組んでいける、そういう体制を真剣に今後考え

ていくべきだろうなと、私は本当にそう思っているのですけれども、改めてその点につい

てお伺いします。 

〇町長（梶谷惠造君） お答えします。 

 認定こども園から幼稚園に変更したということでは、まず改めましておわび申し上げた

いと、そのように思います。ただ、当初若干の職員の増加については掌握はしておったの

ですが、今回の視察をした案で本当にこれほど必要なのかと。しかも、再計算してみたと

ころ、非常に大きな木村議員も心配されていたような負担が生じるということが判明いた

しましたので、それにつきましては４日の全員協議会の中でいろんなご意見もあろうかと、

そのように思いますので、お答えさせていただきたいと、そのように思います。 

 ただ、民営化についてなのですけれども、その１カ所だけについて民営化を図るという

のは、少し拙速なのかなというふうに思います。そこだけやって、では続けてすぐ次の段

階、次の場所、そういうふうにやっていければ、それはトータルとして全体を考えて進む

ことになるのですが、そうではなくて今回はまず今本当に老朽化している施設を改善する

ために考え出したことでありまして、森地域全体の幼稚園、保育所、それから委託してい

るほかの個人的な施設も含めまして、これは考えていかなければならないことだと、そう

いうふうに思います。そういったときには、財源、それからそれに進んでいくための計画、

それから今現在職員としてそこに携わっているその方々の身分や今後どうするのかと、そ

ういうことまで全て掌握した上で進んでいかなければならないので、そんな１施設を直し

た時点で考えるというのはちょっと早いのかなと、そういうふうに思います。いつかそち

らのほうが非常に町の子供たちにとって有利で、そしていろんなプラスになることが考え

られると、そういったときには再度施設全体の変更も含めた、そういうトータルの中で考

えていくべきだろうなと、そういうふうに私は思っております。 

 そしてまた、新しい幼稚園に対しての次のところの少し答弁になるわけですが、やはり

新しくなった時点で、ただそれだけでは全然中身がお粗末なことだと、そういうふうに思

います。議員ご提案の例えば給食施設はできるのではないかと。それについても検討課題

の一つでございますので、これは４日の日にまたさらに深いところまでお聞きいただけれ

ばと思っております。 

 それと、入札、建設についてなのですけれども、議員の質問の中に書いているオール松

前という、そういうタイトルからすると、非常に地元だけというふうにちょっと勘違いさ

れるような表現なのですが、実際にはそういうことにはなっておりません。あくまでも入

札事項に関しては公平、公正で、ここの業者だけに仕事をとらせるような、そういった執

行の仕方というのはできない状況になっています。ただし、地元にも非常に優秀な企業が

おります。この方々が切磋琢磨して、それから企業努力されて入札に参加される、これに
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対しては間違いなくできるような形をとって進めていきたいと、そういうふうに考えてお

ります。 

 以上です。 

〇議長（野村 洋君） 再々。 

〇11番（木村俊広君） 詳しいことは、４日の全員協議会でということなのですけれども、

この入札方法等々に関しましては、できる限り骨を折っていただきたいなと思います。 

 それで、幼稚園だとか保育所のことにつきましては、以前民生文教常任委員会の中でも

いろいろお話をしてきたわけですけれども、片野前副町長の発言の中で、究極は森地区、

砂原地区それぞれ１施設、そういう方向で考えているということでした。であれば、へき

地だとかそういうところは除いて究極２つなのだよ、２施設なのだよいうことであれば、

今仮にさわら幼稚園で思った以上の経費がかかるなということが想定できたとしても、ト

ータルで考えたときにはどうなのだろうかなと。その辺もちょっとわからないのだけれど

も、考えられるのかなと。もしこれが例えば砂原でなくて先に森をやったと仮定した場合

には、それなりの施設を集約しながら進めていくということになれば、それぞれの施設に

いた職員が１つの施設にまとまるわけですから、意外とどうにかなるのかなというような

想定もされるものですから、今ここでこの幼児教育全体をしぼませてしまうような、そう

いう考え持つ必要あるのかどうなのかという部分もちょっと懸念したものですから、その

辺の将来的なことも４日には多分お話あると思うのですけれども、その辺もひっくるめた

中で再度答弁いただければありがたいなと思います。 

〇町長（梶谷惠造君） お答えいたします。 

 ただいまご質問の中にもありましたけれども、２カ所等という、どこかでそういう声も

あったようなのですが、限っておりません。また、町の形態も最近は赤井川方面にもどん

どん企業の進出やこれから将来に向けて発展していくような兆しもございますので、今現

在の状態のまま考えるのか、当然将来のことも含めて検討するのかということで、これは

まだまだ保護者や我々だけでは考えられない部分がございますので、そう決めつけられな

いで、もっと柔軟にいければいいなと、そういうふうに思います。そういったことから、

本当に全てを１カ所に集約して、そして大きな事業として１カ所で町内の子供たちを全て

やるというのであれば、それは当初の計画の認定こども園一回で済む可能性があるのです

けれども、そうはなかなか難しい状況が、施設もあるし、子供たちもほかのところとは違

って結構多いです。そういった関係から、これを無理やりそういうふうにするということ

ではなく、一応今回はそういうふうにさわら幼稚園の整備ということで進めたいと思って

ございます。何回も何回も申し上げて申しわけありませんけれども、４日に日に詳しいこ

とを申し上げさせていただきながら、そして最終的な建設にかかわる部分ですけれども、

これはあくまでまだ形ができておりませんから、今後のそういった方針、希望については

できればかなうようなというか、参加できる、そしてみんなが納得できるような形で進め

ていければ大変ありがたいなと、そういうふうに思っております。 
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 この点につきましては、ちょっと中途半端なご質問に対するお答えになってしまって申

しわけございません。改めておわび申し上げながら、答弁とさせていただきます。 

 以上です。 

〇議長（野村 洋君） さわら幼稚園についてを終わります。 

 以上で議席11番、木村俊広君の質問は終わりました。 

 ２時25分まで休憩いたします。 

 

休憩 午後 ２時０９分 

再開 午後 ２時２５分 

 

〇議長（野村 洋君） 休憩前に続き会議を再開いたします。 

 次に、８、子ども・子育て支援課の設置について、議席９番、小杉久美子君の質問を行

います。 

〇９番（小杉久美子君） それでは、子ども・子育て支援課の設置についてを質問させて

いただきます。 

 平成27年４月、子ども・子育て支援新制度がスタートしました。森町でも本計画の実現

に向け、質の高い教育、保育及び地域子ども・子育て支援事業を提供するため、子ども・

子育て支援事業計画が策定されたところです。現在森町では、子供にかかわる関係課が住

民生活課、保健福祉課、そして学校教育課、社会教育課と４課に分かれ事業が進められて

おり、町民からもわかりづらいとの声も時々聞かれることがあります。この計画を進める

に当たり、関係各課との綿密な連携を図ることが重要とされており、また子ども・子育て

支援制度の効率的な推進を図るため、円滑な事務の実施が可能な体制を整備しますとある

ことから、子供にかかわる課、これらを一つにまとめることで町民にとってもわかりやす

く、事業を計画する上でも効率よく進めることができると考えます。今後の子ども・子育

て支援計画をさらに推進するためにも、子供にかかわる全てのことが１つの課で企画、執

行できる子ども・子育て支援課を新たに設けてはどうか、町長の所見を伺います。よろし

くお願いいたします。 

〇町長（梶谷惠造君） お答えします。 

 森町の子育て支援につきましては、まちづくりの重要施策の一つとして、関係する各課

においても精力的に取り組んでおります。現在住民生活課では、各保育所の運営を初め、

支給認定事務や学童保育並びに児童館や児童手当など、さらにひとり親世帯支援や児童虐

待窓口などの子育て支援策を担当しております。支援認定事務につきましては、所管する

保育所とあわせて学校教育課と連携し、幼稚園利用者にも対応しているところです。子育

て支援は、制度も多岐にわたるため、各課がいろいろな分野で広範囲にかかわり、複雑化

しており、幼児保育の環境整備とともに集約についても課題とされてきたところです。 

 さて、子供にかかわる全てのことが１つの課で取り扱えるようにとの提案ですが、関係



 - 40 - 

課で協議を進め、現状の体制の中で極力利便性の高い課の新設を検討してまいりたいと考

えております。ただし、制度上分離することが非常に難しい部署も存在しますので、その

ような点についてはご理解いただきたいと思います。 

 以上です。 

〇議長（野村 洋君） 再質問ありますか。 

〇９番（小杉久美子君） なぜこういう質問をするかというと、実は子供課、ネーミング

はいろいろあるのですけれども、前にも一度、随分前なのですけれども、子供に関する課

ということで一つにまとめれないかということで質問させていただいたことがございま

す。それという理由がもう十数年前にもなりますが、当時保育園の年長児を持つお母さん

から相談を受けまして、学童保育がないので、自分が働いている。小学校１年生に入ると

子供が早く帰ってきて、子供を預ける場所がないため、自分は仕事ができなくなる。その

仕事ができなくなるということが自分の生活にもかかわるということで、学童保育の要望

があったのです。そのことを質問事項にさせていただいたときに、その当時の答弁は子供

のことだから学校教育課ではないか、いやいや、学校から一歩出たらこれは社会教育課が

担当するべきではないか、あるいはまた児童に関することは住民生活課だなどと、そうい

うふうな当時お互いに部署を敬遠していた。そういう結果、当時相談を受けていた年長児

であったお子さんが中学校を卒業する年に学童保育ができ上がったという過去がありま

す。 

 この計画の中に森町では、ただいま町長の答弁もございましたけれども、各課との連携

が重要、これはこの計画の中にもうたわれております。子育てしやすい町にするため重要

ということをうたっているのですけれども、まず１点目、どのようなこれから連携をつく

っていくのか、まずそこをひとつお聞かせいただきたいと思います。 

 それから、もう一つですけれども、子ども・子育て事業計画に伴う、このとき平成26年

３月だと思うのですけれども、アンケート調査をしているのです。親と子がいつでも集え

る場がないと要望欄にたしかあったと思うのですけれども、町でも先ほどの答弁ではあり

ませんけれども、子育て支援センターの件も出ておりました。この子育て支援センターと

いうのは、保育園、１歳10カ月から今保育園は入園できますけれども、生まれてからそれ

までの区間の親子等の支援がちょっと滞っているのです。子育て支援というのは、やはり

生まれてから最低でも小学校３年生までは何らかの支援が必要ということだと私は思って

いるのですけれども、まだ保育園には預けたくない、自分の手で育てたい。ところが、実

態は隣近所には子育てしている家庭も少なく、孤立化する状況が多々見受けられると思い

ます。そのような家庭に手を差し伸べてあげる、そういう支援が必要で、それが結局子育

て支援センター、そういう場所があれば親子でいつでも集える、そういう場所が必要だと

子育てしている親の声もございましたし、私自身もそのようにずっと前から思っておりま

した。結局先ほどの同僚議員の説明では、保育所の整備のときに子育て支援センターも考

えたいという町長の答弁ございましたけれども、結局そういうことも全てどこで担当する
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のかわかりませんけれども、重要となる各課との連係プレー、それをどのように強化され

ていくのか、そこのところもご答弁願いたいと思います。 

〇町長（梶谷惠造君） お答えします。 

 どのような連携をした課を設置する予定かということでありますけれども、議員４つの

課を提案しておりましたけれども、子育て、それから子供にかかわることというのはまだ

まだ広くありまして、８カ所、もっとあると思います。大変多岐にわたっておりますので、

先ほどの１回目の答弁でも連携にそこにどうしても子供だけの部分を分離できない、そう

いった課もあるということをこれは理解していただきたい。これは、ほかの町で窓口とし

てある課についても恐らく同じことだと、そのように思います。ただし、その課に相談し

たら、そこの課の担当者が関連するところにちゃんと連絡をとってくれて、調整を図って

くれると、そういうふうなイメージで捉えております。中身を具体的に先ほどご質問で申

し上げておったようですけれども、親と子が集える場所についても当然今は教育委員会の

ほうで何かこういう子育てのサークル的なものがあったと思いますけれども、その中から

何か団体、そういう俗に現在若妻サークル連絡協議会というものもございますし、その方

々はそれぞれにお友達をつくられて、小さな団体がまた子育ての苦労やいろんなことを情

報交換をしたりして楽しくやられていると。将来的にはそういった場所をつくるためにも

新しく設置された課の人間が取り組んでいくと、そういうふうに思っております。今現在

どことどこを一緒にするのかというご質問に対しては、まだこれから取りこぼしがないよ

うに、それからきちんと連絡体制がとれるようなことを考えてまいりますので、もう少し

春までお待ちいただければ大変ありがたいなと、そういうふうに思っております。 

 以上です。 

〇議長（野村 洋君） 再々質問。 

〇９番（小杉久美子君） 連絡体制をつくっていくと、来年の春までということで、前向

きな検討ありがとうございます。 

 先ほど町長、若妻サークルの活動を少し述べておられましたけれども、若妻サークル、

確かに子育てしているお母さん方の集まりなのですけれども、公民館を拠点にして活動し

ていると思うのですけれども、公民館というのは時間、場所、時間と日にちを設定して予

約をしなければ使えないのです。子育てセンターとは全く機能が違います。子育て支援セ

ンターというのは、いつでも子供を連れて誰もが行ける、そういう開放された場所であり

ますので、それとはちょっと違うのかなと思っております。 

 先般７月、行政視察として上士幌町へ視察させていただくことができました。上士幌町

では、認定こども園に向けて子ども課というのを３年がかりで立ち上げたと、そういうよ

うなお話をされておりました。これだけ子供にかかわる関係課が一つにまとまるというの

は、本当に私も大変なことなのだなというのは承知しているところではございますけれど

も、本当に連携です。お互いにこれは違う、これはそっちの課だとかということではなく、

子育て支援という一つのトータル的なサポートができる体制、それはやはりただ関係部局
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がかかわっているという表向きだけではなく、きちっとそこに連携し合える担当者を置く

とか、そういう体制づくり、町長先ほどの答弁で連絡体制つくるとはおっしゃって、そう

いうことかなとは思うのですけれども、まだまだ他町と比べて子育て支援事業おくれをと

っている部分が私はまだあると思うのです。例えば今例に挙げました子育て支援センター

一つをとってみましても、渡島管内、森町を含め３町なのです、まだ設置されていないの

が。２市９町のうち２市６町にはもう既に設置されて、子育て支援事業が行われていると

いうことで、またそれだけではなく図書館整備もそうです。小さいお子さんが図書館に行

って、そこで自由に子供の目線で本を選んだりできる、まだそういう体制もできていない。

町長は、常日ごろ子育て支援に力を入れてくださいまして、切れ目のない子育て支援をし

たいとおっしゃっていますけれども、まだまだ支援が必要な部分もありますので、今後子

育て支援のトータルしたもので各課と連携体制を図って子育て支援、そういう事業に一歩

でも近づけるようにして、その課題解決に向けて検討すべきだと思いますけれども、再度

町長の前向きな考えお聞かせ願います。 

〇町長（梶谷惠造君） お答えします。 

 新しい課、できればそこにいる方が全ての子育て支援にかかわる業務に精通していると

いうことが、全てそこでできればいいのですけれども、そこでできるようにするためには

やっぱりそれなりに時間といろいろな計画性を持っていかないと、来年の春ということに

は間に合わないと私は思います。ですから、少なくとも今それぞれの課でいろいろと細か

く分かれている事業に対してきちんと連絡をとって、それをまとめ上げてくれる、そうい

う課であればまずいいのかなと私は思っております。そういう中で、子育て支援をするた

めの場所の確保、できれば当初考えていた認定こども園ということが実現すればそこに確

保はできたのかもしれませんけれども、先ほどの同僚の答弁にも申し上げましたように、

そこについてはちょっと変更させていただきましたので、ただし全く空き場所がないかと

いうとそうでもない。町内に有効に活用できる場所もまだあるのかなというふうに思いま

す。そういったところを掘り起こすというか、探して歩く。そして、ちゃんと提供できる

体制をとる。それもそこの担当課の仕事なのかなというふうに思っております。一回で全

て満足できるような、そういう体制というのはちょっととれないのかもしれません。皆さ

ん子育てされている方々の声も吸い上げていきながら、新しい課に向けて取り組んでいき

たいと、そういうふうに思います。 

 以上です。 

〇議長（野村 洋君） 子ども・子育て支援課の設置についての質問は終わりました。 

 以上で議席９番、小杉久美子君の質問は終わりました。 

 次に、９、内部統制制度の導入について、議席14番、松田兼宗君の質問を行います。 

〇14番（松田兼宗君） それでは、質問させていただきます。 

 内部統制制度の導入についてということで質問いたします。６月９日、地方自治法等の

一部を改正する法律が成立し、その中で地方公共団体等において内部統制の制度化が図ら
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れることとなりました。それは2020年４月１日施行期日になっていますが、そしてそれは

内部統制に関する方針の作成に関して都道府県知事及び指定都市の市長は内部方針を定

め、これに基づき必要な体制を整備することが義務づけられる一方、それ以外の市町村長

においては努力義務とされています。いずれの場合においても方針を策定した長は、毎会

計年度内部統制評価報告書を策定し、議会に提出しなければならないことになります。 

 内部統制は、不正や業務上のミスの発生を防ぐために構築する仕組みであり、組織を安

定的に運営することに寄与するとされ、担当者個人をミスの発生などから守るという意味

を持ち、今回の自治法改正により首長が内部統制制度を構築することによって職員による

不正が起きた場合に首長の責任を緩和するということも意図されております。 

 人口減少社会における地方自治体は、行政サービスを支える制度の複雑化や行財政改革

による職員の削減等により、その事務の不適切な処理のリスクを拡大する傾向にあります。

また、地方公共団体が今後行財政改革や地方分権改革を円滑に進めるには住民の信頼がそ

の基礎になりますが、近年公務員の不祥事や不適切な事務執行の続発により、行政への信

頼が大きく揺らいでいるのが実情です。この森町も例外ではありません。このため職員の

意識を変革し、森町を取り巻くさまざまなリスクに対し、自律的に対応可能な体制を整備

することにより組織マネジメントを抜本的に改革し、信頼される地方公共団体を目指すと

いうことが重要な課題であることから、内部統制制度の導入を図る必要があると考えます

が、いかがでしょうか。 

〇町長（梶谷惠造君） お答えします。 

 都道府県知事及び指定都市以外の市町村における内部統制体制の導入は努力義務とさ

れ、各市町村においても地域の実情に応じて今後導入が検討されていくものと思われます。

少子高齢化が進む人口減少社会において近年の情報化の発展に伴い事務の効率化が進み、

制度の複雑化や広範な事務による行政サービス低下が懸念される中、今後におきましても

職員一人一人の業務負担は増加していくものと私も考えております。 

 内部統制に関して当町におきましては明確な取り決めはありませんが、今後関係省庁な

どから先行事例や都道府県、指定都市の取り組みなど導入に向けた支援として情報提供や

技術的助言があるものと思われます。今回の制度化に伴い、各自治体においてもさまざま

な動きがあると思われ、当町におきましても現行の体制の見直しも含め、必要に応じて対

策を検討してまいりたいと考えております。今後も適正な事務処理ができる体制整備に取

り組み、町民の皆様の多様なニーズに応えることができるよう指導してまいります。 

 以上です。 

〇議長（野村 洋君） 再質問ありますか。 

〇14番（松田兼宗君） なかなか内部統制という言葉自体が把握されていないのかなと思

いますけれども、そんな中で今回自治法の改正の中でそれが取り入れられるわけです。そ

れは、具体的な話をしなければならないのかなと思いますけれども、例えば今日の話の中

でもほかの同僚の議員の質問の町長のやりとりの中でも関係あるのだなと思いながら改め
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て思っている部分もあるのですが、さらに森町において職員の不祥事が多々過去に起きて

います。そして、具体的に言いますと、先般の総務経済の委員会の道路管理の問題で話を

しました。そのときに具体的な話をして、だから何でそういうことが起きるのか、その話

耳にしているかどうかわからないですが、なぜ起きるのかと分析しないのです。今回のこ

の内部統制制度というのは、それを利用するとそういうのがそこまでいくのかなというふ

うに思っています。結局個々の事例に対して、副町長のそのときの答弁では不手際があっ

たら言ってくれという話なのですが、そういう問題ではないのです。何かそういう問題が

起きたら、具体的に何が原因で、今後どうやって組織なり、それぞれのマニュアルをつく

ったりしながら仕事の仕方を変えていかなければならないということなのです。それをな

くしてまた同じことを繰り返すのです。 

 それは、例えば今回の身近な問題というと、最近起こった事例があります。環境課のご

みの袋の問題が、これはどの程度知られているかわからないですが、その問題にしても対

応の仕方がそれを見ているとどうも不手際というか、目線が町民側に立っていないという

か、要するに袋の不良品ができて、その部分の回収の仕方の問題もあるのですが、その辺

のマニュアル化が、町民がどれだけそのような袋があったら困るのか、民間だとそういう

のは考えられないわけです。すぐ自主回収して、すぐ交換していくという体制に入るのに

もかかわらず、そういうことをやらなかったという部分が非常に具体的な部分では身近で

はそういうことが起きています。そういうことを改善していく部分としては、この内部統

制制度というのを利用するのが最も、組織マネジメントという話ししますけれども、その

辺が有効であると私は思っています。特に行政というのは間違いを起こさないという、よ

く言われるのが行政無謬神話とか伝説みたいのがあって、間違いがあったら認めない傾向

があるのです、行政というのは。そうではなくて、今後町民の信頼をかち取る上では、そ

ういうことがあったら変える方法、同じことを繰り返さないためです。それは、職員の数

が少なくなっているのですから、その分をマニュアル化するなり、きちっとそのやり方と

いうものを系統立てたものをつくり上げていく中で、そういうのがなくなってくると思う

わけです。その手法が今回の内部統制制度なわけだと私は理解しています。 

 だから、確かに自治法の中では市町村では努力義務としてなっています。だけれども、

今後のやり方としては、具体的にどうマニュアル化するか非常に難しい面もあるのですが、

その都度問題が発生したときにリスク対策、危機管理の問題の部分になってくるだろうと

思いますけれども、そういう部分のノウハウを勉強しながらやっていったほうが私はいい

のではないかと思います。先ほど言いましたように認定こども園の問題にしても普通は考

えられない話なわけです。それは町長の責任なわけです。ただ、それをどうやって仕事を

職員にさせていくのかという手法がこの内部統制の中には入っているのだと私は思うわけ

ですけれども、その辺再度どの程度職員が内部統制制度なり、組織マネジメントというか、

その辺の理解しているのかということは疑問なところもあるのですが、今後勉強していく

という考えがあるのかをまず再質問したいと思います。 
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〇町長（梶谷惠造君） お答えいたします。 

 この内部統制制度の導入についてですけれども、私正直必要性をそんなに感じておりま

せん。現行の体制でも十分内部統制行き渡っているし、万が一問題が起きたときに、先ほ

ど議員は役場に教えてほしいと言われたけれども、それはやっぱり役場みずからがやるの

が当たり前だと。それはそうなのかもしれませんけれども、人というのは最初から就業し

てすぐ一人前になるわけではございませんので、何か不手際があったときにはみんなでそ

こをフォローしてあげたり、それから悪いところは修正してあげなければならないと、私

はそういうふうに思っております。それぞれ担当課では努力して、職員を一人前にするの

にいろいろ指導したり、教えたり、また課の異動、それから人事異動だとかでほかの課に

行ったりして、また違う方から、複数の方々から指導を受けて、だんだん本当の行政マン

として一人前になるように育っていくわけですけれども、そういうことに対してみんなで

協力いただければ、やっぱり行政マンとしてはきちんとした形で現行の制度で十分対応で

きるなと、そういうふうに私は思う次第でございます。それについてご満足はいただけな

いのかなとは思うのですけれども、人間って間違う動物ですから、間違いを犯したらそこ

では次のステップに進むことはできないし、当然上からも指導される。そして、いろんな

体制の中では懲罰委員会等もある。そういったことで、人をつくっていくことが一番大事

なことかなと、そういうふうに思っております。私は、こういう制度をつくるのが大事で、

その制度をつくるのに労力をかけるぐらいだったら、ほかの仕事に力を回したほうがいい

のかなと、そういうふうに思う次第です。他の自治体でもこれを取り入れたりしていくの

であれば、全く考えないということにはならないのかなとも思いますけれども、努力義務

としてあるわけですから、それについてこの制度についてはそういう捉え方として進めて

いきたいと考えております。 

 以上です。 

〇議長（野村 洋君） 再々質問。 

〇14番（松田兼宗君） 要するにやる気、やる必要がないのだという話、最終的にはそう

いうことなのだなと思いながら聞いていましたけれども、実際問題として過去にいろんな

不祥事というのが起きているわけです。では、その後に綱紀粛正なり、何とかと言ってい

ながら、実際何をやってきたのですか。だから、先ほど私言いましたように行政というの

は間違いを犯さないものだというふうに町民自体本当は思っているわけです。だけれども、

実際問題としては、税金を多くもらったり、少なくもらったり、そういうささいなことで

はないとは思いますけれども、そういう間違いが起きてくるわけです。だから、そういう

間違いを犯さない手法としてあるのです。それをやらない。さらに、その責任というのは

やっぱり町長なのです。そして、職員の数が減っている中で、この方法というのはよく言

うのは火事を消す話ではないのです、起きたら。火事を消す仕方のための方策というのを

考えることなのです。それが末端の職員の仕事ではなくて、幹部の職員の仕事なわけです。

そして、最終的に人手がいないから現場も見れない状態になっているわけでしょう、現実
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的に。私はそう思っているのです。少ない中で仕事をやっているわけですから。では、そ

れをどうやって仕事の内容でやっていく方法なり、手法をつくっていくのですかという話

なのです。今後今回の地方自治法の改正の中でますます先ほど町長言いましたようにいろ

んなところでこの内部統制の問題に関しては、語られる部分が多く出てくる場面が多々あ

ると思います。でも、その辺の中で少しでも勉強する気もないのかなというふうに思った

のですが、その辺最後に聞きたいのと、最初に言いましたように過去にいろんな不祥事が

起きて、具体的に懲罰委員会なり、そういう罰則与えて、それで終わりなのですかと。な

ぜ起きたかという分析はしないのですかという話なのです。それを起こさない方法を考え

るのが内部統制なのですと私は理解している。いかがでしょうか。 

〇町長（梶谷惠造君） お答えします。 

 過去にはいろいろな役場職員の不祥事もございました。ただ、その後一応フォローアッ

プされていることと、そういうふうに思っております。また、処分されている人間もおり

ますし、いろいろな懲罰として与えられている方々もおります。その後、当然それを再発

防止するためにもう一度見直すわけですけれども、今現在ここ当分の間出ていないからい

いということではないのですが、常に私も目を届くようにしております。 

 もともとこの内部統制制度、ちょっと内容を見てみますと本当に都道府県単位ですとか

大規模な市、都市、そういうところで目が届かないだけの人材がいると、人がいると、そ

ういうところをきちんと責任の明確化を図るために今こういう制度をつくろうという、そ

ういうことだと私は理解しております。 

 これは、2008年、平成20年ころに一般的に皆さん覚えていると思いますけれども、冷凍

ギョーザ事件だとか粉ミルク事件だとか、そういうものが民間の中で大規模なとんでもな

い事件が起きて、これをきちんとどこでそういうことになったのか責任の明確化を確認す

るためにＩＳＯ、世界標準のそういう手法、品質衛生管理ですか、9001番や16000番の品質

管理を民間の会社で取り入れたのがまず最初だと思っております。これは……番号はちょ

っとそしたら間違っているかもしれません。これを役所でも町で取り入れているところも

あります。これは、恐らくこの内部統制制度の先駆けだと私は思っています。どこでどう

いうふうにしてきちんと記録を、それからマニュアルもありながら、記録をとりながら、

最終的にミスが出たのはどういうことからだと、それを出ないようにするのには今後こう

いうふうにしたほうがいいという、そういうために取り入れたものですけれども、そのプ

ロセスの適否を判断すると、そういったことでとられた。それを名前を変えて、今内部統

制制度と役所に取り入れただけの話だと私は思っています。こういうものを一々つくって、

そしてさらにそれに対応する事務も増えるのです、これは全部。わざわざ今職員の手が少

なくなって、事務量が多くなって、そちらのほうに向けなければならないときに余計なこ

ういうものは私は前向きにやろうとは思っていません。 

 以上です。 

〇議長（野村 洋君） 内部統制制度の導入についての質問は終わりました。 
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 以上で議席14番、松田兼宗君の質問は終わりました。 

 次に、10、自然環境の保護について、議席７番、河野文彦君の質問を行います。 

〇７番（河野文彦君） 通告に従いまして、質問させていただきます。 

 自然環境の保護についてでございます。今年７月に上川総合振興局の東川町にて行政視

察をさせていただきました。北海道内で唯一上水道が存在しない自治体であり、東川町の

住民は、大雪山連峰の大自然が蓄えた雪解け水を大地の恵みとして生活水、農業用水、食

品工場などの工業水と幅広く活用しており、町の産業と人々の暮らしを支えていました。

近年では、大自然と共生する町として評価が急上昇し、道内外からの移住者、観光客が増

加していると伺いましたが、町では上質な地下水を守るためにさまざまな取り組みがされ

ており、条例の中でも地下水の保全と適正採取について明確に記載されていました。 

 豊かな自然で育てられた農林水産物を柱とした第１次産業が地域の経済を支えている森

町は、秀峰駒ケ岳と全国でも豊かな漁場として名をはせる内浦湾を臨み、大自然からの恩

恵をいただくことで地域経済が成り立っている点は、東川町と類似しています。第２次森

町総合開発振興計画基本構想においても海と緑の理想郷という将来像が掲げられており、

まちづくり方針の豊かな心、健康、産業の力、自然の豊かさ、安心、安全と全ての項目に

おいて大自然との共生が根幹であると感じております。また、町政執行方針にもあります

ように、恵まれた自然環境を最大限活用した取り組みが将来の大きな展望につながるとい

う点は私も確信しておりますが、人々の生活と経済活動は自然に負荷を与えるという現実

からも目をそらすことはできません。 

 東川町では、上質な地下水を保全するため、生活環境と公衆衛生向上のために下水道施

設が整備されており、森町においても本町処理区と赤井川処理区において公共用水域水質

保全への取り組みを行うことで都市としての健全な発達に寄与しておりますが、内浦湾で

は水質悪化を懸念する声も聞かれますので、水質汚濁防止はもとより全ての自然環境保護

はより一層の努力が必要であると考えますので、質問いたします。 

 潤い豊かな生活環境を維持するためのモニタリングの数値と傾向、その評価をお願いし

ます。 

 ２点目として、快適で衛生的な生活基盤を拡大するための新たな取り組みはあるか。 

 ２点お願いいたします。 

〇町長（梶谷惠造君） お答えします。 

 毎年北海道では、水質汚濁防止法に基づき、水質測定計画で実施した公共用水域の水質

測定結果を公表しておりますが、最新であります平成27年度の森海域の測定結果では、環

境基準（ＣＯＤ）を満足達成している状況です。過去10年のＣＯＤ値の経年変化において

は、ほぼ横ばいであり、森海域における水質汚染が進行しているとは考えにくいと思って

おります。また、森町浄化センターで処理した放流水は、法令に基づき水質検査を実施し、

センター稼働後大きな数値変動はなく、下水道法の基準値以下で管理し、尾白内川を経由

し、海域へ放流しております。下水道事業においては、これからも本町処理区並びに赤井
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川処理区の整備を推進し、使用開始区域の下水道接続率向上に努めてまいります。 

 また、新たな取り組みは現在のところ予定しておりませんが、将来的には合併浄化槽事

業等整備の検討などが必要になるのではないかと考えております。 

 以上です。 

〇議長（野村 洋君） 再質問。 

〇７番（河野文彦君） 道のほう主導で水質等のモニタリングをされて、問題なしという

ことで安心しているところですけれども、自然環境のモニタリングといいますとさまざま

な項目がある中で、森町においては重工業地帯があったりですとか、都心のような渋滞が

あったりというようなことがないので、大気だとかそういうところに対しては対策が必要

な事態にはなっていないのかなと思いますけれども、ただいま水質の部分で大きな変化は

なく、問題ないというようなご答弁だったかと思いますけれども、森には地下水で生活し

ている地域もいまだにあるというところで、生活用水となっている地下水の水質ですとか、

内浦湾も今のところは問題ないのかもしれないですけれども、先手をとって対策をしてい

くというのが重要なのではないかなというふうに思っています。 

 内浦湾でいきますと、私が小学生ぐらいのときは新川地区に海水浴場が設置されていま

した。当時たしか僕が聞いた話ですと、大腸菌が基準値以上になって、公設の海水浴場と

してはこれ以上設置できないという理由で閉鎖になったというふうに当時聞かされたよう

な気がしています。大腸菌で泳ぐこともできないような海で生産されたものというのは、

正直イメージが悪くなってしまうと思うのです。その大腸菌の理由は、正直これは僕たち

もわからない部分あるのですけれども、生活排水が海に流入しているだとか、もしそうい

うものが原因であるのであれば、やはり早急な対策が必要なのではないかなというふうに

思います。 

 そしてまた、この辺ではないのですけれども、赤潮といいますか、プランクトンの異常

発生が起きた場合も酸欠状態になって、生態系への影響がすごく大きく出ると。最悪の場

合は、回復まで何年もかかるというようなことがあるというふうに報道でもありました。 

 また、今赤井川処理区の話も出たのですけれども、大沼でも一時期水質の悪化が大変な

問題になって、さまざまな対策が行われて、以前よりは大分回復したというふうに聞いて

います。大沼の環境保全対策協議会の構成機関にも森町が大沼に流入している河川とかか

わりがあるということで加盟しているというのは、非常に大切なことだなと私も思ってい

ます。また、先ほど同僚議員の質問にもありましたけれども、森町の基幹産業である農業、

漁業が将来安定して続けられるためにも自然の環境というのは本当に重要ではないかなと

いうふうに思っています。 

 それで、再質問として、町として生活排水が河川、海に出てしまっている部分、地域も

ありますので、生活排水ですとか工場排水が影響になるというような項目を町としてモニ

タリングといいますか、調査するということは今後ないか。また、生活排水、工業排水が

今後上水道のない地域、地下水を活用している地域に影響を及ぼすようなことがないか、
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またはそういう想定はしているかという点について再質問させていただきます。 

〇議長（野村 洋君） 暫時休憩します。 

 

休憩 午後 ３時１２分 

再開 午後 ３時１４分 

 

〇議長（野村 洋君） 休憩前に続き会議を再開いたします。 

〇町長（梶谷惠造君） 再質問にお答えいたします。 

 まず、下水処理施設に大量に排水をされる工場群については、この下水処理場に直接流

し込めない、そういう工場もございます。排水量が１日50トン以上の排水をされるそうい

うところでは、海のそういう海産物を扱うとどうしても塩分が高過ぎて、下水施設に流さ

れるとちょっとこれは下水処理施設の反応が、反応というか、処理できない状況になりま

すので、そういう部分については一般排水ですか、排水させている工場も中にはございま

す。でも、そういうところについては、適正にきちんと処理されて排水されていると思い

ますし、またそういう下水処理施設のない地域について、またそこには上水道もない地域、

砂原地域についてですけれども、水産加工場たくさんございますが、そこについても排水

についてはきちんと適切な状態で排水路に放流されておりますので、地下水にそれが流れ

込んで影響が出たりということには現在のところはもありませんし、今後もないものと、

そういうふうに思っております。この点、自然の浄化作用といいますか、環境をちょっと

悪化させるというのは私も同意見で、噴火湾の海の中についても各単協との会合の点には

湾内におかしなごみを捨てるですとか、また付着物についても極力おかのほうに上げてき

て処理するようにということを意見を総会の中では申し述べさせていただいております。 

 そういった非常に範囲が広いご意見でございますけれども、まず環境の悪化につながら

ないよう、そして地下水につきましては、浅い部分については最近はそこを使っていらっ

しゃる方々が少なくなってきておりますけれども、もし水質悪化が懸念されるような場合

には町のほうで水質検査についても補助を出して、そしてその後についても手当てをでき

るようになっておりますので、これからも監視を含めながら、なるべく地下水の汚染につ

ながらないように取り組みを進めていきたいと思っております。 

 以上です。 

〇議長（野村 洋君） 再々質問。 

〇７番（河野文彦君） 今回の視察で、東川町では上水道のない町という点を逆に武器に

して、まちおこしに利用しているのかなというふうに見て、地下水もがっちりと保全に取

り組んでおりました。そういう上水道のない町、自然豊かなという部分でＰＲ、プラスの

イメージとしてＰＲできるのかなと思うのですけれども、砂原地区の話になってしまうの

ですけれども、下水道のない地域なんていったら、いいイメージなんて絶対ないと思うの

です、マイナスイメージしか。それで、下水道施設というのは、人々が生活する基本的な
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生活のインフラではないのかなと思うのです。いろいろ報道なんか見ますと、過去には、

よその地域ですけれども、食品工場で地下水を使っているところで問題が発生して大量の

商品の回収、廃棄が発生したですとか、また地下水を利用している幼稚園でＯ157が水が原

因で発生したですとか、大学だったかな、赤痢が地下水から発生した。今は水の話に偏っ

たのですけれども、そういう意味で自然環境、特に森では水の部分というのは本当に注意

して環境保護を取り組んでいかないのかなというふうに思いました。 

 それで、これ以上森町の地下水、そして内浦の海の環境を壊さないため、保護するため、

維持するためにずばり砂原地区、濁川地区もそうですし、石倉地区もそうです。下水道事

業というのは考えているか、いないかを再質問をさせていただきたい。お願いします。 

〇町長（梶谷惠造君） お答えいたします。 

 まず、今回の皆さんの視察研修、非常に収益があったのかなというふうに感じました。

行かれた東川町、当時合併前の旧砂原町と北海道内で２カ所だけ水道のない町として、当

時私も町長をさせていただいて、就任したときの同期の方が今も町長をやられております。

大変今も懇意にしていただいて、非常に先進的な取り組みをやって頑張っているなと思っ

て、私も誇りに思います。 

 また、大雪山の麓ということで、非常に山に水が雪として蓄えられる、そういう恵まれ

た環境でもあるのかなと、そういうふうに思います。そしてまた、我が町もそこに駒ケ岳

という山があるから、こういう地下水が豊富な地域でもあると、そういうふうなことも言

えるのかなと。そういう点では、先ほど来から議員がおっしゃっているように、環境を大

事にするということは非常に大切なことだと私も自覚をしてございます。 

 そして、最終的にその環境を守るために下水道施設を全地域にということなのですけれ

ども、これについてはやはり余りにも範囲が広過ぎるのと民家がいない部分、全く民家が

ない部分が多かったりしますので、一番最初に答弁をさせていただきました合併浄化槽事

業というのは１軒１軒の事業とも限らないです。例えば集落全体をそこに大型の合併処理

浄化槽を設置して、その地域の排水と汚水を浄化する、そういったことも今後将来的には

検討課題の一つになってくるのではないかなと、そういうふうに思います。そういうこと

で、これについては必要になってきた場面には取り組みも町として上下水道課のほうで検

討に入っていくと、そういうふうに思いますことを申し上げながら、再々答弁の回答とさ

せていただきます。 

 以上です。 

〇議長（野村 洋君） 自然環境の保護についての質問は終わりました。 

 以上で議席７番、河野文彦君の質問は終わりました。 

 これで日程第４の一般質問を終わります。 

 

    ◎延会の議決 

〇議長（野村 洋君） お諮りいたします。 
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 本日の会議はこれで延会したいと思います。ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声多数あり） 

〇議長（野村 洋君） 異議なしと認めます。 

 したがって、本日はこれで延会することに決定しました。 

 

    ◎延会の宣告 

〇議長（野村 洋君） 本日はこれで延会いたします。 

 次回は、９月４日午前10時開会といたします。 

 ご苦労さまでした。 

延会 午後 ３時２３分 

  



 - 52 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 以上会議の顛末を記載し、その誤りのないことを証するため、 

ここに署名する。 

 

 

  平成２９年９月１日 

 

 

      森町議会議長 

 

 

      森町議会議員 

 

 

      森町議会議員 

 



 - 53 - 

平成２９年第１回森町議会９月会議会議録 （第２日目） 

 

平成２９年９月４日（月） 

                             開議 午前１０時００分 

                             延会 午前１１時３５分 

                            場所 森町議会議事堂 

〇議事日程 

  １ 会議録署名議員の指名                           

  ２ 議長諸般報告                               

  ３ 承認第 １号 専決処分した事件の承認について               

           平成２９年度森町一般会計補正予算（第３号）         

  ４ 議案第 １号 森町過疎地域における固定資産税の課税免除に関する条例の一部 

           を改正する条例制定について                 

  ５ 議案第 ２号 北海道市町村職員退職手当組合規約の変更について       

  ６ 議案第 ３号 北海道町村議会議員公務災害補償等組合規約の変更について   

  ７ 議案第 ４号 北海道市町村総合事務組合規約の変更について         

  ８ 議案第 ５号 平成２９年度森町一般会計補正予算（第４号）         

  ９ 議案第 ６号 平成２９年度森町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）   

 １０ 議案第 ７号 平成２９年度森町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）  

 １１ 議案第 ８号 平成２９年度森町介護保険事業特別会計補正予算（第２号）   

 １２ 議案第 ９号 平成２９年度森町介護サービス事業特別会計補正予算（第２号） 

 １３ 議案第１０号 平成２９年度森町ホタテ未利用資源リサイクル事業特別会計補正 

           予算（第１号）                       

 １４ 議案第１１号 平成２９年度森町水道事業会計補正予算（第１号）       

 １５  議案第１２号 平成２９年度森町公共下水道事業会計補正予算（第１号）    

 １６ 議案第１３号 財産の取得について                     

 １７ 報告第 １号 平成２８年度森町財政健全化判断比率について         

 １８ 報告第 ２号 平成２８年度森町資金不足比率について            

 １９ 諮問第 １号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて      

 ２０ 認定第 １号 平成２８年度森町各会計歳入歳出決算認定について       

    認定第 ２号 平成２８年度森町国民健康保険病院事業会計決算認定について  

    認定第 ３号 平成２８年度森町水道事業会計決算認定について        

    認定第 ４号 平成２８年度森町公共下水道事業会計決算認定について     

 ２１ 意見書案第１号 林業・木材産業の成長産業化に向けた施策の充実・強化を求め 

            る意見書                                                 

 ２２ 意見書案第２号 国連の核兵器禁止条約交渉に参加し、条約の調印・批准するこ 



 - 54 - 

            とを求める意見書                     

 ２３ 意見書案第３号 国内でのオスプレイ飛行訓練の中止を求める意見書      

 ２４ 意見書案第４号 国の責任による３５人以下学級の前進を求める意見書     

 ２５ 議員の派遣について                            

 ２６ 休会中の所管事務調査等の申し出                      

 

〇出席議員（１６名） 

議長１６番 野 村   洋 君  副議長 １番 三 浦 浩 三 君 

   ２番 菊 地 康 博 君      ３番 加 藤   進 君 

   ４番 黒 田 勝 幸 君      ５番 山 田   誠 君 

   ６番 檀 上 美緒子 君      ７番 河 野 文 彦 君 

   ８番 佐々木   修 君      ９番 小 杉 久美子 君 

  １０番 久 保 友 子 君     １１番 木 村 俊 広 君 

  １２番 西 村   豊 君     １３番 堀 合 哲 哉 君 

  １４番 松 田 兼 宗 君     １５番 宮 本 秀 逸 君 

 

〇欠席議員（０名） 

 

〇出席説明員 

   町     長    梶  谷  惠  造  君 

   副  町  長    木  村  浩  二  君 
   会計管理者兼                  
              佐 々 木  陽 市 郎  君 
   出 納 室 長                  
   監 査 委 員    池  田  勝  元  君 

   総 務 課 長    長  瀬  賢  一  君 
   選挙管理委員会                  
                            
   書記長併監査    澤  田  勝  則  君 
                            
   事務局書記長                  
   防災交通課長    小 田 桐  克  幸  君 

   契約管理課長    小 井 田     徹  君 

   企画振興課長    川  村  勝  幸  君 

   税 務 課 長    山  田  真  人  君 

   収納管理課長    柏  渕     茂  君 

   保健福祉課長    住  吉  英  勝  君 

   保健福祉課参事    千  葉  正  一  君 
   保健福祉課参事兼                  
              金  丸  由 起 子  君 
   保健センター長                  
   住民生活課長    島  田  宏  信  君 

   環 境 課 長    山  本     憲  君 



 - 55 - 

   農 林 課 長    宮  崎     渉  君 

   農業委員会事務局長    鈴  木  修  一  君 

   水 産 課 長    黒  川  安  明  君 

   商工労働観光課長    寺  澤  英  樹  君 

   商工労働観光課参事    横  山  崇  裕  君 

   建 設 課 長    富  原  尚  史  君 

   砂 原 支 所 長    落  合  浩  昭  君 

   地域振興課長    角  野  雄  平  君 
   町民サービス課長兼                  
              伊 賀 野  美  子  君 
   保健対策課長                  
   教  育  長    増  川  正  志  君 

   学校教育課長    安  藤     仁  君 
   社会教育課長兼                  
 
   公 民 館 長 兼    宮  崎  弘  光  君 
 
   図 書 館 長                  
   生涯学習課長    渡  邊  義  教  君 
   体 育 課 長 兼                  
                            
   体 育 館 長 兼    金  丸  孝  也  君 
                            
   青少年会館長                  
   給食センター長    池  田  仁  志  君 

   さくらの園・園長    金  丸  義  樹  君 

   病 院 事 務 長    坂  田  明  仁  君 

   上下水道課長    水  元  良  文  君 

   消  防  長    東  谷  直  樹  君 

   消 防 署 長    松  田  光  治  君 

 

〇出席事務局職員 

   事 務 局 長    菊  池  一  夫  君 
   次 長 兼                  
              村  本     政  君 
   議 事 係 長                  
   次 長 兼                  
              喜  田  和  子  君 
   庶 務 係 長                  
 

〇会議に付した事件 

  １ 承認第 １号 専決処分した事件の承認について               

           平成２９年度森町一般会計補正予算（第３号）         

  ２ 議案第 １号 森町過疎地域における固定資産税の課税免除に関する条例の一部 

           を改正する条例制定について                 

  ３ 議案第 ２号 北海道市町村職員退職手当組合規約の変更について       

  ４ 議案第 ３号 北海道町村議会議員公務災害補償等組合規約の変更について   

  ５ 議案第 ４号 北海道市町村総合事務組合規約の変更について         



 - 56 - 

  ６ 議案第 ５号 平成２９年度森町一般会計補正予算（第４号）         

  ７ 議案第 ６号 平成２９年度森町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）   

  ８ 議案第 ７号 平成２９年度森町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）  

  ９ 議案第 ８号 平成２９年度森町介護保険事業特別会計補正予算（第２号）   

 １０ 議案第 ９号 平成２９年度森町介護サービス事業特別会計補正予算（第２号） 

 １１ 議案第１０号 平成２９年度森町ホタテ未利用資源リサイクル事業特別会計補正 

           予算（第１号）                       

 １２ 議案第１１号 平成２９年度森町水道事業会計補正予算（第１号）       

 １３  議案第１２号 平成２９年度森町公共下水道事業会計補正予算（第１号）    

 １４ 議案第１３号 財産の取得について                     

 １５ 報告第 １号 平成２８年度森町財政健全化判断比率について         

 １６ 報告第 ２号 平成２８年度森町資金不足比率について            

 １７ 諮問第 １号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて      

 １８ 認定第 １号 平成２８年度森町各会計歳入歳出決算認定について       

    認定第 ２号 平成２８年度森町国民健康保険病院事業会計決算認定について  

    認定第 ３号 平成２８年度森町水道事業会計決算認定について        

    認定第 ４号 平成２８年度森町公共下水道事業会計決算認定について     
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開議 午前１０時００分 

    ◎開議の宣告 

〇議長（野村 洋君） おはようございます。ただいまの出席議員数は16名です。定足数

に達していますので、議会が成立しました。 

 これから本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであります。 

 

    ◎日程第１ 会議録署名議員の指名 

〇議長（野村 洋君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 本日の会議録署名議員は、会議規則第125条の規定により、議席２番、菊地康博君、議席

３番、加藤進君を指名します。 

 

    ◎日程第２ 議長諸般報告 

〇議長（野村 洋君） 日程第２、諸般の報告を行います。 

 地方自治法第121条の規定により、議長より説明のため会議に出席を求めた者及び本会

に出席の議会職員はお手元に配付のとおりであります。 

 これで諸般の報告を終わります。 

 

    ◎日程第３ 承認第１号 

〇議長（野村 洋君） 日程第３、承認第１号 専決処分した事件の承認について、平成

29年度森町一般会計補正予算を議題とします。 

 本案について提案理由の説明を求めます。 

〇総務課長（長瀬賢一君） それでは、承認第１号についてご説明申し上げます。 

 本件は、平成29年度森町一般会計予算において補正を要することとなったので、地方自

治法第179条第１項の規定により別紙のとおり専決処分したので、報告するものです。 

 １ページをごらんください。本件につきましては、平成29年度森町一般会計補正予算の

第３回目となったものです。 

 既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ3,133万円を追加し、歳入歳出それぞれ

118億7,640万1,000円としたものです。 

 事項別明細書によりご説明申し上げます。本件は、７月22日の大雨による被害の復旧修

繕経費が主なものになっております。４ページの歳入では、財政調整基金と繰越金を充当

したものです。 

 ６ページからの歳出の款６農林水産業費の916万2,000円は、町有農地や農道など14カ所

の補修を実施しております。 

 また、款８土木費、項２道路橋梁費1,234万6,000円は、道路洗掘や路肩の崩落による道

路補修など83カ所、項３河川海岸費の857万6,000円は、河川における倒木処理やのり面崩
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落の改修など17カ所を実施したところです。資料ナンバー１を提出しております。 

 また、款９消防費では職員手当68万4,000円、８ページからの款10教育費では森中学校敷

地の土砂崩落による転落防止柵の撤去、設置等に係る修繕料56万2,000円などが主なもの

になっております。 

 以上で専決処分の報告といたします。 

〇議長（野村 洋君） これから質疑を行います。質疑ございますか。 

〇14番（松田兼宗君） ちょっとお聞きしたいのですが、今回の７月22日大雨ということ

で、今回の出された資料の中で２枚目、３枚目の具体的などこなのかという一覧本当は見

たいなと思っていたのですが、特徴的な部分というのは何かあったのかなのです。という

のは、今回これだけ災害の箇所が多いということは、それだけ雨の量が多かったというこ

とになるのでしょうけれども、今まで過去になかった場所がそういう被害に遭っていると

いうことなのかどうか、その辺伺いたいのですけれども。 

〇建設課長（富原尚史君） 松田議員のご質問にお答えします。 

 今回の雨で洗掘のり面補修をした場所については、主に砂利道の部分とか林道の部分が

ほぼ全体を占めております。舗装の部分につきましては、補修というのは若干はしていま

すけれども、主に砂利道が洗掘されて、その土砂が下流に流れたと、そういうようなとこ

ろで、以前補修した部分も含まれております。 

 以上です。 

〇農林課長（宮崎 渉君） 松田議員のご質問にお答えします。 

 うちの農林課の部分も主に農道ですけれども、舗装道でなくて未舗装道ですので、砂利、

もしくは砂利ではなくて普通の砂の道路を洗掘されているという部分で、今回特に１時間

当たりの雨量がかなり多かったものですから、どうしてもこういった被害が出るというこ

とで、特別ここがということはないのですけれども、そういった未舗装道路の部分が洗掘

があったということであります。 

 以上です。 

〇14番（松田兼宗君） 大体いつも起こっている場所なのかというのは、新しい場所が結

構多いのかなと思うわけです。とすれば、大雨降ったときに注意箇所って大体決まってい

ますよね。被害が出るということが想定されている場所というのはほぼ決まっているはず

なのだと思っているわけ。とすれば、今後の考え方、あり方として、防災という考え方に

なってくるのだろうけれども、それに対してもっと広く目を広げていくというか、対象と

する箇所を増やしていかざるを得ないのかなと思ったりもするのですが、その辺今後考え

ているのでしょうか。 

〇建設課長（富原尚史君） 松田議員のご質問にお答えします。 

 いつも起こっている場所なのかということなのですけれども、未舗装の部分が大部分で

ありますので、そういう場所は大雨のたびには洗掘されている場所がほとんどでございま

す。 
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 以上です。 

〇農林課長（宮崎 渉君） お答えします。 

 同じく未舗装道ですので、被害が出る場所としてうちのほうも想定しながら、この前の

雨は特に雨量が多かったものですから洗掘されたという部分で対処してきました。 

 以上です。 

〇15番（宮本秀逸君） 今の質問に関連してお伺いしますけれども、尾白内の町有農地が

ありますけれども、これは７月22日の件だとおっしゃいましたけれども、８月にもまた大

雨が降りまして、同じような状況で災害の源となってくる場所があるのです。これは、以

前からずっと押さえられておると思うのですけれども、ただ使用者がおります。使わせて

もらっている人がいるし、畑かんの関係もありますので、一概に対策も難しい部分もある

のかなと思いますけれども、災害が常態化しないようにはやっぱりしていかなければなら

ぬというようなことがありますので、今後大きな決断をしなければならない部分も出てく

るのかなと、こんなふうにいつも思うわけなのです。そこら辺の考えが今まとまっている

かどうかわかりませんが、現段階での考えをちょっと教えていただきたいと、こんなふう

に思います。 

〇農林課長（宮崎 渉君） 宮本議員のご質問にお答えします。 

 議員ご指摘のとおり、こちらの尾白内の町有農地、大体この前の雨よりも少なくても水

が出るということで、今私のほうで考えているのは、尾白内の町有農地の一番下の部分を

現行は貸している状況になっているのですけれども、それを返上していただいて、そこに

畑から出る雨水は集めるような仕組みをつくりたいというふうに考えておりまして、その

旨実は農家の方にもその話をしております。 

 以上です。 

〇議長（野村 洋君） ほかに質疑ございませんか。 

（「なし」の声多数あり） 

〇議長（野村 洋君） 質疑を終わります。 

 討論を行います。 

（「なし」の声多数あり） 

〇議長（野村 洋君） 討論を終わります。 

 これから承認第１号を採決します。 

 お諮りします。本案は、原案のとおり承認することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声多数あり） 

〇議長（野村 洋君） 異議なしと認めます。 

 日程第３、承認第１号は、原案のとおり承認されました。 

 

    ◎日程第４ 議案第１号 

〇議長（野村 洋君） 日程第４、議案第１号 森町過疎地域における固定資産税の課税
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免除に関する条例の一部を改正する条例制定についてを議題とします。 

 本案について提案理由の説明を求めます。 

〇税務課長（山田真人君） 議案第１号 森町過疎地域における固定資産税の課税免除に

関する条例の一部を改正する条例制定についてご説明申し上げます。 

 提案理由につきまして、本案は過疎地域自立促進特別措置法の一部を改正する法律の施

行に伴い、森町過疎地域における固定資産税の課税免除に関する条例の一部を改正しよう

とするものです。 

 改正内容をご説明申し上げます。議案裏面をごらん願います。条例第３条中、情報通信

技術利用事業を農林水産物等販売業に改めようとするものです。この改正により、これま

で課税免除の対象であった情報通信技術利用事業が除外され、新たに農林水産物等販売業

が加わることになります。 

 附則としまして、この条例は、公布の日から施行する。 

 なお、資料２の２ページに新旧対照表を添付してございますので、ご参照願います。 

 以上、説明とさせていただきます。ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

〇議長（野村 洋君） これから議案第１号に対する質疑を行います。 

〇14番（松田兼宗君） ちょっとお聞きしたいのですが、具体的に情報通信技術利用事業

というのは過去にあったのかどうなのか。それと、新たに農林水産物等販売業というのを

追加することによって、対象になる事業者がどの程度いるのを想定しているのか。もっと

言うと、神戸物産を実際の対象として考慮しているのかなとふと思ったものですから、そ

の辺お願いします。 

〇税務課長（山田真人君） お答えいたします。 

 まず、情報通信技術利用事業でございますけれども、当町ではこれまで免除実績はござ

いません。あと、全国的に見ましても恐らく相当少ない、あるいは皆無であったというこ

とから、今回の法から除外されているものと推測します。 

 あと、今回新たに加わった事業のまず定義なのですけれども、過疎地域、すなわち森町

です。この森町において生産された農林水産物、または当該農林水産物を原料、材料とし

て製造、加工もしくは調理したものを店舗において主に観光客に販売することを目的とす

る事業をいいます。具体例としては、観光客向けの農林水産物の直売店であるとか、農家

レストランがこの対象になります。ですので、ちょっと町内に対象者どのくらいおるかわ

からないですけれども、これから新たに事業を起こす方がこの対象になります。 

 以上です。 

〇議長（野村 洋君） ほかにございますか。 

（「なし」の声多数あり） 

〇議長（野村 洋君） 質疑を終わります。 

 討論を行います。 

（「なし」の声多数あり） 
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〇議長（野村 洋君） 討論を終わります。 

 これから議案第１号を採決します。 

 お諮りします。本案は、原案のとおり決するにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声多数あり） 

〇議長（野村 洋君） 異議なしと認めます。 

 日程第４、議案第１号は、原案のとおり可決されました。 

 

    ◎日程第５ 議案第２号 

〇議長（野村 洋君） 日程第５、議案第２号 北海道市町村職員退職手当組合規約の変

更についてを議題とします。 

 本案について提案理由の説明を求めます。 

〇総務課長（長瀬賢一君） 議案第２号についてご説明申し上げます。 

 本案は、北海道市町村職員退職手当組合規約の変更についてです。江差町ほか２町学校

給食組合及び西胆振消防組合の名称変更に伴い、規約の別表（２）を改めることについて

協議するため本案を提出するものです。資料ナンバー３を提出しております。 

 よろしくご審議のほどお願い申し上げます。 

〇議長（野村 洋君） これから議案第２号に対する質疑を行います。 

（「なし」の声多数あり） 

〇議長（野村 洋君） 質疑を終わります。 

 討論を行います。 

（「なし」の声多数あり） 

〇議長（野村 洋君） 討論を終わります。 

 これから議案第２号を採決します。 

 お諮りします。本案は、原案のとおり決するにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声多数あり） 

〇議長（野村 洋君） 異議なしと認めます。 

 日程第５、議案第２号は、原案のとおり可決されました。 

 

    ◎日程第６ 議案第３号 

〇議長（野村 洋君） 日程第６、議案第３号 北海道町村議会議員公務災害補償等組合

規約の変更についてを議題とします。 

 本案について提案理由の説明を求めます。 

〇総務課長（長瀬賢一君） 議案第３号についてご説明申し上げます。 

 本案は、北海道町村議会議員公務災害補償等組合規約の変更についてです。江差町ほか

２町学校給食組合及び西胆振消防組合の名称変更に伴い、規約の別表第１を改めることに

ついて協議するため本案を提出するものです。資料ナンバー４を提出しております。 
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 よろしくご審議のほどお願い申し上げます。 

〇議長（野村 洋君） これから議案第３号に対する質疑を行います。 

（「なし」の声多数あり） 

〇議長（野村 洋君） 質疑を終わります。 

 討論を行います。 

（「なし」の声多数あり） 

〇議長（野村 洋君） 討論を終わります。 

 これから議案第３号を採決します。 

 お諮りします。本案は、原案のとおり決するにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声多数あり） 

〇議長（野村 洋君） 異議なしと認めます。 

 日程第６、議案第３号は、原案のとおり可決されました。 

 

    ◎日程第７ 議案第４号 

〇議長（野村 洋君） 日程第７、議案第４号 北海道市町村総合事務組合規約の変更に

ついてを議題とします。 

 本案について提案理由の説明を求めます。 

〇総務課長（長瀬賢一君） 議案第４号についてご説明申し上げます。 

 本案は、北海道市町村総合事務組合規約の変更についてです。江差町ほか２町学校給食

組合及び西胆振消防組合の名称変更に伴い、規約の別表第１及び別表第２を改めることに

ついて協議するため本案を提出するものです。資料ナンバー５を提出しております。 

 よろしくご審議のほどお願い申し上げます。 

〇議長（野村 洋君） これから議案第４号に対する質疑を行います。 

（「なし」の声多数あり） 

〇議長（野村 洋君） 質疑を終わります。 

 討論を行います。 

（「なし」の声多数あり） 

〇議長（野村 洋君） 討論を終わります。 

 これから議案第４号を採決します。 

 お諮りします。本案は、原案のとおり決するにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声多数あり） 

〇議長（野村 洋君） 異議なしと認めます。 

 日程第７、議案第４号は、原案のとおり可決されました。 

 

    ◎日程第８ 議案第５号 

〇議長（野村 洋君） 日程第８、議案第５号 平成29年度森町一般会計補正予算を議題
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とします。 

 本案について提案理由の説明を求めます。 

〇総務課長（長瀬賢一君） 議案第５号についてご説明申し上げます。 

 本案は、平成29年度森町一般会計補正予算の第４回目となるものです。 

 既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２億7,585万円を追加し、歳入歳出それ

ぞれ121億5,225万1,000円にしようとするものです。 

 第２条、地方債の変更は、第２表に掲載のとおりです。 

 事項別明細書によりご説明申し上げます。８ページ、９ページをお開き願います。歳入

ですが、款14国庫支出金、項１国庫負担金の民生費国庫負担金810万円は、障害児施設給付

に係る負担金を計上するものです。 

 続いて、項２国庫補助金の民生費国庫補助金69万円は、障害者自立支援給付システムの

改修事業に係る補助金を計上するものです。 

 続いて、款15道支出金の民生費負担金405万円は、国庫支出金同様、障害児施設給付に係

る負担金を計上するものです。 

 続いて、款17寄附金では1,000万円を計上し、公園整備に充当しようとするものです。 

 続いて、款18繰入金8,041万7,000円は、財源調整等のため計上するものです。 

 次に、10ページ、11ページの款20諸収入、項６雑入では、分収林事業収入として4,959万

3,000円、低炭素型廃棄物処理支援事業補助金として1,500万円を計上しております。 

 続いて、款21町債ですが、森港改修事業に係る起債１億800万円を計上するものです。 

 続いて、12、13ページをお開き願います。歳出ですが、款２総務費、項１総務管理費、

目６企画費37万8,000円は、北海道日本ハムファイターズ応援大使に係る事業として、札幌

ドームへの応援ツアー、応援大使来町時のイベントに要する経費などを計上するものです。 

 続いて、目９防災対策費51万8,000円は、津波避難訓練に要する消耗品のほか、デジタル

無線の再免許申請手数料を計上するものです。 

 続いて、目11諸費13万3,000円は、みどりケ丘町内会から森の里病院バス停に待合所設置

の要望があるため、設置工事に向けて敷地の現況測量委託料を計上するものです。 

 続いて、款３民生費、項１社会福祉費、目１社会福祉総務費の国保会計への繰出金458万

6,000円は、人事異動に伴う人件費の繰り出しが主なものです。 

 また、目４老人福祉総務費の介護保険事業特別会計及び介護サービス事業特別会計への

繰出金1,337万3,000円は、人事異動に伴う人件費のほか所要の繰り出しをしようとするも

のです。 

 同じく目５障害者福祉費の委託料138万円は、障害者総合支援法及び児童福祉法の制度

改正に伴い、システム改修をしようとするものです。 

 14ページ、15ページをお開き願います。目８後期高齢者医療の特別会計への繰出金の減

額は、平成28年度からの繰越金を充当したものです。 

 続いて、項２児童福祉費の扶助費1,620万円は、障がい児通所施設利用者の増加と利用時
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間の増加によるものです。 

 続いて、款４衛生費11万円4,000円は、もりまち霊園の給水装置を修繕しようとするもの

です。 

 続いて、款５労働費1,210万円は、冬期就労対策事業に係る委託料を計上しております。

資料ナンバー６を提出しております。 

 次に、16、17ページの款６農林水産業費、項１農業費、目５農地費の工事請負費111万

6,000円の減額は、常盤町畑かん用水路の工事が終了したため補正しようとするものです。

なお、工事を進めていく中で、用水路は既に移設済みであり、新築住宅の下を通っている

管は使用されていないことが判明したことから、移設に係る経費は減額となっております。

また、補償補填及び賠償金63万円は、用水路の工事に伴い新築住宅の工期におくれが生じ

たため、関係者に対する補償金を計上するものです。 

 続いて、目６駒ケ岳ダム管理費231万4,000円は、北海道開発局が駒ケ岳ダム導水トンネ

ルの排泥作業と機能診断調査を実施することとなり、約１カ月間ダムの取水が停止するた

め、給水車等を借り上げ対応しようとするものです。 

 続いて、項２林業費、目３分収林事業費4,959万3,000円は、栗ケ丘団地の除伐工事の事

業量変更に伴う増額のほか、昨年の台風被害による尾白内団地の風倒木処理と地ごしらえ

をしようとするものです。資料ナンバー７を提出しております。 

 同じく項３水産業費、目２水産業振興費の委託料1,500万円は、ホタテ養殖産業から排出

される貝殻等の処理や利活用により、新たな資源循環システムの構築を目指すため調査を

実施しようとするものです。資料ナンバー８を提出しております。また、負担金補助及び

交付金193万7,000円は、昨年の台風被害や原因不明のホタテガイの大量へい死による減収

を補填するため、砂原漁業協同組合が借り入れる災害資金に対する利子補給をしようとす

るものです。 

 同じく目３水産業施設管理費870万円は、漁業系廃棄物処理施設の敷地内の堆積場所を

確保するため、堆積物と移動させようとするものです。資料ナンバー９を提出しておりま

す。 

 次に、18ページ、19ページの款７商工費、目１商工業振興費では、行政ポイント運用事

業に係る報償費10万円と森商店会に対するポイントカードシステム運用負担金６万8,000

円を計上しようとするものです。資料ナンバー10を提出しております。 

 同じく目２観光費103万円は、つど～る・プラザ・さわら、やすらぎプラザ、「ＹＯＵ・

遊・もり」の修繕料とみどりとロックの広場のごみ収集手数料を計上するものです。 

 同じく目３ふるさと応援対策費485万6,000円は、寄附金の申請受け付け事務員２名分の

賃金等を振りかえようとするものです。 

 続いて、款８土木費、項２道路橋梁費は、町道の維持補修に係る修繕料を計上しようと

するものです。 

 続いて、項４港湾費１億2,040万円は、港湾施設の小破修繕のほか、森港西港物揚げ場の
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改良事業に対する管理者負担金を計上しようとするものです。資料ナンバー11を提出して

おります。 

 続いて、項５都市計画費1,192万9,000円は、公園内の小破修繕のほか、寄附金を活用し、

青葉ケ丘公園施設の整備工事をしようとするものです。資料ナンバー12を提出しておりま

す。 

 次に、20ページ、21ページの項６住宅費では、町営住宅の小破修繕570万円を計上しよう

とするものです。 

 続いて、款10教育費、項１教育総務費から22、23ページの項４幼稚園費までは、旅費の

ほか、校長住宅のボイラー、濁川小学校の浄化槽など各施設の小破修繕をしようとするも

のです。 

 続いて、項５社会教育費では、開催回数の増加により図書館協議会委員報酬を増額しよ

うとするものです。 

 続いて、項６保健体育費、目１保健体育総務費66万8,000円は、各種スポーツ少年団が全

国、全道大会へ出場するための参加負担金を計上しております。 

 また、目２体育施設費52万4,000円は、町民体育館水飲み場の修繕のほか、各施設の小破

修繕をしようとするものです。 

 以上でございます。よろしくご審議のほどお願い申し上げます。 

〇議長（野村 洋君） これから質疑を行います。事項別明細書８ページからです。歳入

歳出一括で行います。 

 なお、質問がある方は、ページ数を言ってからされてください。質疑ございますか。 

〇14番（松田兼宗君） まず、12、13ページの防災対策費の津波訓練という説明をしてい

るのですが、その辺もう少し詳しくお願いします。 

 それと、16、17ページ、農林水産、水産振興費と施設管理費のところの資料ナンバーで

いうと８番と９番上がっていますけれども、まず低炭素廃棄物処理支援事業委託料という

ことで、過去に何度かこういう事業というのはやられていると思うのですが、セメントの

中に入れていくという話で、要するにこの事業の見込みはどうなのかというその辺お聞き

したいのと、リサイクル施設の移動するという話なのですが、どこに移動するのか。この

図面を見ると、移動する場所なんてなくて、全く別の場所に移動するのかなと思っていま

して、その辺説明をお願いします。 

 それと、もう一つ、18、19ページ、都市計画費のところの青葉ケ丘公園の整備工事につ

いてなのですが、これを見ますと防護柵と表示板の設置という形で、防護柵の設置すると

いうことは、この木自体を保護するという目的だと思うのです。とすればこれだけなのか

なという気が、まだ保護しなければならないものがあるのではないかなと思うのですが、

その辺いかがでしょうか。 

 以上です。 

〇防災交通課長（小田桐克幸君） お答えいたします。 
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 津波避難訓練につきましては、テーマといたしまして今回沿岸地域、避難対象地域にな

っております地域に約20カ所の避難目標地点、これを設定いたしまして、これは予定でご

ざいますが、午前10時、訓練の警報を鳴らし、それを合図に避難をしていただくというよ

うな設定をしているところでございます。 

 なお、あわせまして避難対象区域のほかにも全町民が参加をいただけるというような趣

旨から、シェイクアウト訓練を同じく実施しようとしているところでございます。 

 なお、これも予定でございますが、10月12日木曜日、この日に行おうとするものです。 

 以上です。 

〇水産課長（黒川安明君） それでは、ご説明いたします。 

 まず、低炭素型廃棄物処理支援事業でございます。これにつきましては、初めての事業

でございます。これは、ホタテの貝殻や付着物、これらをセメントとまぜた場合どれくら

い二酸化炭素が減少するのかという試験でございまして、これは環境省の補助事業でござ

います。1,500万の予定なのですけれども、100％補助事業でこれはやる事業でございます。

この結果どうなるかは、今やってみないとわかりません。これによって二酸化炭素が減る

ようであれば、セメントと一緒にやっていくということにはなろうかと思います。 

 それと、次ですけれども、資料ナンバー９のリサイクル施設の砂の移動ですけれども、

砂というか、これは土壌改良材、できたものなのですが、資料ナンバー９に堆積済みとい

うところの9,000立米ありますけれども、これにつきまして今この施設用地から移動しな

いと来年水揚げされる付着物を受け入れない状況になります。それで、この場所から約300

メートルから400メートルくらい背後地の町有地ございまして、そこは以前貝殻を置いて

いたのですけれども、そこのあいている町有地に移動します。来年の受け入れ態勢を今か

ら整えないと、ピット内でもういっぱいいっぱい入っていますので、これをまずあけなけ

ればならないということで、至急やりたいと思っております。 

 以上でございます。 

〇建設課長（富原尚史君） 青葉ケ丘公園の３カ所の防護柵につきましては、今現在簡易

的な防護柵で防護している森町固有種のアオバシダレと森小町、それと道内では珍しいギ

ョイコウが３カ所簡易的なもので整備しておりますが、それを今回の工事で簡易的なもの

から整備しようとするものです。 

〇14番（松田兼宗君） 最後の３本の桜の木のまだ実はあるのではないかなと、対象木と

いうかになる。それはやらないでこの３カ所だけ選ぶということは、何か意味があるので

すか。最も見る人が行くという意味なのか、その辺お願いします。 

〇商工労働観光課長（寺澤英樹君） 松田議員のご質問にお答えいたします。 

 一応固有種と、あとは道内では珍しい希少種ということで、桜まつりの期間中大多数の

方がこの桜を訪れて、桜のほうを見ていただけるということで、まずこの３本に限定した

中で防護柵を設置したいというふうに考えています。あとは、桜の木を保護するという意

味合いもありますので、その辺はご了解いただきたいと思います。 
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 以上です。 

〇６番（檀上美緒子君） 今のと関連するのですが、16、17ページの低炭素型の廃棄物処

理の件なのですが、これ委託業務としてされるということなのですが、具体的に調査とい

うことなのですが、どういう形でやられるのか。業者に委託して、そこが森町でどこか事

業所とかみたいなものをセットしてやるということなのか、ちょっとその具体的な内容が

見えてこないのですけれども、もう少し委託される調査内容についてご説明願いたいと思

います。かなりの金額をかけて、国のそれこそ補助のもとでやるということなので、かな

り大がかりなものかとは思うのですけれども、森町の中でどういう形でこれが調査として

やられるのかという内容についてご説明願いたいと思います。 

 それと、18、19ページの部分でふるさと応援対策費の部分なのですが、２名の事務補助

賃金として計上されているのですが、それこそ新たに事務員として採用するというか、し

ているということなのかどうか、そこのあたりについてお願いいたします。 

〇水産課長（黒川安明君） お答えします。 

 まず、低炭素のほうの事業なのですが、これは事業内容としましてまだ具体的にどこま

でどうするのかははっきりしていません。これは、町のほうで全部業者へ委託かけるよう

な形になります。業者というのは、セメント会社と、それとあとコンサル、そちらのほう

に委託かけることになって、そこのほうで具体的に調査内容を詰めていくということにな

っております。今後この調査内容につきましては、町のほうでは貝殻の提供と付着物の提

供、これについては協力しますということになっております。分析だとか結果につきまし

ては、その結果を町のほうでフィードバックしてもらいますけれども、中身についてはこ

れから検討されるということで伺っております。 

 以上でございます。 

〇商工労働観光課長（寺澤英樹君） お答えいたします。 

 まず、そもそもの214万1,000円の予算につきましては、11月から１月にかけて、繁忙期

に備えて５名分のパート職員の賃金を当初計上したものでございます。今回の補正につき

ましては、実際もう採用して使ってはいるのですけれども、４月に１名、あとは観光協会

のほうから１名採用して、現在事務のほうを取り組んでおりますので、ご了解いただきた

いと思います。 

 以上です。 

〇６番（檀上美緒子君） 低炭素のほうなのですけれども、そしたら具体的に森町の中で

何かをするとかということではないということなのでしょうか。そのことが１点です。 

 それと、ふるさと応援基金にかかわって、そしたら今現在何名の方でこの事務処理をさ

れているのかということをお願いいたします。 

〇水産課長（黒川安明君） お答えします。 

 森町のほうでは特別何かやるということはございません。ただ原料供給という形だけで

す。向こうのほうでは二酸化炭素の排出量どのくらい削減されるかとか、どういう方法で
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削減されるかという試験をやりますけれども、具体的な試験方法はちょっと聞いておりま

せんので、よろしくお願いします。 

〇商工労働観光課長（寺澤英樹君） お答えいたします。 

 現在職員３名と臨時職員２名の体制でふるさと納税事務のほうに臨んでおります。 

 以上です。 

〇15番（宮本秀逸君） 16、17の分収林の事業のところでお伺いします。 

 約5,000万円の事業費というようなことになってまいりますが、これは分収林ですから

当然人工林だったと思います。また、恐らく同じようなものを植えるというような感じだ

と思うのですけれども、この事業の内訳、地ごしらえが幾らかかって、それから植栽に幾

らかかってという内訳がわかりましたら教えていただきたいと思います。反当約20万円ぐ

らいかかる予定になるわけですけれども、昨年の８月末の台風時の倒木処理が大変な仕事

だったと思うのですけれども、そういったことも当然絡んでくると思いますので、工事の

内訳を教えてください。 

〇農林課長（宮崎 渉君） お答えいたします。 

 資料７ページにありますとおり、こちら24町、風倒木の整理と地ごしらえの部分ですの

で、植栽の部分は入っておりません。それで、こちらの24町をまず切り倒し、ほとんど倒

木しているのですけれども、切り倒しして、整理、売り払いかけます。こちらの部分は、

森町で売り払いせず、森林整備センターのほうで売り払い行いまして、その部分の６割町

収入入ってきます。その整理と地ごしらえということでこの予算計上をしております。 

 以上です。 

〇15番（宮本秀逸君） 確認しますけれども、今年中に地ごしらえをやってしまって、来

年植栽という、こういう形になるのですね。 

〇農林課長（宮崎 渉君） そのとおりです。 

〇７番（河野文彦君） 18、19ページの行政ポイントの報償費でお伺いしたいと思います。 

 資料を見ますと、出生、転入のところに特に感じたのですけれども、人口減対策に貢献

ということは、転入される方がこれを見て、こればかりではないとは思うのですけれども、

これを見て転入する判断の一つにしてもらえるだろうということで貢献ということだと思

うのですけれども、これが100ポイントで、特にこの上段の２段にお伺いしたいのですけれ

ども、金額的に話をしてしまいますと300円と100円かなと思うのですけれども、ちょっと

僕はこれ少な過ぎるのではないかなと思うのですけれども、この300と100になった経緯が

あればお聞かせ願いたいというのがまず１点。 

 それと、もう一点、中学校費の修繕料、22、23ページ、修繕の内容をご説明願えたらと

思います。 

〇商工労働観光課長（寺澤英樹君） 河野議員のご質問にお答えいたします。 

 まず、ポイントの経緯ということなのですけれども、出生、転入ともに昨年の実績と変

わらずこのポイントをまず採用させていただいております。特段それに伴ってそういった
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町民からの意見等々もございませんでしたので、昨年同様のポイント設定をさせていただ

きました。 

 以上です。 

〇学校教育課長（安藤 仁君） お答えいたします。 

 修繕料の227万円です。主なものとしましては、体育館の屋上の防水シート修繕が47万

円、あと体育館の床下の支持脚の取りつけ修繕が50万円です。が主なものでございます。 

（何事か言う者あり） 

〇学校教育課長（安藤 仁君） 学校ですか。森中学校と砂原中学校です。 

〇議長（野村 洋君） 議長を通して発言してください。 

〇６番（檀上美緒子君） 20ページ、21ページなのですが、土木費の住宅の修繕費なので

すが、町営住宅の修理料という説明はあったのですけれども、具体的にどこの場所になり

ますか。 

〇建設課長（富原尚史君） 度杭崎団地の水道施設の修繕に係るものと、あとは小破修繕

につきましては全団地ということでお願いします。 

〇議長（野村 洋君） ほかにございますか。 

（「なし」の声多数あり） 

〇議長（野村 洋君） なければ質疑を終了いたします。 

 討論を行います。 

（「なし」の声多数あり） 

〇議長（野村 洋君） 討論を終わります。 

 これから議案第５号を採決します。 

 お諮りします。本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声多数あり） 

〇議長（野村 洋君） 異議なしと認めます。 

 日程第８、議案第５号は、原案のとおり可決されました。 

 

    ◎日程第９ 議案第６号 

〇議長（野村 洋君） 日程第９、議案第６号 平成29年度森町国民健康保険特別会計補

正予算を議題とします。 

 本案について提案理由の説明を求めます。 

〇保健福祉課長（住吉英勝君） 議案第６号について説明させていただきます。 

 本案は、平成29年度森町国民健康保険特別会計補正予算の第１回目となるものです。 

 歳入歳出それぞれ964万7,000円を増額し、歳入歳出それぞれ32億8,870万8,000円にしよ

うとするものです。 

 以下、事項別明細書により説明させていただきます。歳入についてご説明いたします。

４ページ、５ページをお開き願います。款８繰入金、項１一般会計繰入金につきましては、
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議案第５号、一般会計補正予算で承認されました森町国民健康保険特別会計繰出金につい

て458万6,000円を増額しようとするものです。 

 款９繰越金、項１繰越金につきましては、平成28年度繰越金505万2,000円を補正しよう

とするものです。 

 款10諸収入、項３雑入につきましては、職員の雇用保険自己負担分について補正するも

のです。 

 歳出についてご説明いたします。６ページ、7ページをお開き願います。款１総務費、項

１総務管理費、目１一般管理費713万8,000円の補正につきましては、職員の異動に伴う人

件費について補正しようとするものです。 

 中段、項５特別対策事業費、目２医療費適正化特別対策事業費につきましては、レセプ

ト点検臨時職員の退職により人件費を減額し、レセプト点検に係る業務委託料を増額しよ

うとするものです。 

 款２保険給付費、項１療養諸費、目１一般被保険者療養給付費につきましては、平成28

年度繰越金が確定したことから、財源内訳を変更するものです。 

 ８ページ、９ページをお開き願います。款９諸支出金、項１償還金及び還付金につきま

しては、平成28年度療養給付費交付金が確定し、償還金が生じたため補正しようとするも

のです。 

 以上、議案第６号の説明とさせていただきます。ご審議のほどよろしくお願いいたしま

す。 

〇議長（野村 洋君） これから質疑を行います。事項別明細書４ページからです。 

（「なし」の声多数あり） 

〇議長（野村 洋君） 質疑を終わります。 

 討論を行います。 

（「なし」の声多数あり） 

〇議長（野村 洋君） 討論を終わります。 

 これから議案第６号を採決します。 

 お諮りします。本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声多数あり） 

〇議長（野村 洋君） 異議なしと認めます。 

 日程第９、議案第６号は、原案のとおり可決されました。 

 

    ◎日程第１０ 議案第７号 

〇議長（野村 洋君） 日程第10、議案第７号 平成29年度森町後期高齢者医療特別会計

補正予算を議題とします。 

 本案について提案理由の説明を求めます。 

〇保健福祉課長（住吉英勝君） 議案第７号について説明させていただきます。 
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 本案は、平成29年度森町後期高齢者医療特別会計補正予算の第１回目となるものです。 

 歳入歳出それぞれ80万円を増額し、歳入歳出それぞれ２億2,773万5,000円にしようとす

るものです。 

 以下、事項別明細書によりご説明いたします。歳入について説明いたします。４ページ、

５ページをお開き願います。款１後期高齢者保険料、項１後期高齢者保険料、目２普通徴

収保険料127万円の減額は、後期高齢者医療広域連合の会計が３月末で閉鎖となることか

ら、平成28年度分として平成29年４月、５月に収納した保険料は広域連合で納付金として

支出する際には平成29年度分としての扱いとなるため、平成29年度会計へ繰り越し、支出

いたします。その分の財源が過充当となりますので、減額補正しようとするものです。 

 款３繰入金、項１一般会計繰入金につきましては、繰越金が確定したことから事務費繰

入金として減額補正するものです。 

 款４繰越金、項１繰越金139万5,000円は、平成28年度繰越金を補正しようとするもので

す。 

 款５諸収入、項２償還金及び還付加算金につきましては、目１保険料還付金及び目２還

付加算金として、後期高齢者医療広域連合からの還付金等を補正しようとするものです。 

 歳出についてご説明いたします。６ページ、７ページをお開き願います。款１総務費、

項１総務管理費及び款２後期高齢者医療広域連合納付金、項１後期高齢者医療広域連合納

付金につきましては、繰越金が確定しましたので、金額は変更せず財源内訳を変更しよう

とするものです。 

 款３諸支出金、項１償還金及び還付金につきましては、目１保険料還付金及び目２還付

加算金についてそれぞれの見込み額を補正しようとするものです。 

 以上、議案第７号の説明とさせていただきます。ご審議のほどよろしくお願いいたしま

す。 

〇議長（野村 洋君） これから質疑を行います。 

（「なし」の声多数あり） 

〇議長（野村 洋君） 質疑を終わります。 

 討論を行います。 

（「なし」の声多数あり） 

〇議長（野村 洋君） 討論を終わります。 

 これから議案第７号を採決します。 

 お諮りします。本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声多数あり） 

〇議長（野村 洋君） 異議なしと認めます。 

 日程第10、議案第７号は、原案のとおり可決されました。 

 暫時休憩します。 
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休憩 午前１０時５４分 

再開 午前１１時１１分 

 

〇議長（野村 洋君） 休憩前に続き会議を再開いたします。  

 

    ◎日程第１１ 議案第８号 

〇議長（野村 洋君） 日程第11、議案第８号 平成29年度森町介護保険事業特別会計補

正予算を議題とします。 

 本案について提案理由の説明を求めます。 

〇保健福祉課参事（千葉正一君） 議案第８号について説明させていただきます。 

 本案は、平成29年度森町介護保険事業特別会計補正予算の第２回目となるものです。 

 歳入歳出それぞれ1,587万円を追加し、歳入歳出それぞれ17億9,224万9,000円とするも

のです。 

 事項別明細書によりご説明させていただきます。４、５ページをお開き願います。歳入、

款４国庫支出金33万3,000円、款５支払基金交付金37万3,000円は、地域支援事業に係る負

担割合に応じて補正しようとするものです。 

 款６道支出金、項１道負担金50万9,000円は、前年度の介護給付費における実績値確定に

より追加交付するものであります。 

 同じく項２道補助金16万7,000円、款８繰入金、項１一般会計繰入金、目２地域支援事業

繰入金16万7,000円につきましても、地域支援事業に係る負担割合に応じて補正するもの

です。 

 ６、７ページをお開き願います。款８繰入金、項１一般会計繰入金、目３地域支援事業

繰入金、目５その他繰入金788万円は、職員の人件費の増額によるものです。 

 同じく項３基金繰入金572万8,000円、款９繰越金88万円は、前年度の介護給付費地域支

援事業における実績値確定により償還金への財源充当とするものです。 

 ８、９ページをお開き願います。歳出、款１総務費738万円は、人件費に伴う補正であり

ます。 

 款４地域支援事業費、項１介護予防・生活支援サービス事業費133万2,000円は、介護予

防プラン作成業務委託件数の増によるものです。 

 10、11ページをお開きください。款４地域支援事業費、項３包括的支援事業・任意事業

費33万3,000円も人件費に伴う補正であります。 

 款５諸支出金631万6,000円は、前年度の介護給付費地域支援事業等における実績値確定

による償還金であります。 

 款６基金積立金50万9,000円についても前年度の道支出金における実績値確定による追

加交付分を積み立てるものであります。 

 以上、ご審議のほどよろしくお願いします。 
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〇議長（野村 洋君） これから質疑を行います。 

（「なし」の声多数あり） 

〇議長（野村 洋君） 質疑を終わります。 

 討論を行います。 

（「なし」の声多数あり） 

〇議長（野村 洋君） 討論を終わります。 

 これから議案第８号を採決します。 

 お諮りします。本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声多数あり） 

〇議長（野村 洋君） 異議なしと認めます。 

 日程第11、議案第８号は、原案のとおり可決されました。 

 

    ◎日程第１２ 議案第９号 

〇議長（野村 洋君） 日程第12、議案第９号 平成29年度森町介護サービス事業特別会

計補正予算を議題とします。 

 本案について提案理由の説明を求めます。 

〇さくらの園・園長（金丸義樹君） 議案第９号についてご説明申し上げます。 

 本案は、平成29年度森町介護サービス事業特別会計補正予算の第２回目の補正となるも

のでございます。 

 既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ609万7,000円を追加し、歳入歳出それぞ

れ２億8,354万2,000円としようとするものでございます。 

 事項別明細書にてご説明いたします。４ページ、５ページをお開き願います。歳入の款

３繰入金、項１一般会計繰入金、目１一般会計繰入金549万3,000円及び歳入の款４繰越金、

項１繰越金、目１繰越金60万4,000円は、歳出でご説明いたします費用へ充当しようとする

ものでございます。 

 次の６ページ、７ページをお開き願います。歳出でございますが、款１総務費、項１施

設管理費、目１一般管理費の8,361万円に587万4,000円増額し、8,948万4,000円にしようと

するものでございます。節３職員手当は、本年４月の人事異動に伴い精査したものでござ

います。節10交際費につきましては、入所者の死亡に係る香典料でございます。節11需用

費の修繕料は、リフトバス車のステップの修繕及び車椅子トイレの修繕及びさくらの園の

暖房等の燃料でございます。Ａ重油の残量を示す油面計を修繕しようとするものでござい

ます。節15工事請負費は、実施設計により積算された金額により増額補正するものでござ

います。 

 次に、款２事業費、項１施設介護サービス事業費、目１施設介護サービス事業費の１億

9,383万5,000円に22万3,000円増額し、１億9,405万8,000円にしようとするものでございま

す。節３職員手当は、本年４月の人事異動に伴い精査したものでございます。節18備品購
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入費の介護用備品は、入所者の床ずれを防止するポジショニングクッションと入所者のベ

ッドから車椅子へスムーズに移動を可能にする介助バーをそれぞれ購入しようとものでご

ざいます。 

 以上でございます。ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

〇議長（野村 洋君） これから質疑を行います。 

（「なし」の声多数あり） 

〇議長（野村 洋君） 質疑を終わります。 

 討論を行います。 

（「なし」の声多数あり） 

〇議長（野村 洋君） 討論を終わります。 

 これから議案第９号を採決します。 

 お諮りします。本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声多数あり） 

〇議長（野村 洋君） 異議なしと認めます。 

 日程第12、議案第９号は、原案のとおり可決されました。 

 

    ◎日程第１３ 議案第１０号 

〇議長（野村 洋君） 日程第13、議案第10号 平成29年度森町ホタテ未利用資源リサイ

クル事業特別会計補正予算を議題とします。 

 本案について提案理由の説明を求めます。 

〇水産課長（黒川安明君） 議案第10号についてご説明申し上げます。 

 本案は、平成29年度森町ホタテ未利用資源リサイクル事業特別会計の第１回目の補正予

算となるものでございます。 

 既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ1,082万7,000円を追加し、歳入歳出それ

ぞれ5,998万円とするものでございます。 

 以下、事項別明細書によりご説明いたします。４ページ、５ページをお開きください。

歳入でありますが、款４繰入金、項１基金繰入金、目１基金繰入金、節１基金繰入金1,082

万7,000円の増額につきましては、ホタテ未利用資源リサイクル施設運営調整基金から繰

り入れするものでございます。 

 続きまして、歳出でございますが、６ページ、７ページをお開き願います。款１項１目

１総務事業費、節４共済費1,000円の増額につきましては、地方公務員災害補償基金の不足

分を増額するものでございます。節12役務費８万円の増額につきましては、太平洋セメン

トにウロ処理業務を委託しておりますが、水銀の排出基準に準じて水銀の含有量を測定し

なければならなくなったため予算を計上するものでございます。節13委託料1,074万6,000

円の増額につきましては、ウロ貯蔵槽１槽分を試験処理するための運搬費及び処理費でご

ざいます。なお、この貯蔵槽からの運搬につきましては、内容物が固まっているため高圧
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ポンプ車を使用して処理しなければならないので、通常の試験処理より高くなります。 

 以上、ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

〇議長（野村 洋君） これから質疑を行います。 

（「なし」の声多数あり） 

〇議長（野村 洋君） 質疑を終わります。 

 討論を行います。 

（「なし」の声多数あり） 

〇議長（野村 洋君） 討論を終わります。 

 これから議案第10号を採決します。 

 お諮りします。本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声多数あり） 

〇議長（野村 洋君） 異議なしと認めます。 

 日程第13、議案第10号は、原案のとおり可決されました。 

 

    ◎日程第１４ 議案第１１号 

〇議長（野村 洋君） 日程第14、議案第11号 平成29年度森町水道事業会計補正予算を

議題とします。 

 本案について提案理由の説明を求めます。 

〇上下水道課長（水元良文君） それでは、議案第11号についてご説明申し上げます。 

 本案は、平成29年度森町水道事業会計予算の第１回目の補正予算でございます。 

 第２条の収益的収入及び支出につきまして、支出の第１款水道事業費用を既決予定額の

２億9,847万8,000円から160万8,000円減額し、２億9,687万円にしようとするものでござい

ます。 

 以下、事項別明細書によりご説明いたします。３ページ目をお開き願います。収益的収

入及び支出の支出について、款１水道事業費用、項１営業費用、目２配水及び給水費427万

1,000円の増額と目５総係費587万9,000円の減額は、本年の４月の人事異動に伴う職員給

与費の精査による補正によるものです。 

 以上、ご審議のほどよろしくお願い申し上げます。 

〇議長（野村 洋君） これから議案第11号に対する質疑を行います。収入、支出一括で

行います。 

（「なし」の声多数あり） 

〇議長（野村 洋君） 質疑を終わります。 

 討論を行います。 

（「なし」の声多数あり） 

〇議長（野村 洋君） 討論を終わります。 

 これから議案第11号を採決します。 
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 お諮りします。本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声多数あり） 

〇議長（野村 洋君） 異議なしと認めます。 

 日程第14、議案第11号は、原案のとおり可決されました。 

 

    ◎日程第１５ 議案第１２号 

〇議長（野村 洋君） 日程第15、議案第12号 平成29年度森町公共下水道事業会計補正

予算を議題とします。 

 本案について提案理由の説明を求めます。 

〇上下水道課長（水元良文君） それでは、議案第12号についてご説明申し上げます。 

 本案は、平成29年度森町公共下水道事業会計予算の第１回目の補正予算でございます。 

 第２条の収益的収入及び支出の支出につきまして、支出の第１款下水道事業費用を既決

予定額の４億6,747万4,000円に58万8,000円追加し、４億6,806万2,000円にしようとするも

のでございます。 

 次に、第３条の資本的収入及び支出の支出につきまして、支出の第１款下水道事業資本

的支出を既決予定額の３億7,188万円を664万7,000円減額し、３億6,523万3,000円にしよう

とするものでございます。 

 以下、事項別明細書によりご説明いたします。３ページ目をお開きを願います。収益的

収入及び支出の支出について、款１下水道事業費用、項１営業費用、目１総係費58万8,000

円の増額は、本年４月の人事異動に伴う職員給与費の補正によるものです。 

 次に、資本的収入及び支出の支出について、款１下水道事業資本的支出、項１建設改良

費、目１下水道施設費664万7,000円の減額は、同じく本年４月の人事異動に伴う職員給与

費の補正によるものです。 

 以上、ご審議のほどよろしくお願いします。 

〇議長（野村 洋君） これから議案第12号に対する質疑を行います。 

（「なし」の声多数あり） 

〇議長（野村 洋君） 質疑を終わります。 

 討論を行います。 

（「なし」の声多数あり） 

〇議長（野村 洋君） 討論を終わります。 

 これから議案第12号を採決します。 

 お諮りします。本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声多数あり） 

〇議長（野村 洋君） 異議なしと認めます。 

 日程第15、議案第12号は、原案のとおり可決されました。 
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    ◎日程第１６ 議案第１３号 

〇議長（野村 洋君） 日程第16、議案第13号 財産の取得についてを議題とします。 

 本案について提案理由の説明を求めます。 

〇消防長（東谷直樹君） それでは、議案第13号についてご説明を申し上げます。 

 本案は、財産の取得についてであります。地方自治法第96条第１項第８号及び森町議会

の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例第３条の規定により、次のと

おり財産を取得することについて議会の議決を求めようとするものでございます。 

 １としまして、取得財産及び数量ですが、油圧救助資機材一式でございます。２としま

して、取得の方法は指名競争入札でございます。３としまして、取得の金額は735万7,932

円でございます。４としまして、取得の相手方は札幌市中央区北13条西17丁目１番36号、

株式会社ムラカミ代表取締役、村上和輝でございます。 

 指名業者につきましては、森町競争入札参加資格者名簿の消防用品に登録のある業者の

うち、道内に本店、または営業所があり、油圧救助資機材一式の取り扱いができる業者の

中から森町消防本部に消防装備品の納入実績がある６社を指名業者といたしました。また、

落札率につきましては98.7％でございました。 

 なお、参考といたしまして、資料の13ページ、入札及び契約状況表を提出しております。 

 ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

〇議長（野村 洋君） これから質疑を行います。 

（「なし」の声多数あり） 

〇議長（野村 洋君） 質疑を終わります。 

 討論を行います。 

（「なし」の声多数あり） 

〇議長（野村 洋君） 討論を終わります。 

 これから議案第13号を採決します。 

 お諮りします。本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声多数あり） 

〇議長（野村 洋君） 異議なしと認めます。 

 日程第16、議案第13号は、原案のとおり可決されました。 

 

    ◎日程第１７ 報告第１号 

〇議長（野村 洋君） 日程第17、報告第１号 平成28年度森町財政健全化判断比率につ

いてを議題といたします。 

 本件について提案者の説明を求めます。 

〇総務課長（長瀬賢一君） 報告第１号 平成28年度森町財政健全化判断比率についてで

す。 

 本件は、地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条の規定により別紙のとおり、
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監査委員の意見をつけて報告するものでございます。 

 裏面をごらんください。中ほどの表ですが、実質赤字比率、連結実質赤字比率はともに

マイナス、実質公債費比率は14.8％、将来負担比率は79.8％です。いずれも早期健全化基

準値内でございます。 

 以上、報告とさせていただきます。 

〇議長（野村 洋君） 以上をもって報告第１号を終わります。 

 

    ◎日程第１８ 報告第２号 

〇議長（野村 洋君） 日程第18、報告第２号 平成28年度森町資金不足比率についてを

議題とします。 

 本件について提案者の説明を求めます。 

〇病院事務長（坂田明仁君） 報告第２号 平成28年度森町資金不足比率についてご説明

いたします。 

 裏面をごらんください。この表は、平成28年度病院事業会計経営健全化審査意見書でご

ざいます。資金不足比率は基準内となっています。詳細につきましては、個別意見をごら

んください。 

 以上でございます。 

〇上下水道課長（水元良文君） 平成28年度水道事業会計経営健全化審査意見書でござい

ます。 

 資金不足比率は基準内となってございます。詳細につきましては、個別の意見欄をご参

照ください。 

 続きまして、次ページをごらんください。本報告は、平成28年度下水道事業会計経営健

全化意見書でございます。資金不足比率は基準内となってございます。詳細につきまして

は、個別の意見欄をご参照ください。 

 以上でございます。 

〇議長（野村 洋君） 以上をもって報告第２号を終わります。 

 

       ◎日程第１９ 諮問第１号 

〇議長（野村 洋君） 日程第19、諮問第１号 人権擁護委員の推薦につき意見を求める

ことについてを議題とします。 

 梶谷町長の説明を求めます。 

〇町長（梶谷惠造君） ただいま議題となりました諮問第１号 人権擁護委員の推薦につ

き意見を求めることにつきまして提案理由をご説明申し上げます。 

 現在委員をお務めいただいております堺惠美子氏は、本年12月31日をもって任期満了と

なります。後任委員を推薦するに当たり、人権擁護委員法第６条第３項の規定に基づき、

議会の意見を求めるものであります。 
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 後任委員につきましては、２期６年の長きにわたり人権擁護委員を務め上げ、職務につ

いても熟知しており、今後につきましても活発な活動が期待されます堺惠美子氏を引き続

き推薦いたしたく、議会のご意見を求めたいと思いますので、よろしくお願いを申し上げ

ます。 

〇議長（野村 洋君） これから質疑を行います。 

（「なし」の声多数あり） 

〇議長（野村 洋君） 質疑を終わります。 

 討論を行います。 

（「なし」の声多数あり） 

〇議長（野村 洋君） 討論を終わります。 

 これから諮問第１号を採決します。 

 お諮りします。本件は、お手元に配りました意見のとおり答申したいと思います。ご異

議ございませんか。 

（「異議なし」の声多数あり） 

〇議長（野村 洋君） 異議なしと認めます。 

 日程第19、諮問第１号は、お手元に配りました意見のとおり答申することに決定しまし

た。 

 

    ◎日程第２０ 認定第１号ないし認定第４号 

〇議長（野村 洋君） 日程第20、認定第１号 平成28年度森町各会計歳入歳出決算認定

について、認定第２号 平成28年度森町国民健康保険病院事業会計決算認定について、認

定第３号 平成28年度森町水道事業会計決算認定について、認定第４号 平成28年度森町

公共下水道事業会計決算認定についての４件を会議規則第37条により一括議題といたしま

す。 

 お諮りいたします。ただいま議題になっております日程第20、認定第１号から認定第４

号までの４件は、議長及び監査委員を除く14名で構成する決算審査特別委員会を設置し、

これに付託して審査することにしたいと思います。ご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声多数あり） 

〇議長（野村 洋君） 異議なしと認めます。 

 したがって、日程第20、認定第１号から認定第４号までの４件は、議長及び監査委員を

除く14名で構成する決算審査特別委員会を設置し、これに付託して審査することに決定し

ました。 

 次に、ただいま設置されました決算審査特別委員会に対し、地方自治法第98条第１項の

規定に基づく検査権を本議会より委任することにしたいと思います。ご異議ございません

か。 

（「異議なし」の声多数あり） 
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〇議長（野村 洋君） 異議なしと認めます。 

 決算審査特別委員会に対し、地方自治法第98条第１項の規定に基づく検査権を本議会よ

り委任することに決定しました。 

 委員長、副委員長の選任を願います。 

 暫時休憩いたします。 

 

休憩 午前１１時３４分 

再開 午前１１時３４分 

 

〇議長（野村 洋君） 休憩前に続き会議を再開いたします。 

 決算審査特別委員会の委員長及び副委員長が選任されましたので、報告いたします。 

 委員長に三浦浩三君、副委員長に黒田勝幸君が選任されました。 

 

    ◎休会の議決 

〇議長（野村 洋君） お諮りします。 

 決算審査特別委員会付託議件審査のため、９月５日から９月13日までの９日間休会とし

たいと思います。なお、決算審査特別委員会の開会につきましては９月５日午前10時開会

とします。ご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声多数あり） 

〇議長（野村 洋君） 異議なしと認めます。 

 したがって、９月５日から９月13日まで休会することに決定しました。 

 

    ◎延会の議決 

〇議長（野村 洋君） お諮りします。 

 本日の会議は、これで延会したいと思います。ご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声多数あり） 

〇議長（野村 洋君） 異議なしと認めます。 

 したがって、本日はこれで延会することに決定しました。 

 

    ◎延会の宣告 

〇議長（野村 洋君） 本日はこれで延会いたします。 

 次回は、９月14日午前10時開会とします。 

 ご苦労さまでした。 

延会 午前１１時３５分 
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平成２９年第１回森町議会９月会議会議録 （第３日目） 

 

平成２９年９月１４日（木） 

                             開議 午前１０時００分 

                             休会 午前１０時３４分 

                            場所 森町議会議事堂 

〇議事日程 

  １ 会議録署名議員の指名                           

  ２ 議長諸般報告                               

  ３ 平成２９年第１回 認定第 １号 平成２８年度森町各会計歳入歳出決算認定について 

    森町議会９月 認定第 ２号 平成２８年度森町国民健康保険病院事業会計決算 

    会議付託議件        認定について 

           認定第 ３号 平成２８年度森町水道事業会計決算認定について 

           認定第 ４号 平成２８年度森町公共下水道事業会計決算認定に 

                  ついて                    

  ４ 議案第１４号 平成２９年度森町一般会計補正予算（第５号）         

  ５ 議案第１５号 平成２９年度森町国民健康保険病院事業会計補正予算（第１号） 

  ６ 意見書案第１号 林業・木材産業の成長産業化に向けた施策の充実・強化を求め 

            る意見書                                                 

  ７ 意見書案第２号 国連の核兵器禁止条約交渉に参加し、条約の調印・批准するこ 

            とを求める意見書                     

  ８ 意見書案第３号 国内でのオスプレイ飛行訓練の中止を求める意見書      

  ９ 意見書案第４号 国の責任による３５人以下学級の前進を求める意見書     

 １０ 議員の派遣について                            

 １１ 休会中の所管事務調査等の申し出                      
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   体 育 課 長 兼                  
                            
   体 育 館 長 兼    金  丸  孝  也  君 
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〇会議に付した事件 

  １ 認定第 １号 平成２８年度森町各会計歳入歳出決算認定について  
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  ４ 意見書案第１号 林業・木材産業の成長産業化に向けた施策の充実・強化を求め 

            る意見書                                                 

  ５ 意見書案第２号 国連の核兵器禁止条約交渉に参加し、条約の調印・批准するこ 

            とを求める意見書                     

  ６ 意見書案第３号 国内でのオスプレイ飛行訓練の中止を求める意見書      
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  ９ 休会中の所管事務調査等の申し出                      
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開議 午前１０時００分 

    ◎開議の宣告 

〇議長（野村 洋君） おはようございます。ただいまの出席議員数は16名です。定足数

に達していますので、議会が成立しました。 

 これから本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであります。 

 

    ◎日程第１ 会議録署名議員の指名 

〇議長（野村 洋君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 本日の会議録署名議員は、会議規則第125条の規定により、議席４番、黒田勝幸君、議席

５番、山田誠君を指名します。 

 

    ◎日程第２ 諸般の報告 

〇議長（野村 洋君） 日程第２、諸般の報告を行います。 

 地方自治法第121条の規定により、議長より説明のため会議に出席を求めた者及び本会

に出席の議会職員はお手元に配付のとおりであります。 

 

    ◎日程第３ 認定第１号ないし認定第４号 

〇議長（野村 洋君） 日程第３、平成29年第１回森町議会９月会議付託議件、認定第１

号から認定第４号までの認定４件を会議規則第37条により一括議題といたします。 

 なお、討論及び採決については認定議案ごとに１件ずつ行うこととします。 

 決算審査特別委員会の報告を求めます。 

〇決算審査特別委員長（三浦浩三君） それでは、私のほうから審査報告を申し述べさせ

ていただきます。 

 平成29年９月４日、平成29年第１回森町議会９月会議において本委員会に付託されまし

た認定議件４件を審査した結果、次のとおり決しましたので、報告いたします。 

 １、付託議件名、認定第１号 平成28年度森町各会計歳入歳出決算認定について、認定

第２号 平成28年度森町国民健康保険病院事業会計決算認定について、認定第３号 平成

28年度森町水道事業会計決算認定について、認定第４号 平成28年度森町公共下水道事業

会計決算認定について。 

 ２、審査日程及び経過、９月５日、出席委員14名、各担当課長等から決算書及び報告書

をもとに、予算の執行状況について説明を受けました。 

 ９月６日、出席委員14名、森町一般会計の歳入及び歳出の款７商工費、項１商工費、目

２観光費まで及び森町港湾整備事業特別会計、森町ホタテ未利用資源リサイクル事業特別

会計の歳入及び歳出について質疑を行いました。 

 ９月７日、出席委員12名、森町一般会計の歳出の款８土木費、項１土木管理費、目１土
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木総務費から款10教育費、項６保健体育費、目３学校給食費まで及び森町国民健康保険特

別会計、森町後期高齢者医療特別会計、森町介護保険事業特別会計、森町介護サービス事

業特別会計の歳入及び歳出並びに森町国民健康保険病院事業会計、森町水道事業会計、森

町公共下水道事業会計の収入及び支出について質疑を行いました。 

 ３、審査の結果、付託された認定第１号から認定第４号まで認定すべきものと決しまし

た。 

 ４、決算審査特別委員会の審査について報告いたします。平成29年第１回森町議会９月

会議において本委員会に付託されました認定第１号、認定第２号、認定第３号及び認定第

４号については、休会中の９月５日から７日の３日間にわたり慎重審議のもとに審査を終

了し、起立採決の結果、認定第１号は賛成多数、認定第２号から認定第４号までは全員一

致で認定すべきものと決しました。 

 さて、町理事者におかれましては、委員会審査の過程で出された意見や要望等を踏まえ、

今後の施策に十分反映されることを強く望むものであります。 

 また、過去の本会議等において議会の十分な理解を前提とした案件の予算化やその決算

においては、特に内容の丁寧な説明と十分な理解を得た上で進めることを具申いたします。 

 さらに、地元経済は回復の兆しが見られ、町税は増加傾向にあるものの、近年見られる

急激な気候変動による１次産業等への影響は否めない状況にあります。そうした要因によ

る地元経済の疲弊により、財源確保が期待できない場合も想定しつつ歳入確保に努める一

方、歳出では徹底して無駄を省きながら予算執行管理を適正に行いつつも、町民サービス

の低下を招かぬことが重要であると考えます。 

 なお、本特別委員会は議長及び監査委員を除く14名で構成した特別委員会でありますが、

それぞれの立場で出席を願いながら慎重審議したものでありますので、詳細な報告は省略

いたします。 

 以上、委員長報告を終わります。 

〇議長（野村 洋君） これで委員長報告を終わります。 

 決算審査特別委員会においては質疑、討論を行っておりますので、ただいまの委員長報

告に対する質疑、討論を省略します。 

 これから平成29年第１回森町議会９月会議付託議件について認定議案ごとに討論及び採

決をいたします。 

 まず、認定第１号の討論に入ります。 

 これから討論に入ります。まず、決算審査特別委員会で認定となりました認定第１号に

対する反対討論の発言を許します。 

 檀上議員、少しお待ちください。反対討論で間違いないのでしょうか。 

（「はい」の声あり） 

〇議長（野村 洋君） 檀上議員、たしか決算審査特別委員会で賛成されていましたです

よね。それを含めて今回は反対討論されるということでしょうか。少し本末転倒していま
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せんか。これは、檀上議員、議員というのは、この間、あえて申し上げますけれども、９

月４日にあなたに議長室に来ていただきまして厳重注意をさせていただきました。その中

身というのは十分理解されていますか。理解されているのであれば、あえてここで反対討

論をされるというのはいかがなものかなと議長としては判断します。ということは、あく

までもあの中でも申し上げましたように、議員としては一貫して、意思は賛成でも反対で

もいいのですけれども、反対だったら反対されたようなことで貫き通してやっていただく

のが本論であって、委員会は賛成されて、本会議で反対討論されるというのは、私はちょ

っと議員としていかがなものかという判断をいたします。 

    （「そのご批判はしっかり受けとめていますが、熟慮をした結果、やは 

      り反対すべきという判断、それについてもですから理由を述べて反 

      対討論に立たせていただきたいと」の声あり）          

〇議長（野村 洋君） いかがですか、皆さん方。 

    （「特別委員会の委員会に付託したんだから、それを十分を踏まえない 

      で本会議で、委員会で反対討論しているんならいいんだ。それもし 

      ないで賛成して、本会議で反対討論するばかな話ない。認める必要 

      はない」の声あり）                      

〇議長（野村 洋君） 今議運の委員長もそのように申しておりますけれども、議長とし

てもこの檀上議員の反対討論のことについては却下させていただきたいと思います。 

 ほかに反対討論の方いらっしゃいますか。 

（何事か言う者あり） 

〇議長（野村 洋君） 却下いたしましたので、議事進行させていただきます。 

    （「それなら本会議で採決する意味ないじゃないですか。委員会で採決 

      しているんだから、それと変わることはあり得ないということであ 

      れば、本会議でやる意味は全くないということじゃないですか」の 

           声あり）                           

〇議長（野村 洋君） 議長の指示に従ってください。もし従わないということになれば

退席をしていただかなければならなくなりますので。 

 ほかにございますか。 

（「なし」の声多数あり） 

〇議長（野村 洋君） 反対討論ありませんので、賛成討論も省略して、ほかに討論ござ

いませんか。 

（「なし」の声多数あり） 

〇議長（野村 洋君） これで討論を終わります。 

 認定第１号 平成28年度森町各会計歳入歳出決算認定についてを採決いたします。 

 採決は起立により行います。 

 この決算に対する委員会報告は認定とするものです。 



 - 88 - 

 この決算は、委員長の報告のとおり認定することに賛成の方は起立願います。 

（起立多数） 

〇議長（野村 洋君） 起立多数であります。 

 認定第１号については、認定することに決定しました。 

 次に、認定第２号の討論に入ります。 

 これから討論に入ります。まず、決算審査特別委員会で認定となりました認定第２号に

対する反対討論の発言を許します。 

（「なし」の声多数あり） 

〇議長（野村 洋君） ほかに討論ございませんか。 

（「なし」の声多数あり） 

〇議長（野村 洋君） これで討論を終わります。 

 認定第２号 平成28年度森町国民健康保険病院事業会計決算認定についてを採決しま

す。 

 採決は起立により行います。 

 この決算に対する委員会報告は認定とするものです。 

 この決算は、委員長の報告のとおり認定することに賛成の方は起立願います。 

（起立多数） 

〇議長（野村 洋君） 起立多数であります。 

 認定第２号については、認定することに決定しました。 

 次に、認定第３号の討論に入ります。 

 これから討論に入ります。まず、決算審査特別委員会で認定となりました認定第３号に

対する反対討論の発言を許します。ございませんか。 

（「なし」の声多数あり） 

〇議長（野村 洋君） ほかに討論ございませんか。 

（「なし」の声多数あり） 

〇議長（野村 洋君） これで討論を終わります。 

 認定第３号 平成28年度森町水道事業会計決算認定についてを採決します。 

 採決は起立により行います。 

 この決算に対する委員会報告は認定とするものです。 

 この決算は、委員長の報告のとおり認定することに賛成の方は起立願います。 

（起立多数） 

〇議長（野村 洋君） 起立多数であります。 

 認定第３号については、認定することに決定しました。 

 次に、認定第４号の討論に入ります。 

 これから討論に入ります。まず、決算審査特別委員会で認定となりました認定第４号に

対する反対討論の発言を許します。ございませんか。 
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（「なし」の声多数あり） 

〇議長（野村 洋君） ほかに討論ございませんか。 

（「なし」の声多数あり） 

〇議長（野村 洋君） これで討論を終わります。 

 認定第４号 平成28年度森町公共下水道事業会計決算認定についてを採決いたします。 

 採決は起立により行います。 

 この決算に対する委員長報告は認定とするものです。 

 この決算は、委員長の報告のとおり認定することに賛成の方は起立願います。 

（起立多数） 

〇議長（野村 洋君） 起立多数であります。 

 認定第４号については、認定することに決定しました。 

 

    ◎日程第４ 議案第１４号 

〇議長（野村 洋君） 日程第４、議案第14号 平成29年度森町一般会計補正予算を議題

とします。 

 本案について提案理由の説明を求めます。 

〇総務課長（長瀬賢一君） それでは、議案第14号についてご説明申し上げます。 

 本案は、平成29年度森町一般会計補正予算の第５回目となるものです。 

 既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ310万円を追加し、歳入歳出それぞれ121

億5,535万1,000円にしようとするものです。 

 事項別明細書によりご説明申し上げます。４ページ、５ページをお開き願います。歳入

ですが、款18繰入金310万円は、財源調整のため財政調整基金を繰り入れようとするもので

す。 

 続いて、６ページ、７ページをお開き願います。歳出ですが、款２総務費の30万円は、

旧姫川小学校教員住宅のボイラー、トイレ等の小破修繕をしようとするものです。 

 また、款９消防費の280万円は、砂原西１丁目にある防火水槽の撤去工事ですが、この防

火水槽につきましては土地の賃貸借契約により民有地に設置しておりますが、このたび土

地の所有者からの要望により早急に撤去する必要が生じたため予算計上しようとするもの

です。資料ナンバー16を提出しております。 

 以上でございます。よろしくご審議のほどお願い申し上げます。 

〇議長（野村 洋君） これから質疑を行います。質疑ございませんか。 

（「なし」の声多数あり） 

〇議長（野村 洋君） 討論を行います。 

（「なし」の声多数あり） 

〇議長（野村 洋君） 討論を終わります。 

 これから議案第14号を採決します。 
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 お諮りします。本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声多数あり） 

〇議長（野村 洋君） 異議なしと認めます。 

 日程第４、議案第14号は、原案のとおり可決されました。 

 

    ◎日程第５ 議案第１５号 

〇議長（野村 洋君） 日程第５、議案第15号 平成29年度森町国民健康保険病院事業会

計補正予算を議題とします。 

 本案について提案理由の説明を求めます。 

〇病院事務長（坂田明仁君） 議案第15号についてご説明申し上げます。 

 本案は、平成29年度森町国民健康保険病院事業会計補正予算の第１回目となるものでご

ざいます。 

 第２条、平成29年度森町国民健康保険病院事業会計予算第３条に定めた収益的支出の予

定額を次のとおり補正するものであります。支出の部、第１款病院事業費用、既決予定額

11億7,069万8,000円に300万円を追加し、11億7,369万8,000円とするものでございます。 

 以下、裏面２ページ中段の事項別明細書にてご説明いたします。収益的収入及び支出の

支出、款１病院事業費用、項４特別損失、目１その他特別損失、補正予定額300万円は、平

成26年１月から平成29年７月までの非常勤医師から徴収し、納付すべき所得税についての

修正申告、延滞税及び加算税でございます。 

 以上でございます。ご審議のほどよろしくお願い申し上げます。 

〇議長（野村 洋君） これから質疑を行います。 

〇14番（松田兼宗君） この病院会計については、先ほどの全協においても詳細な説明は

されています。それで、その中での話で実際には300万以下の242万7,000円になるのでしょ

うけれども、要するに町に対する損害を与えたということなのだというふうに理解してい

るのですが、その部分の責任の所在がどうもあやふやな部分があります。それについてど

う考えているのかということともう一点、今後の対応策の問題についてなのですが、当然

税務の専門家を入れて、本来であればそうなのかなとは思います。今後こういうことが起

こらないための対応策を具体的にお願いいたします。 

〇副町長（木村浩二君） お答えいたします。 

 責任の所在ということですけれども、確かに事務的なミスが慣例でされてきたというこ

とについては、大変申しわけなく思っております。ただ、職員として故意に、またわかっ

ていて続けてきたということではなくて、従前からの慣習でやってきたということもござ

います。ここは今回こういう指摘がありましたので、これに基づき今後訂正をしていきた

いというふうに考えてございます。長年この事務手続をしてきたということもありますが、

ただそこで責任の所在を問うと、もうやめていった職員等もございます。この辺の均衡を

考えれば、今いる職員については厳重な注意をして、今後対策をきちんとしていくという
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ことにとどめたいと考えてございます。 

〇14番（松田兼宗君） そういう考えであることはわかりました。 

 それで、１つ、今後の対応策と、その言葉だけで終わっているのです。ほとんどの場合

そうなのだと思うのだけれども、具体的に例えばさっき言いましたように今回の場合は税

務の詳しい人間を入れるとかその部分の税務署との連携をもっと密にするとか、いろんな

形があると思うのです。具体的なその部分の話がないと、対応した話にならないのではな

いかと私は思うのですが、どうなのでしょうか、その辺。 

〇副町長（木村浩二君） お答えいたします。 

 先ほど事務長のほうからもありました。毎年税率が変わってくるということで、これは

通知があるわけです。今後はその通知に基づいて、きちんとして対応していけば対応はと

れるというふうに考えてございます。 

〇議長（野村 洋君） ほかにいいですか。 

（「なし」の声多数あり） 

〇議長（野村 洋君） 質疑を終わります。 

 討論を行います。 

（「なし」の声多数あり） 

〇議長（野村 洋君） 討論を終わります。 

 これから議案第15号を採決します。 

 お諮りします。本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声多数あり） 

〇議長（野村 洋君） 異議なしと認めます。 

 日程第５、議案第15号は、原案のとおり可決されました。 

 

    ◎日程第６ 意見書案第１号 

〇議長（野村 洋君） 日程第６、意見書案第１号 林業・木材産業の成長産業化に向け

た施策の充実・強化を求める意見書を議題とします。 

 お諮りします。本案は意見書案件であるため質疑、討論を省略し、直ちに採決に入りた

いと思います。これにご異議ありませんか。 

（「異議あり」の声あり） 

〇議長（野村 洋君） 檀上議員、どういう意見ですか。 

（「反対討論をしたい」の声あり） 

〇議長（野村 洋君） 暫時休憩します。 

 

休憩 午前１０時２４分 

再開 午前１０時２９分 
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〇議長（野村 洋君） 休憩前に引き続き会議を再開いたします。 

 それでは、今までどおりに質疑、討論を省略して入ってまいりたいということでござい

ますので、これから意見書案第１号を採決いたします。 

 この採決は起立により行います。 

 意見書案第１号に賛成の方は起立願います。 

（起立多数） 

〇議長（野村 洋君） 起立多数であります。 

 よって、日程第６、意見書案第１号は、原案のとおり可決されました。 

 

    ◎日程第７ 意見書案第２号 

〇議長（野村 洋君） 日程第７、意見書案第２号 国連の核兵器禁止条約交渉に参加し、

条約の調印・批准することを求める意見書を議題とします。 

 お諮りいたします。本案は意見書案件であるため質疑、討論を省略し、直ちに採決に入

りたいと思います。これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声多数あり） 

〇議長（野村 洋君） 異議なしと認めます。 

 これから意見書案第２号を採決いたします。 

 この採決は起立により行います。 

 意見書案第２号に賛成の方は起立願います。 

（起立少数） 

〇議長（野村 洋君） 起立少数であります。 

 よって、日程第７、意見書案第２号は、否決されました。 

 

    ◎日程第８ 意見書案第３号 

〇議長（野村 洋君） 日程第８、意見書案第３号 国内でのオスプレイ飛行訓練の中止

を求める意見書を議題とします。 

 お諮りします。本案は意見書案件であるため質疑、討論を省略し、直ちに採決に入りた

いと思います。これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声多数あり） 

〇議長（野村 洋君） 異議なしと認めます。 

 これから意見書案第３号を採決いたします。 

 この採決は起立により行います。 

 意見書案第３号に賛成の方は起立願います。 

（起立少数） 

〇議長（野村 洋君） 起立少数であります。 

 よって、日程第８、意見書案第３号は、否決されました。 
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    ◎日程第９ 意見書案第４号 

〇議長（野村 洋君） 日程第９、意見書案第４号 国の責任による35人以下学級の前進

を求める意見書を議題とします。 

 お諮りいたします。本案は意見書案件であるため質疑、討論を省略し、直ちに採決に入

りたいと思います。これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声多数あり） 

〇議長（野村 洋君） 異議なしと認めます。 

 これから意見書案第４号を採決いたします。 

 この採決は起立により行います。 

 意見書案第４号に賛成の方は起立願います。 

（起立多数） 

〇議長（野村 洋君） 起立多数であります。 

 よって、日程第９、意見書案第４号は、原案のとおり可決されました。 

 

    ◎日程第１０ 議員の派遣について 

〇議長（野村 洋君） 日程第10、議員の派遣についてを議題とします。 

 お諮りします。森町議会会議規則第127条の規定により議員派遣の件については、お手元

に配付のとおり派遣したいと思いますが、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声多数あり） 

〇議長（野村 洋君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議員の派遣については、お手元に配付のとおり派遣することに決定しまし

た。 

 お諮りします。議題の議員派遣の日程のほか、議案の審査または調査及び議会において

必要とする議員の派遣の決定については、議長に委任することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声多数あり） 

〇議長（野村 洋君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議員派遣の日程に記載のないものについては、議長に委任することに決定

しました。 

 

    ◎日程第１１ 休会中の所管事務調査等の申し出 

〇議長（野村 洋君） 日程第11、休会中の所管事務調査等の申し出についてを議題とい

たします。 

 ただいま提出しております休会中の所管事務調査等の申し出につきましては、森町議会

会議条例の実施に関する要綱第６条に基づき、配付の上、報告するものです。 
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    ◎休会の宣告 

〇議長（野村 洋君） これをもちまして平成29年第１回森町議会９月会議に付議されま

した議件の審議は全て終了しました。 

 よって、平成29年第１回森町議会９月会議を終了いたします。 

 ご苦労さまでした。 

休会 午前１０時３４分 
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